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はじめに 

 

 

近年、我が国では、家庭や地域における相互扶助機能

の弱体化や住民相互のつながりの希薄化が進むなど、地

域社会を取り巻く環境は大きく変化しています。 

このような中、誰もが住み慣れた地域で、安心して健

やかに暮していくためには、行政、地域住民、福祉関係

事業者、ボランティアなどによる地域福祉活動を推進す

ることが、これまで以上に重要になってきております。 

日光市では、このような社会的背景から「四季の彩り

に 風薫る ひかりの郷 ～ 自然と歴史と産業が響き

合う こころ豊かな輝く未来へ ～」を将来像に掲げ、平成 20 年度からスタート

した総合計画との整合性を図りながら、このたび、市民の皆様とともに行政、社

会福祉協議会、関係機関が協働し、地域で支え合う「まちづくり」の指針となる

「日光市地域福祉計画及び地域福祉活動計画」を新たに策定しました。 

本計画は、行政による「地域福祉計画」と、社会福祉協議会による「地域福祉

活動計画」を一体的に策定し、より地域の実情に即し、より実効性のある内容と

しており、その中核をなす考えは、「何人も排除しない、排除されない社会づく

り」とするソーシャルインクルージョンの精神であり、その考えを具体化するた

めの計画でもあります。 

また、本計画は、策定過程におきましても、地域福祉計画及び地域福祉活動計

画策定委員会における審議検討をはじめとして、合同研修会、市内各地区を単位

として開催しました策定市民会議によるワークショップ、市民・関係団体・親子

を対象とした市民意識アンケートなどを通じて、多くの市民の皆様から積極的な

ご協力をいただき、まさに市民手作りの計画を策定することができましたことに

心から感謝申し上げます。 

今後とも市民の皆様とともに、本計画における各種施策を展開してまいります

ので、市民の皆様には、今後ともより一層のご支援、ご協力をお願いいたします。 

 

 

平成 22 年 3 月 

                日光市長・日光市社会福祉協議会長 

                       斎 藤 文 夫 
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第１章 計画の策定にあたって 

第１節 地域福祉とは 

従来、「福祉」というと、高齢者福祉や障がい者福祉、児童福祉といった対象者ごとに

分かれているものを思い浮かべることが一般的でした。これら分野別の福祉は、市が、

その対象者ごとに必要な福祉サービスを提供するもので、「特定の人のため」という意味

合いが強いものでした。 

しかし、福祉サービスのような支援を必要としているのは分野で分けられた特定の人

だけではありません。地域に暮らす誰もが、日ごろの生活の中で何らかの問題を抱え、

簡単な手助けを必要としている時があります。 

特定の人だけではなく、誰もが地域で安心して暮らしていけるためには、福祉サービ

スなどにより行政が解決すべきものだけでなく、地域でのちょっとした手助けなどで対

応できるものもあります。それらは、 

①日ごろ身の回りで起こる問題はまず個人や家庭の努力で解決（自助）し、 

②個人や家族内で解決できない問題は隣近所の力（互助）や 

 ボランティア、ＮＰＯなどの活動（共助）で解決し、 

③地域で解決できない問題は行政で解決（公助）する、 

といった、重層的な取り組みが必要となってきます。 

いわば、公的な福祉サービス等の隙間を埋めるものとして、市民相互の助け合い・支

え合いの力があり、「住み慣れた地域で誰もが安心して暮らせるよう、市民が主役で進め

る取り組み」、「地域における助け合いの仕組み」が地域福祉といえます。 

 

■「自助」「互助・共助」「公助」と地域福祉計画の関係図 
 

市民の主体的な活動で

対応できるもの 
市民と行政の 

相互協力（協働）の領域 

 

行政施策として行うべきも

の（市民の自助努力では解決

できないもの） 

 
 
 

自助
じ じ ょ

 互助
ご じ ょ

 共 助
きょうじょ

 公助
こうじょ

 
 

 暮らしのニーズ 
（日常的な生活課題） 

身近な困り事、 

生活のしづらさ、苦労など 

福祉3計画 
 

・「高齢者福祉計画・介護保険事業計画」

・「障がい者計画・障がい福祉計画」 

・「次世代育成支援地域行動計画」 

 

 

「地域ぐるみ」 

福祉活動への支援

地
域
の 

生
活
課
題

「新たな支え合い」
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第２節 計画策定の背景 

１．国の流れ 

近年、少子・高齢化や核家族化といった社会全体の構造の変化により、家族の形や地域

の姿が変化しつつあります。これらの家族機能の変化や価値観の多様化などから、地域の

中の昔ながらの結びつきが弱まり、身近な市民同士のコミュニケーション不足が指摘され

ています。 

国では、このような地域の中の結びつきの弱体化に対応するため、「社会福祉基礎構造改

革」として、社会福祉事業や社会福祉法人、措置制度などの社会福祉に共通する基盤的制

度の見直しが行われました。 

この改革の中で、平成 12 年に「社会福祉事業法」が「社会福祉法」に改められ、市町村

が「地域福祉の推進」を基本理念とした地域福祉計画を策定するように規定されました。

その中で、これからの地域福祉は、特定の人に対するサービスではなく、身近な地域社会

で人々の生活課題の解決を図るものであるということが示されています。 

また、平成 19 年には厚生労働省より「要援護者に係る情報の把握・共有及び安否確認等

の円滑な実施について」の通知があり、要援護者の支援方策について市町村地域福祉計画

に盛り込む事項が示されました。 

さらに、平成 20 年の「これからの地域福祉のあり方に関する研究会（厚生労働省主催）」

による報告書において、地域における「新たな支え合い」の方向性が示されています。「新

たな支え合い」とは、公的サービスで対応しきれない地域における様々な生活課題を、そ

こに住む市民が主体となりお互いに支え合って対応していくこととしており、「新たな支え

合い」の視点を盛り込んだ地域福祉計画の策定が必要とされています。 

 

２．県の流れ 

国の流れを受け、県では社会福祉法第 108 条に規定する「都道府県地域福祉支援計画」

として、栃木県地域福祉支援計画（平成 17 年度～平成 21 年度）を策定し、市町村におけ

る地域福祉計画の策定を含めた地域福祉の推進を図っています。 

 

３．日光市の流れ 

市においては、合併後の日光市総合計画（平成 20 年度～平成 27 年度）において地域福

祉に関する施策の方向を打ち出しているほか、社会福祉協議会では第一次発展・強化プラ

ン（平成 19 年度～平成 23 年度）を策定するなど、地域福祉の取り組みを進めています。 
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第３節 計画の位置付け 

１．法的根拠 

地域福祉計画は、社会福祉法第 107 条の規定に基づく「市町村地域福祉計画」として位

置付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【社会福祉法（抜粋）】 

 

（地域福祉の推進） 

第４条 地域住民、社会福祉を目的とする事業を経営する者及び社会福祉に関する活動を行う者は、

相互に協力し、福祉サービスを必要とする地域住民が地域社会を構成する一員として日常生活を

営み、社会、経済、文化その他あらゆる分野の活動に参加する機会が与えられるように、地域福

祉の推進に努めなければならない。 

 

（市町村地域福祉計画） 

第 107 条 市町村は、地方自治法第２条第４項の基本構想に則し、地域福祉の推進に関する事項と

して次に掲げる事項を一体的に定める計画（以下「市町村地域福祉計画」という。）を策定し、又

は変更しようとするときは、あらかじめ、住民、社会福祉を目的とする事業を経営する者その他

社会福祉に関する活動を行う者の意見を反映させるために必要な措置を講ずるとともに、その内

容を公表するものとする。 

１ 地域における福祉サービスの適切な利用の推進に関する事項 

２ 地域における社会福祉を目的とする事業の健全な発達に関する事項 

３ 地域福祉に関する活動への住民の参加の促進に関する事項 
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２．他計画との整合 

地域福祉計画は市政運営の基本方針である、「日光市総合計画」の部門別計画としての性

格を持っています。 

高齢者、障がい者、児童等の福祉に関連する市の関連分野別計画と、県計画との整合や

連携を図りながら、これらの既存計画を包括する計画として、市民主体のまちづくりや市

民参画を促進し、市民の生活全般にわたる福祉向上を図ることを目標としています。 

また、地域福祉活動計画は社会福祉協議会が中心となって策定するものであり、第一次

発展・強化プランや、毎年度の事業計画書との整合を図るものです。 

 

■他計画との関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日光市地域福祉活動計画 

栃
木
県
地
域
福
祉
支
援
計
画 

日光市総合計画 

  
日
光
市
地
域
福
祉
計
画 

高齢者福祉計画・介護保険事業計画 

障がい者計画・障がい福祉計画 

次世代育成支援地域行動計画 

健康にっこう 21 計画 

その他関連計画 

理念・仕組み 

連携 

具体的な取り組み 

日光市社会福祉協議会

第一次発展・強化プラン 

事業計画書 

具体的な取り組み 

整合
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３．地域福祉計画と地域福祉活動計画の位置付け 

「日光市地域福祉計画」とは、地域の助け合いによるまちづくりを推進するため、地域

福祉を推進する上での基本的な方向性・理念を明らかにするものです。 

また、それらの理念や仕組みをもとに、具体的な実現に向けての活動内容を考える計画

が「日光市地域福祉活動計画」です。 

日光市においては、理念・仕組みづくりの「日光市地域福祉計画」と、それらを実現す

るための「日光市地域福祉活動計画」を、「日光市地域福祉計画及び地域福祉活動計画（以

下「本計画」という。）」として一体的に策定します。 

 

■「日光市地域福祉計画」と「日光市社会福祉協議会地域福祉活動計画」のとらえ方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第４節 計画の期間 

本計画の期間は、平成 22 年度から平成 27 年度までの 6 か年とします。なお、計画の進

捗状況や社会情勢の変化等に応じて、必要な見直しを行っていくものとします。 

 

第５節 計画の対象 

本計画の対象者は、これまでの個別計画のように特定の人だけではなく、日光市に住む

すべての市民となります。 

その中では、生活に支援を必要とする高齢者や障がい者、またその方のご家族、子育て

中の方などはもちろんのこと、年齢、性別、国籍などに関わりなく、地域に住むすべての

人が対象となります。 

 

市民や民間が主体の計画 

 

地域福祉を推進していくための計画 

 

日光市地域福祉計画 

日光市地域福祉活動計画 

理 念 仕組み 

具体的な取り組み 

連
携
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第２章 日光市の地域福祉を取り巻く現状と課題 

第１節 日光市の地域特性 

１．地理 

日光市は、栃木県の北西部の場所にあり、群馬県、福島県に

接し、東京から約 120km に位置しています。平成 18 年 3 月、今

市市、日光市、藤原町、足尾町、栗山村の 2 市 2 町 1 村の合併

により、面積約1,450km2で全国第3位の広大な市となりました。 

地形は市街地が多くある標高 200m 程の平坦地域から、2,000m

を超す山岳地域まで大きな起伏があり、総面積の約 87％が森林

となっており、多様で美しい自然環境が形成されています。北

部と南西部はほとんどが山岳地帯であり、総人口の 8 割以上が

市の南東部を中心とした地域に居住しています。 

地区は旧市町村ごとに分かれており、今市市についてはさらに 5 つの地区に分かれてい

ます。地理的要因も深く起因し、地区別の特色が豊かです。 

 

２．交通 

市域が広大である日光市において、交通手段の確保は生活の上で重要なものとなってい

ます。市内の交通機関を見ると、鉄道は、ＪＲ、東武鉄道、野岩鉄道、わたらせ渓谷鐵道

の計 4社 5路線が通っており、市内に 27 駅と、県内でも駅数の多い市となっています。 

バスは、市営のものが 16 路線、他市の市営バスが 2 路線、民間運営のものが 37 路線と

なっています。また、隣接している宇都宮市からは日光宇都宮道路及び日光街道で結ばれ

ています。 

古くからの観光の名所である日光地域や市の中心地区である今市地域へのアクセスは良

好ですが、幹線道路や鉄道駅から離れると交通手段が少なく、広い市域の中で日常生活の

不便さが地区によって存在します。 
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３．産業・居住生活 

産業別就業人口を見ると、日光市全体では第 3 次産業が 65.3％と最も多く、県に比べ多

くなっています。最もウエイトを占めている第 3 次産業については、世界遺産である日光

の社寺や、鬼怒川・川治温泉などの観光産業が盛んであり、日光地域、藤原地域、栗山地

域において多くなっています。また、今市地域では第 1 次産業が他地域に比べ 2 倍近く多

いなど、地域差が見られます。 

 

■産業別就業人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連施設の状況を見ると、人口規模や密度、人口構造などを反映して病院や福祉施設は今

市地域や日光地域に集中しています。 

 

■関連施設等の状況                          （箇所） 

 今市地域 日光地域 藤原地域 足尾地域 栗山地域 日光市 

① 保健・福祉センター 1 1 2 1 1 6

② 公民館 6 4 2 1 3 16

③ 幼稚園・保育園 14 8 6 1 2 31

④ 小学校 13 7 4 1 3 28

⑤ 中学校 6 4 3 1 3 17

⑥ 高校 2 1 0 0 0 3

⑦ 警察署 8 10 4 1 2 25

⑧ 都市公園 24 17 9 0 0 50

⑨ 医療機関 60 23 10 4 5 102

資料：国勢調査（平成 17 年） 

資料：市データ（平成 21 年 4月） 
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第２節 統計から見る現状 

１．人口・世帯の状況 

総人口は年々減少傾向にあり、平成 16 年から平成 20 年にかけて 4,000 人以上の減とな

っています。人口 3 区分を見ると、0～64 歳は減少しているのに対し、65 歳以上の高齢者

は若干の増加となっており、少子高齢化の進行がうかがえます。 

 

■人口 3区分の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口構成について地域別で見ると、今市地域では年少人口の割合が県平均（13.8％、栃

木県毎月人口調査報告書、平成 20 年 10 月 1 日現在）とほぼ同じですが、その他の地域で

は概ね高齢化率が高く、特に足尾地域では高齢化率が 40％を超えており、地域差が出てい

ます。 

 

■人口 3区分の比較 

 

 

 

 

 

資料：栃木県「栃木県毎月人口調査報告書」（各年 10 月） 

資料：住民基本台帳（平成 21 年 4月）

12,774 12,243 11,930 11,595 11,221

60,134 58,784 57,591 56,689 55,599

22,750 23,200 23,573 24,006 24,401

95,658 94,227 93,094 92,290 91,221

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年

（人）

0～14歳 15～64歳 65歳以上

13.3 10.1 9.5

63.5
57.5 59.2

46.9
56.9

23.2
32.4 31.3

47.0
35.6

6.1 7.50

20

40

60

80

100

今市地域 日光地域 藤原地域 足尾地域 栗山地域

（％）

0～14歳 15～64歳 65歳以上
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1 世帯あたり人員の推移を見ると、昭和 55 年以降減少傾向にあり、平成 21 年では 2.56

人と 3人を下回っており、核家族化の進行がうかがえます。 

 

■1世帯あたり人員の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 世帯あたり人員について地域別で見ると、今市地域では 2.76 人と最も多くなっていま

すが、最も少ない足尾地域の 1.82 人と約 1 人の開きが出ています。 

 

■1世帯あたり人員の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.37
2.87 2.79

2.56

0

1

2

3

4

5

昭和55年 平成13年 平成17年 平成21年

（人）

資料：市データ（各年 10 月） 

資料：住民基本台帳（平成 21 年 4月）

2.76

2.44
2.20

1.82

2.40

0.00

1.00

2.00

3.00

今市地域 日光地域 藤原地域 足尾地域 栗山地域

（人）
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２．子どもを取り巻く状況 

児童数の推移を見ると、いずれの区分においても近年減少しており、児童数全体では平

成 17 年の 15,869 人から平成 21 年の 14,027 人と約 1,800 人の減少となっています。 

 

■児童数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口 1,000 人あたりの出生率を見ると、日光市は、国や栃木県の平均を大きく下回って

推移しており、平成 20 年は 7.0 人となっています。 

 

■出生率の推移 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳及び外国人人口（各年4月） 

資料：人口動態総覧 

4,386 4,275 4,108 3,970 3,848

5,346 5,152 4,958 4,852 4,675

2,935 2,905 2,834 2,753 2,644

3,202 3,089 2,968 2,900 2,860

15,421 14,868 14,475 14,027

 15,869

-

4,000

8,000

12,000

16,000

20,000

平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

（人）

0～5歳 6～11歳 12～14歳 15～17歳

8.8
8.4

8.7 8.6 8.7

9.0
8.7

8.9
8.7 8.7

6.9 6.9
7.2

6.8
7.0

6

8

10

平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年

（人／1,000人あたり）

国 栃木県 日光市
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３．高齢者を取り巻く状況 

日光市の高齢化率は平成 20 年で 26.7％と約 4 人に 1 人が高齢者であり、国、栃木県と

比較しても、高齢化率が高い状況となっています。平成 16 年から平成 20 年にかけて約 3％

増えており、年々増加傾向にあります。 

 

■高齢化率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者世帯の世帯構成の推移を見ると、平成 17 年では昭和 55 年にと比較すると、高齢

者単独世帯、高齢者夫婦世帯は約 2 倍に増加しています。 

 

■高齢者世帯の世帯構成の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.1

14.2

20.2

11.9

18.9

22.4

80.0

66.8

57.4

0 20 40 60 80 100

昭和55年

平成12年

平成17年

（％）

高齢者単独世帯 高齢者夫婦世帯 その他の高齢者世帯

資料：栃木県「栃木県毎月人口調査報告書」／総務省統計局 「人口推計年報/月報」（各年 10 月） 

（平成 16・17 年日光市データは合算・平成 17 年各データは国勢調査による数値） 

資料：国勢調査 

19.5
20.1

20.8
21.5 21.9

18.9 19.4 20.0 20.5 21.1

23.8
24.6

25.3
26.0

26.7

15

20

25

30

平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年

（％）

国 栃木県 日光市
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４．支援が必要な方の状況 

要支援・要介護認定率の推移を見ると、近年ほぼ横ばい状態であり、平成 21年では 13.8％

となっています。 

 

■要支援・要介護認定率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害者手帳所持者の推移を見ると、ほぼ横ばいで推移しています。種別では、身体障害

者手帳所持者が最も多く、次いで療育手帳所持者となっています。 

 

■障害者手帳所持者の推移 

 

 

 

 

 

 

資料：市データ（平成 21 年 4月） 

資料：市データ（各年 4月） 

13.4 13.4
14.0 13.8

8

11

14

平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

（％）

3,824 3,811 3,872 3,891

541 558 587 598
258 272 281 280

4,623 4,641 4,740 4,769

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

（人）

身体障害者手帳所持者 療育手帳所持者 精神障害者手帳所持者
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第３節 各種調査結果から見る現状 

１．アンケート調査結果 

（１）調査概要 

調査地域  ：日光市全域 

調査対象者 ：日光市に住んでいる 20 歳以上から無作為に 3,000 人を抽出 

調査期間  ：平成 21 年 3 月 5 日～平成 21 年 3 月 18 日まで 

調査方法  ：調査票による記入方式、郵送配布・郵送回収による郵送調査方法 

回収結果 

 

 

（２）家族構成 

家族構成を見ると、「親と子の 2 世代世帯」が約 4割と多く、次いで「夫婦のみの世帯」、

「親と子と孫の 3世代世帯」となっています。 

年代別に見ると、「ひとり暮らし世帯」や「夫婦のみの世帯」は、60 代以上において

多くなっており、高齢者のみの世帯が多くあることが予測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査対象者数 有効回収数 有効回収率 

3,000 1,459 48.6％ 

■家族構成 (単数回答) n=1,459

9.4

25.7

39.5

18.2

4.5

2.6

0 10 20 30 40 50

ひとり暮らし世帯

夫婦のみの世帯

親と子の２世代世帯

親と子と孫の３世代世帯

その他

無回答

（％）

■家族構成 × 　年代

7.2

5.8

8.7

16.4

12.9

5.3

13.2

9.0

19.5

38.1

39.0

31.9

51.8

61.2

54.2

45.1

36.6

24.4

26.7

13.2

25.9

21.3

9.3

5.8

3.6

6.9

5.8

6.6

7.0

22.4

17.8

32.5
2.6

3.4

2.1

0.9

1.4

1.5

0.3

2.6

0 20 40 60 80 100

20代(n=114)

30代(n=121)

40代(n=166)

50代(n=277)

60代(n=344)

70代(n=287)

80代以上(n=116)

（％）

ひとり暮らし世帯 夫婦のみの世帯

親と子の２世代世帯 親と子と孫の３世代世帯
その他 無回答
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（３）地域について 

回答者が考える「地域」の範囲は、「自治会」が約 3割と最も多く、次いで「旧市町村」

と「日光市全地域」がいずれも 2割弱となっています。 

年代別に見ると、「自治会」は 20 代以外の年代で 3 割以上の回答があり、最も多い回

答となっています。20 代では「旧市町村」が他の年代に比べ多くなっています。また、

「隣近所」という回答は 70 代以上では 2割以上と、年代によって「地域」の範囲のとら

え方が異なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「地域」の範囲 (単数回答) n=1,459

32.6

18.9

17.8

13.7

6.3

4.4

1.0

5.3

0 10 20 30 40

自治会

旧市町村

日光市全地域

隣近所

小学校区

中学校区

その他

無回答

（％）

■　「地域」の範囲 × 年代

6.1

10.7

6.6

7.2

11.6

26.1

25.0

24.6

32.2

34.3

32.1

35.8

31.0

33.6

10.5

11.6

10.2

8.3

4.1

9.6

6.6

9.0

5.4

32.5

14.0

18.7

23.5

18.9

13.2

14.7

14.9

21.5

19.9

19.9

20.9

13.2

10.3

10.1

12.9
1.7

3.1

2.0

1.7

1.7

1.4

0.6

1.1

0.6

1.7

1.8

1.7

0.6

2.5

6.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

20代(n=114)

30代(n=121)

40代(n=166)

50代(n=277)

60代(n=344)

70代(n=287)

80代以上(n=116)

（％）

隣近所 自治会 小学校区 中学校区

旧市町村 日光市全地域 その他 無回答
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地域への愛着については、「ある（「大いにある」と「ある程度ある」の合算）」が約 7

割を占めています。「ない（「あまりない」と「全くない」の合算）」については 1割未満

となっています。 

年代別に見ると、年代が上がるほど「大いにある」との回答が多くなり、70 代以上で

は 3 割以上となっています。一方、「あまりない」は 30 代、40 代で多く、「全くない」

は 20 代の回答が多くなっており、若い年代ほど地域への愛着が薄い傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地域への愛着 (単数回答) n=1,459

ある
69.5%

どちらともいえな
い

14.8%

ない
8.6%

無回答
7.1%

■地域への愛着 × 年代

18.4

14.0

13.3

23.5

25.9

35.2

35.3

44.7

47.1

51.2

44.8

44.5

43.6

31.0

20.2

20.7

19.3

17.7

13.7

9.8

6.9

6.1

14.9

12.0

9.0

5.2

4.5

6.1

9.9

6.3

22.4
4.3

0.7

1.7

0.9

0.7

0.6

4.4

4.3

3.6

1.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

20代(n=114)

30代(n=121)

40代(n=166)

50代(n=277)

60代(n=344)

70代(n=287)

80代以上(n=116)

（％）

大いにある ある程度ある どちらともいえない

あまりない 全くない 無回答
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（４）近所付き合いや地域の助け合いについて 

ふだんの近所付き合いについては、「たまに立ち話をする程度」と、「会えばあいさつ

をかわす程度」が多くなっています。「付き合いがほとんどない」との回答は 4.1％と少

なくなっていますが、「常日ごろから、家族ぐるみの付き合いがある」というような親密

な付き合いをしているとの回答も約 1割程度と少なくなっています。 

また、年代別に見ると、20 代、30 代では「付き合いがほとんどない」が約 1 割と他の

年代に比べ多くなっています。また、年代が上がるほど、より親密な付き合いをしてい

るとの回答が多く、隣近所との交流を持っていることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ふだんの近所付き合い (単数回答) n=1,459

27.8

26.3

16.0

9.9

9.6

4.1

0.5

5.8

0 10 20 30

たまに立ち話をする程度

会えばあいさつをかわす程度

一緒にお茶を飲んだり、留守をするときに声をかけあう

困っているとき（病気、悩み、事故など）に、
相談をしたり、助け合ったりする

常日ごろから、家族ぐるみの付き合いがある

付き合いがほとんどない

その他

無回答

（％）

■ふだんの近所付き合い × 年代

4.4

6.6

5.4

9.0

10.5

13.6

11.2

6.1

5.8

6.6

9.4

9.0

13.9

14.7

4.4

4.1

9.6

14.1

18.9

23.0

26.7

14.9

20.7

30.1

35.4

31.1

25.4

23.3

58.8

46.3

37.3

26.4

18.3

13.6

13.8

10.5

13.2

5.4

1.4

2.6

2.6

2.5

1.0

0.9

1.2

0.9

3.3

4.2

3.2

8.7

8.0

7.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

20代(n=114)

30代(n=121)

40代(n=166)

50代(n=277)

60代(n=344)

70代(n=287)

80代以上(n=116)

（％）

常日ごろから、家族ぐるみの付き合いがある
困っているとき（病気、悩み、事故など）に、相談をしたり、助け合ったりする
一緒にお茶を飲んだり、留守をするときに声をかけあう
たまに立ち話をする程度
会えばあいさつをかわす程度
付き合いがほとんどない
その他
無回答
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地域の中の問題点や不足しているものとしては、「緊急時の対応体制がわからない」が

3 割近く、次いで「隣近所との交流が少ない」、「世代間の交流が少ない」、「道ばたのご

みが増えた」が 2割以上と続いています。 

 

 
■地域の中の問題点や不足しているもの (複数回答) n=1,459

28.1

24.3

23.4

22.9

19.4

17.3

14.5

14.1

10.0

9.5

8.2

4.0

2.6

5.1

12.3

0 10 20 30

緊急時の対応体制がわからない

隣近所との交流が少ない

世代間の交流が少ない

道ばたのごみが増えた

交通マナーの乱れ

地域の中で気軽に集まれる場が少ない

地域の活動が不活発である

あいさつをしない人が多い

犯罪の増加

障がい者に対する理解が不足している

健康に対する意識が低い

地域での子どもの見守りがなされていない

子どもや高齢者、障がい者に対する
虐待を見たり聞いたりする

その他

無回答

（％）
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市民が取り組むべき課題や問題点としては、「高齢者世帯の生活支援」、「防犯や防災な

ど地域の安全を守ること」、「高齢者の社会参加や生きがいづくり」が 3 割を超え多くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地域住民が取り組むべき課題や問題点 (複数回答) n=1,459

37.6

37.4

36.7

22.9

20.4

16.9

14.1

12.9

11.0

9.9

4.2

12.1

1.6

5.1

0 10 20 30 40

高齢者世帯の生活支援

防犯や防災など地域の安全を守ること

高齢者の社会参加や生きがいづくり

青少年の健全育成

生活習慣病予防など健康づくりへの取り組み

共働き家庭の子育て支援

障がいのある人への生活支援

障がいのある人の社会参加や生きがいづくり

母子家庭や父子家庭の子育て支援

乳幼児期の子育て支援

子どもや高齢者、障がいのある人などへの虐待対策

特にない

その他

無回答

（％）
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困っている家庭にできる手助けとしては、「安否確認の声かけ」が半数を超え最も多く、

次いで「緊急時の手助け」が約 4割と、安全・安心に関する回答が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■困っている家庭にできる手助け (複数回答) n=1,459

56.1

43.9

22.6

19.1

17.6

14.5

13.3

9.3

8.6

6.2

6.0

8.1

2.6

4.0

0 10 20 30 40 50 60

安否確認の声かけ

緊急時の手助け

ごみ出し

買い物の手伝い

家の前などの掃除

子どもの通学路の見守り

趣味などの話し相手

外出の手助け

短時間の子どもの預かり

子どもの送り迎え

高齢者等の介護

特にない

その他

無回答

（％）
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福祉と税負担の関係については、「負担は現状程度にして、市民や民間の協力により福

祉の充実を図るべきである」が 47.8％と約半数を占めており、次いで「福祉の充実のた

めに、負担が増えるのはやむを得ない」が 32.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災に対する日ごろからの取り組みや、災害などの緊急時の対応については、「地域の

防災訓練への参加」、「自主防災組織への加入」では「はい」が 1 割程度と少なくなって

います。 

また、「緊急時に手助けが必要」との回答は 3 割近くありますが、「緊急時に手助けが

できるか」については 4 割以上が「はい」という回答となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■福祉と税負担の関係について (単数回答) n=1,459

3.3

32.9

47.8

7.5

4.1

4.3

0 10 20 30 40 50 60

福祉の充実のために、
負担が増えるのは当然だと思う

福祉の充実のために、
負担が増えるのはやむを得ない

負担は現状程度にして、市民や民間の協力により
福祉の充実を図るべきである

負担が増えるのなら、今以上に
福祉の充実を図る必要はない

その他

無回答

（％）

■防災に対する日ごろからの取り組みや、災害などの緊急時の対応について (単数回答) n=1,459

12.9

13.6

28.3

42.7

69.5

68.8

51.0

19.9

10.3

9.0

12.4

29.9

7.3

8.6

8.3

7.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

地域の防災訓練に参加しているか

自主防災組織の加入の有無

緊急時に手助けが必要か

緊急時に手助けができるか

（％）

はい いいえ わからない 無回答
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（５）地域活動やボランティアについて 

地域活動やボランティア活動などの状況については、「取り組んだことはない」が最も

多くなっています。「現在、継続的に取り組んでいる」と「たまに、取り組むことがある」

を合わせると、約 3 割は取り組んでいるとの回答となっています。 

また、年代別に見ると、「現在、継続的に取り組んでいる」と「たまに、取り組むこと

がある」は 40 代から 60 代にかけて多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地域活動やボランティア活動などの状況 (単数回答) n=1,459

15.1

12.8

20.0

35.2

10.5

6.3

0 10 20 30 40

現在、継続的に取り組んでいる

たまに、取り組むことがある

取り組んだことはあるが、
現在はほとんどしていない

取り組んだことはない

取り組むことができない

無回答

（％）

■地域活動やボランティア活動などの状況 × 年代

4.4

8.3

17.5

21.3

18.6

14.6

4.3

7.0

8.3

16.3

15.9

13.4

13.6

6.9

18.4

17.4

16.9

19.1

19.2

23.0

22.4

56.1

47.1

36.1

32.5

35.5

28.9

28.4

9.6

15.7

9.6

7.2

8.1

11.1

21.6

4.4

3.3

3.6

4.0

16.4

8.7

5.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

20代(n=114)

30代(n=121)

40代(n=166)

50代(n=277)

60代(n=344)

70代(n=287)

80代以上(n=116)

（％）

現在、継続的に取り組んでいる

たまに、取り組むことがある

取り組んだことはあるが、現在はほとんどしていない

取り組んだことはない

取り組むことができない

無回答



 

 22

活動していない・活動できない理由としては、「勤務などの都合で機会がない」が約 3

割と最も多く、次いで「時間がない」、「参加方法がわからない」、「体調がすぐれない」

がそれぞれ 2 割以上となっています。 

年代別に見ると、20 代では「時間がない」、「参加方法がわからない」が多くなってい

ます。一方、70 代以上では「体調がすぐれない」が 4 割以上と多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■活動していない・活動できない理由 × 年代

単位（％）

自
治
会
等
の
組
織
に

入

っ
て
い
な
い

勤
務
な
ど
の
都
合
で

機
会
が
な
い

参
加
方
法
が

わ
か
ら
な
い

時
間
が
な
い

興
味
が
な
い

経
済
的
な
負
担
が

大
き
い

家
族
の
理
解
が

得
ら
れ
な
い

体
調
が
す
ぐ
れ
な
い

一
緒
に
活
動
す
る

仲
間
が
い
な
い

わ
ず
ら
わ
し
い

そ
の
他

無
回
答

20代(n=75) 22.7 38.7 40.0 46.7 20.0 12.0 0.0 4.0 26.7 9.3 2.7 2.7
30代(n=76) 17.1 46.1 22.4 39.5 11.8 6.6 0.0 7.9 9.2 5.3 5.3 3.9
40代(n=76) 7.9 60.5 17.1 23.7 9.2 14.5 2.6 13.2 13.2 5.3 2.6 0.0
50代(n=110) 15.5 40.9 22.7 29.1 9.1 6.4 0.9 11.8 13.6 10.0 4.5 5.5
60代(n=150) 9.3 34.7 24.7 27.3 4.0 2.7 0.0 17.3 20.7 5.3 3.3 5.3
70代(n=115) 10.4 6.1 10.4 5.2 3.5 2.6 0.0 43.5 8.7 6.1 7.0 16.5
80代以上(n=58) 6.9 0.0 1.7 1.7 3.4 0.0 0.0 46.6 12.1 5.2 20.7 10.3

■活動していない・活動できない理由 (複数回答) n=667

32.2

24.4

20.7

20.5

15.1

12.4

8.1

6.6

5.8

0.4

5.7

6.7

0 10 20 30 40

勤務などの都合で機会がない

時間がない

参加方法がわからない

体調がすぐれない

一緒に活動する仲間がいない

自治会等の組織に入っていない

興味がない

わずらわしい

経済的な負担が大きい

家族の理解が得られない

その他

無回答

（％）
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（６）福祉サービスなどについて 

福祉サービスの情報の入手度については、「十分入手できている」は 2.7％と非常に少

なく、「ほとんど入手できていない」と、「十分ではないが、入手できている」がともに

3 割程度となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健福祉サービスについては、「とても充実している」と「まあまあ充実している」を

合わせると約半数以上が『充実している』と回答しています。一方、「あまり充実してい

ない」と「充実していない」を合わせた約 3割は『充実していない』と回答しています。 

 

 
■日光市の保健福祉サービスについて (単数回答)n=1,459

充実していない
5.4%

無回答
16.0%

あまり
充実していない

27.7%

まあまあ
充実している

46.4%

とても
充実している

4.5%

■福祉サービスの情報の入手度 (単数回答)　n=1,459

今のところ情報を
得る必要がない

20.0%

無回答
13.6%

ほとんど入手
できていない

31.9%

十分ではないが、
入手できている

31.7%

十分
入手できている

2.7%
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（７）社会福祉協議会について 

社会福祉協議会については、「福祉を推進する民間の社会福祉法人」との回答は 2 割以

下にとどまっています。「聞いたことはあるが何をやっているのかがわからない」や「聞

いたことがない」、「わからない」を合わせると、4 割近くがわからないという現状です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉協議会の活動支援として今後充実してほしいものは、「誰もが安心して在宅で

生活するための福祉サービスの充実」と、「気軽に相談できる福祉総合相談の充実」がい

ずれも約半数となっています。 

 

 

■社会福祉協議会について (単数回答) n=1,459

19.6

5.0

2.2

27.7

21.7

4.6

12.0

0.2

7.0

0 10 20 30

福祉を推進する民間の社会福祉法人

福祉ボランティア団体のひとつ

福祉サービスを提供する民間企業

市役所の機関のひとつ

聞いたことはあるが何をやっているのかがわからない

聞いたことがない

わからない

その他

無回答

（％）

■社会福祉協議会の活動支援として今後充実してほしいもの　(複数回答) n=1,459

52.9

48.5

27.9

22.8

19.0

18.4

16.0

11.9

4.5

1.2

6.7

0 10 20 30 40 50 60

誰もが安心して在宅で生活するための
福祉サービスの充実

気軽に相談できる福祉総合相談の充実

隣近所や町内会など、地域における
住民同士の交流活動への支援

住民による見守りや支え合い活動への支援

地域住民への福祉に関する普及啓発

広報紙やインターネットなどによる
福祉に関する情報発信の充実

ボランティア活動の参加促進と支援

学校における福祉体験学習の推進

特にない

その他

無回答

（％）
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２．ワークショップ結果 

（１）ワークショップ実施概要 

対象 ：市内 9地区、各 10 名程度 

期間 ：平成 20 年 9 月～平成 21 年 6 月 

回数 ：合同会議 1 回、オリエンテーション 1 回、ワークショップ 3 回 

■ワークショップ概要 

第
1
回 

3 地域ごとに実施 グループ分け（地区）（今市 5 地区、日光・足尾地域、藤原・栗山地域） 

○地域の課題や資源を洗い出し、確認しあう 

・身近な地域、生活上の問題点や課題、福祉課題、地域資源について話し合い、それぞれの地

域の現状を洗い出し確認しあう。 

・出てきた課題をテーマに分類していく。 

・分類して方向性が見えてきたら、地区ごとに重点課題について話し合う。 

第
2
回 

3 地域ごとに実施 グループ分け（地区） 

○課題解決のためにできることを考える 

・重点課題を解決するための方策を考える。 

・課題解決のためにどのようなことができるか、地区の目標に向けてどのような活動を行えばよい

かといった、活動のアイデアを出しあう。 

・活動の役割を個人（自助）、地域（互助・共助）、行政（公助）で分類していく。 

○地区の目標テーマを立てる 

・活動のアイデアを自助、互助・共助、公助で出しあったら、特に共助（地域）でできる活動につい

て、掘り下げていく。 

・実際に自分の地域で実行に移すことを考えながら検討していく。 

第
3
回 

全地区合同で実施 

○まとめと発表 

・グループごとの最終的なまとめ 

・グループごとにワークショップの検討内容、決定した地区の目標テーマを発表する。 

 

（２）地域活動・交流について 

良い点としては、祭りなどの昔ながらの行事やイベントが行われており交流の機会が

あること、地区によっては隣近所との付き合いが深く助け合いの体制が醸成されており

地域力があるという意見があげられています。また、独居高齢者など地域の中で心配な

人への見守りやごみ出しの協力、地域の八百屋による食材の調達などが行われていると

いう事例も見られます。 

しかし、近所付き合いが活発であるのは昔からの結びつきが強い地区に限定されがち

で、若い世代や新規転入者、共稼ぎの世帯等を中心として自治会にも入らず、地域活動

に参加する人が減ってきているとの課題があげられています。特に、近年では個人情報

保護意識の高揚により、地域に住んでいる人の顔が見えず近所付き合いが希薄になって

おり、災害時の対応への心配も出ています。また、音頭を取る人や役員になる人が少な

く、地域活動のリーダー及び担い手が不足しているとの指摘もあります。 
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（３）交流場所・施設について 

良い点としては、祭りなどの伝統行事が残っていることが地域で集まる交流の場とし

て活躍しているという意見が見られます。 

しかし、多くは地域の中で気軽に集まることができるサロンなどの交流の場がないと

いう意見が多くあり、自治会館や公民館があっても現状では有効活用されていないので

はとの意見があげられています。また、障がい者が利用できる施設がないという意見や、

地区によっては商店やコンビニエンスストアがなく不便というような施設に関する個々

のニーズがあげられています。 

 

（４）子ども関係について 

良い点としては、子どもが積極的にあいさつをしてくれるという意見があげられ、地

区によっては若い世代や子どもが多いという声も見られます。 

しかし、全体としては少子化が進行しており、子ども数減少のため行事が行えなくな

ったり親同士の親睦が図りづらいという弊害も見られます。最も多かった意見は、子ど

もだけで外で安全・安心して遊べる場所がないという意見で、放課後や長期休暇中に遊

べる公園や施設がほしいという要望が多くあげられています。また、登下校の地域での

見守り体制については、地区によりばらつきがあり、スクールガードについても風化し

てきているのではという指摘もあります。 

 

（５）高齢者関係について 

多くの地区で高齢化が進み、独居高齢者が増えてきており、日常生活での家事や買い

物、ごみだし、雪かきなどの不便さや緊急時の対応を含め心配であるという意見が多く

あげられています。また、高齢者の介護をしている場合家族への支援や、各種サービス

の充実などへの要望があげられています。さらに、高齢者が楽しむ場がほしいという意

見や、ニュースポーツを普及してほしいという意見、長寿会の新規会員や役員になる人

が少ないという課題など、高齢者の活動に関する意見がいくつか見られます。 

 

（６）障がい者関係について 

良い点としては、地区によっては障がい者との交流会を行っているという事例があげ

られています。 

一方で、多くの人は近所に障がい者がいるかどうかがまずわからない、知っていても

接し方がわからないという意見があげられています。また、障がい者側の立場として、

バリアフリーの施設が少なく市内の施設が使いづらいということや施設が少ないこと、

地域で孤立化していることなど、様々な支援が必要な状況についてだされています。 
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（７）道路・交通について 

良い点としては、地区によっては、バスや鉄道の利便性が良いという意見が見られま

す。 

一方で、駅や幹線道路から遠い地区に住んでいる人からは、公共交通手段が少ないた

め不便であるという意見が多くあげられています。特に、高齢者など自家用車が運転で

きない人などは市営バスの本数や運行ルートも悪く生活に不便であるという意見があげ

られています。また、道路が狭かったり街路灯がなかったり通学路に歩道がない場所が

あり、道路について不安があるという意見があげられています。 

 

（８）自然・環境について 

良い点としては、森林やおいしい水など自然が豊かであり、気候も比較的温暖で過ご

しやすいという意見があげられています。 

しかし、猿などによる農産物の被害が大変ということや、ごみのポイ捨てなどがある

という現状があげられています。また、自然や温泉等の観光資源がたくさんあるにも関

わらず宣伝が効果的にできていないのではという指摘があります。 

 

（９）生活環境について 

街灯設備が少ないことや地区によっては休館中のホテルが目立つなど、日常生活の安

全・安心面での心配や、災害発生時の連絡方法などが不明ということ、地区によっては

病院がないことや緊急対応ができないこと、日常生活用品を購入できる場所や娯楽施設

が少ないということ、携帯電話やテレビの電波が入らない地区があり不便であるという

ことなど、日常生活の環境での不便さについて様々な現状があげられています。 
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３．ヒアリング調査結果 

（１）調査概要 

①アンケート調査 

調査対象  ：日光市で活動している団体 

調査期間  ：平成 21 年 6 月 1 日～平成 21 年 6 月 12 日まで 

調査方法  ：調査票による記入方式、郵送配布・郵送回収による郵送調査方法 

 

 

 

②ヒアリング調査 

調査対象  ：児童分野 2団体、高齢者分野 2 団体、障がい者分野 1 団体、 

ボランティア分野 1 団体の計 6 団体 

調査期間  ：平成 21 年 8 月 4 日～平成 21 年 8 月 5 日 

調査方法  ：直接聞き取り 

 

（２）他団体の交流状況 

他団体との交流状況は、「ボランティア・ボランティア団体」と「保育園（所）・幼稚

園」が最も多くなっています。自治会等の地域の他団体との交流が盛んな団体がある一

方、子ども関係の団体と高齢者関係の団体の交流など、異世代間の団体での交流が必要

という声もあげられています。 

 

 

調査対象者数 有効回収数 有効回収率 

33 20 60.6％ 

■他団体との交流状況（複数回答）　 n=13

38.5

23.1

30.8

23.1

15.4

0.0

38.5

69.2

38.5

0.0

61.5

46.2

7.7

15.4

0.0

53.8

0 20 40 60 80

自治会

地区公民館

老人クラブ・老人会

高齢者福祉施設

障害者福祉施設

母子福祉施設

社会福祉協議会

ボランティア・ボランティア団体

ＮＰＯ

商店会や商店街

保育園（所）・幼稚園

小・中学校

保護者会・ＰＴＡ

その他

特に関係はない

無回答

（％）
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（３）地域活動活性化のために必要なこと 

「活動に関する情報提供」が最も多く、次いで「活動の担い手となる人材の育成」、「個

人で気軽に参加できる仕組みづくり」となっています。聞き取りの中では、団体同士の

交流機会や市からの情報提供を望むという声があげられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）サービスの充実度について 

行政及び民間の福祉サービスの量の充足状況については、「充足している」と「どちら

かといえば充足している」を合わせた『充足している』は 40.0％で、「どちらかといえ

ば充足していない」と「充足していない」を合わせた『充足していない』は 55.0％と充

足していないとの意見の方が上回っています。 

 

 

■地域活動を活性化するために必要なこと（複数回答） n=20

50.0

30.0

15.0

15.0

15.0

30.0

20.0

25.0

20.0

10.0

10.0

10.0

10.0

0 10 20 30 40 50 60

活動に関する情報提供

活動の担い手となる人材の育成

活動資金確保に向けた支援の充実 

活動に関する相談窓口の充実

人材登録制度の充実

個人で気軽に参加できる仕組みづくり

地域活動(交流)拠点の提供

団体間の交流の場の確保

活動に対するニーズの把握

講演会などのイベント開催

その他

特にない

無回答

（％）

■サービスが充足していると感じるか（単数回答） n=20

10.0

30.0

25.0

30.0

5.0

0 10 20 30 40

充足している

どちらかといえば充足している

どちらかといえば充足していない

充足していない

無回答

（％）
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４．親子アンケート調査結果 

（１）調査概要 

調査地域  ：日光市全域 

調査対象者 ：日光市に住んでいる小学 4～6 年生の子ども及びその保護者から無

作為に 180 世帯を抽出 

調査期間  ：平成 21 年 8 月 19 日～平成 21 年 9 月 4 日まで 

調査方法  ：調査票による記入方式、郵送配布・郵送回収による郵送調査方法 

回収結果 

調査対象者数 有効回収数 有効回収率 

180 世帯 58 世帯 32.2％ 

 

（２）地域との関わり 

地域との関わりについては、「子ども同士での交流がある」が 41.4％、「多様な世代と

の交流がある」が 39.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）ボランティア･地域活動の参加状況 

ボランティアへは、児童調査では「参加しない」が 65.5％と多くなっていますが、保

護者調査における地域活動の参加状況は、「よく参加する」と「ときどき参加する」を合

わせると約 6 割が参加しています。 

 

 

 

 

 

■ボランティアへの参加 (単数回答)　n=58【児童】

8.6

24.1

65.5

1.7

0 20 40 60 80

よく参加する

ときどき参加する

参加しない

無回答

（％）

■地域活動の参加状況 (単数回答)　n=58【保護者】

29.3

32.8

36.2

1.7

0 10 20 30 40

よく参加する

ときどき参加する

参加しない

無回答

（％）

■地域との関わり (単数回答)　n=58【保護者】

39.7

41.4

17.2

1.7

0.0

0 10 20 30 40 50

多様な世代との交流がある

子ども同士での交流がある

ほとんど交流がない

わからない

無回答

（％）
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（４）登下校について 

登下校の安全については、「特に問題はないと感じる」が最も多く、次いで「不安があ

るため、市と地域で連携してほしい」が約 3 割となっています。児童調査では、歩道が

ない道が歩いていて危険ということや、家の近くなどでは最後は一人きりになってしま

うので不安ということがあげられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）遊び場について 

下校後の過ごし方としては、「家の中で遊ぶ」、「スポーツ少年団・クラブ活動をする」、

「友達と外で遊んでから帰る」の順となっています。保護者調査では、公園や広場など

安心できる遊び場が少ないという意見があげられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■下校後の過ごし方 (単数回答)　n=58【児童】

19.0

20.7

13.8

25.9

5.2

8.6

6.9

0 10 20 30

友達と外で遊んでから帰る

スポーツ少年団・クラブ活動をする

児童館・学童保育に行く

家の中で遊ぶ

じゅくに行く

その他

無回答

（％）

■登下校の安全 (単数回答)　n=58【保護者】

63.8

3.4

32.8

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70

特に問題はないと感じる

不安があるため、市で何とかしてほしい

不安があるため、市と地域で連携してほしい

不安があるため、地域の人たちで何とかしてほしい

無回答

（％）
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第４節 地域福祉をめぐる課題 

１．地域を担う人づくり 

地域福祉を推進する上で、地域に住む市民の方々の協力は必要不可欠となっています。

現在、自治会に加入しない人が増えるなど地域活動やボランティア活動に取り組んでいる

人は少なく、率先して役員などを引き受ける人も少なくなっています。そのため、地域を

担う人づくりを進めることが求められています。 

 

２．支え合いのネットワークづくり 

地域活動を推進し、暮らしやすい地域を形成するためには、市民同士の交流を活性化し、

様々な団体などが連携していくことが必要です。近所付き合いが希薄化してきている現在

では、日常生活における地域交流が少なく、緊急時の助け合いの体制などの不安があげら

れます。また、地域で活動する団体同士の交流も少なくなっています。そのため、地域交

流や見守りを行う支え合いのネットワークづくりが求められています。 

 

３．地域で生活しやすい環境づくり 

住み慣れた地域で生活していくためには、安心できる環境づくりが必要です。現在では

生活習慣病など健康への関心が高くなっており、自分や家族の健康に不安を抱える人が多

くなっています。また、日常生活の中での移動手段に不便を感じている人もいます。その

ため、地域で生活しやすい環境づくりが求められています。 

 

４．適切な福祉サービスの提供体制づくり 

家族や地域の力で解決できないことは、行政の福祉サービスを利用することも必要です。

しかし、福祉サービスに関する情報が行きわたっていないと感じる人や、福祉サービスが

充実していないと感じる人もいます。そのため、今後も適切な福祉サービスの提供体制を

さらに充実することが求められています。 

 

５．地区別の特徴を活かした活動 

市域が広く、地域別の生活環境や人口構成などが異なるため、地域福祉を進めていく上

では地区別の特徴を活かした活動の展開が求められています。 
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第３章 計画の目指す方向 

第１節 計画の基本理念 

日光市では、「四季の彩りに風薫るひかりの郷」を将来の都市像として定め、みんなが世

界に向かって誇れるまちを目指し、まちづくりを進めています。地域福祉に関しては、ま

ちづくりの基本施策の「健やかでひとにやさしい社会をつくる」の中で、「助け合いで笑顔

あふれるまちづくり」を施策の目標として進めています。また、日光市社会福祉協議会で

は、「誰もが安心して暮らすことのできる福祉のまちづくり」を推進することを使命として、

地域福祉を推進しています。 

このようなことから、市民一人ひとりが、それぞれ住み慣れた地域の中で、互いに支え

合い、助け合いながら生き生きと生活できるよう地域の福祉を推進するため、本計画の基

本理念は 

  

・ 「助け合いで笑顔あふれるまちづくり」 

・ 「誰もが安心して暮らすことのできる 

福祉のまちづくり」 

 

とします。 
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第２節 計画の基本目標 

１．地域を担う人づくり 

地域に住むすべての市民が地域福祉に関心を持ち、地域福祉の担い手となるよう、広報・

啓発活動や福祉教育の推進、リーダーの育成等を充実します。また、ボランティア・ＮＰ

Ｏなどの地域活動への参加促進や、地域活動に参加したくなるような仕組みづくりを進め

ます。 

 

２．支え合いのネットワークづくり 

人と人の支え合い・助け合いのある地域となるよう、地域交流を促進し、日常生活での

あいさつや声かけを行うなど地域ぐるみの見守り体制の構築や、緊急時に備えた防災訓練

等を行い支え合いの体制をつくります。また、関係組織間の連携を密にし、総合的に地域

福祉を推進します。 

 

３．地域で生活しやすい環境づくり 

市民の誰もが住み慣れた地域でいつまでも安心して生活できるよう、福祉・保健・医療

分野が連携し、生涯現役でいられるような健康づくりを推進します。また、外出支援やバ

リアフリー化を推進し、気軽に外出ができるよう環境づくりを進めます。 

 

４．適切な福祉サービスの提供体制づくり 

市民一人ひとりが安心感のある豊かな暮らしを送ることができるよう、福祉サービスに

関する情報提供や相談支援を行います。また、支援を必要としている人が必要な時に適切

なサービスを利用できるような体制をつくります。 
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第３節 施策の体系 

 

基本理念  基本目標  基本方針 取り組み 

 （１）広報・啓発活動の推進 37 ページ

 
１．地域福祉の啓発

（２）福祉教育の推進 39 ページ

 （１）ボランティアの育成 43 ページ

 

２．地域福祉の担い

手の育成と支援  （２）地域のリーダーの育成 46 ページ

 （１）自治会活動等の活性化 48 ページ

 （２）地区社会福祉協議会活動の促進 49 ページ

１  地 域

を 担 う 人

づくり 

 

３．地域福祉活動の

推進  
（３）ボランティア・ＮＰＯ団体等の支援 51 ページ

     

 （１）地域交流の機会の創出 54 ページ

 
１．地域交流の促進

（２）地域交流の場の提供 55 ページ

 （１）日常生活における防犯・見守り体制の構築 57 ページ

 

２．防犯・防災体制

の強化 （２）緊急時における防災体制の構築 59 ページ

２  支 え

合いのネ

ットワーク

づくり 

 ３．関係組織の連携 （１）関係組織の連携 62 ページ

     

 （１）健康づくりの支援 64 ページ

 
１．健康増進の推進

（２）介護予防の促進 65 ページ

 （１）外出支援の推進 67 ページ

３  地 域

で生活し

やすい環

境づくり  
２．移動環境の充実

（２）ユニバーサル化の推進 68 ページ

     

 （１）情報提供の充実 70 ページ

 

１．情報提供・相談

体制の充実 （２）相談支援体制の充実 71 ページ

 （１）利用者の権利擁護 74 ページ

 （２）福祉サービスの充実 76 ページ

 

２．福祉サービスの

充実 
（３）サービス事業者への支援 78 ページ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

助
け
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笑
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４  適 切

な福祉サ

ービスの

提供体制

づくり 

 
３．社会福祉協議会

の活動の活性化 
（１）社会福祉協議会の活動の活性化 80 ページ
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第４章 施策の展開 

基本目標１ 地域を担う人づくり 

１．地域福祉の啓発 

■ 現状と課題  

社会の変化や少子高齢化、核家族化の進行が進み、地域社会での交流が減ってきており、

思いやりやいたわりといった互いを思いあう心を育む機会が少なくなっています。地域福

祉を推進していくためには、市民の一人ひとりが地域への関心を高め、助け合い・支え合

いの心を持つことが必要です。 

平成 20 年度に実施した本計画策定に伴うアンケート調査（以下「アンケート調査」とい

う。）では、福祉について何らかの関心のある人は約 8 割と多くなっていますが、若い世代

ほど関心がない割合が増えています。また、地域への愛着のある人は約 7 割と 3 人に 2 人

以上となっています。 

平成 20 年度から平成 21 年度にかけて実施した本計画策定に伴う策定市民会議のワーク

ショップ（以下「ワークショップ」という。）では、近所付き合いが希薄化しており、地域

に住んでいる人の顔がわからないという声も出ています。 

市では、福祉や市民自治意識向上に関する啓発活動や、学校教育の場における福祉教育

の推進を行っています。今後は、さらにあらゆる世代を対象とした広報・啓発活動や学習

機会の提供・福祉教育を充実するなど、地域福祉の啓発をより行う必要があります。 

 

 

 

 

市民の声 

・ 個人プレイが多く、地域の連帯感が薄れつつある。 

・ 地域への関心がない人が増えてきている。 

・ ボランティア教育や、人を集める工夫が必要。 

・ 親を含め教育が必要。 

■取り組み 

（１）広報・啓発活動の推進 

（２）福祉教育の推進 
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（１）広報・啓発活動の推進 

■ 方向性  

地域福祉に関する情報の広報・啓発に努め、地域で支え合うための交流活動の大切さ

や地域での支え合い・助け合いの意識を高めます。 

 

■ 取り組み  

 

○各自が日常生活の中で、地域での出来事に関心を持つように心がけます。 

○各自が広報にっこうや回覧板に目を通すように心がけます。 

○市や団体からの情報を、周囲の人や情報が行きわたりにくい人にも伝え、地域の中

で情報を共有します。 

 

 

○広報にっこうやホームページを活用し、ボランティア活動や地域福祉活動のＰＲを

通じた広報・啓発をするとともに、地域福祉に関する情報提供を行います。 

○福祉をテーマとしたイベントや講演会などを実施し、福祉意識の高揚を図ります。 

○本計画のダイジェスト版や、地域福祉に関するパンフレット等の配布を行います。 

 

 

○市民の福祉やボランティア活動に対する理解促進のため、ボランティア活動や地域

福祉に関する様々な情報を、タイムリーでわかりやすく提供できるよう努めます。 

○福祉に関するイベントや講演会などのプログラムを実施し、福祉意識の高揚を図り

ます。 

社会福祉協議会が取り組むこと 

市が取り組むこと 

市民・地域が取り組むこと 
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情報提供活動の充実 

事業名 事業内容 

定期的に広報誌を発行し、社会福祉協議会の活動や地域福祉に関

する様々な情報を発信します。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
地域福祉情報誌「スペシャ
ルすまいる」の発行 

充実実施
 

    

ホームページを活用し、タイムリーな地域福祉・ボランティア活
動等に関する情報を発信します。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 ホームページの活用 

充実実施
 

    

  

福祉啓発プログラムの充実 

事業名 事業内容 

市民や福祉関係者等が一堂に会し、福祉のまちづくりの実現に向

けた取り組みを誓うとともに、社会福祉に功績のあった方々を讃え

るため、社会福祉大会を開催します。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
社会福祉大会の開催 

充実実施
 

    

市民の福祉意識の高揚・啓発を目的に「“ふくし”の標語コンク
ール」を実施します。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
“ふくし”の標語コンクール
の実施 

充実実施
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（２）福祉教育の推進 

■ 方向性  

性別や年齢、障がいの有無、国籍に関わらず、すべての市民がお互いに思いやりの気

持ちを持ち地域に愛着を持てるよう、福祉教育を推進します。 

 

■ 取り組み  

 

○各自が福祉に関する勉強会や研修へ積極的に参加するよう心がけます。 

○地域の中で、福祉に関する勉強会を開催します。 

○障がい者やその家族との交流を行うなど、幼い頃から福祉教育を進めます。 

 

 

○子ども達の豊かな成長を促進するため、福祉教育を推進します。 

○生涯学習等を通じ、地域づくり・まちづくりを担う人材の育成に関する学習を支援

します。 

 

 

○市民の福祉に関する理解と関心を深めるといった福祉教育を推進するため、ボラン

ティア・福祉教育推進センターを運営し、その運営強化のための（仮）ボランティ

ア・福祉教育推進計画を策定します。 

○福祉を普及し理解の輪を広げ、活動に参画する市民を増やしていくため、福祉教育

推進コーディネーター等による福祉教育活動を実践していきます。 

○地域の福祉課題や社会的問題に即した多彩で先駆的な福祉教育プログラムを開発・

研究し、実施します。 

  

社会福祉協議会が取り組むこと 

市が取り組むこと 

市民・地域が取り組むこと 
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福祉教育推進体制の整備 

事業名 事業内容 

地域福祉の担い手を育成・支援するため、市民の福祉に関する理

解と関心を深めるとともに、近隣住民の相互支援を基本としたボラ

ンティア活動、福祉教育を推進するセンターの運営を強化します。

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

ボランティア・福祉教育推
進センターの運営 

充実強化
 

    

さらなるボランティア活動の促進や、福祉教育の推進を強化する
ための計画を策定し、計画的に推進します。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
(仮)ボランティア・福祉教
育推進計画の策定 

第一次 
策 定 

推 進 
   第二次 

策 定 

  

福祉教育活動の推進 

事業名 事業内容 

福祉教育ハンドブックを活用し、地域福祉の時代に即した福祉教

育学習を推進します。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
福祉教育ハンドブックの活
用 

充実実施
 

    

小・中学校等に手話や点訳指導者等を派遣し、ボランティア活動
の促進、意識啓発を図ります。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
小・中学校等への福祉講
師派遣プログラムの実施 

充実実施
 

見直実施
 

  

福祉教育・ボランティア活動で活用する福祉用具等の無料貸し出
しを行います。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 福祉用具等の貸出 

充実実施
 

見直実施
 

  

福祉・教育関係者等による連絡会議を開催し、効果的な福祉教育
活動の取り組み方法や情報交換などを行います。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
にっこう福祉“共育”推進
連絡会の開催 

充実実施
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事業名 事業内容 

小・中学校、高等学校におけるボランティア活動に対する助成を
行い、ボランティア活動の促進や福祉教育の推進を図ります。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

小・中学校、高等学校を対
象としたボランティア活動
推進校事業の実施 

充実強化
 

    

社会福祉施設や地域のボランティア活動を体験し、その出会い・
ふれあいを通じて福祉に対する理解と関心を高めるとともに、自ら
の生き方について学ぶ機会としてワークキャンプを実施します。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

中学・高校生のワークキャ
ンプの実施 

充実強化
 

    

福祉教育をさらに進めていくため、小学生を対象とした体験型の
プログラムを開発・研究し、実施します。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
(仮)小学生福祉体験教室
の実施 

企画調整
 

充実実施
 

  

 

  

地域や社会的課題に即した活動プログラムの推進 

事業名 事業内容 

日々変化する様々な福祉ニーズに対応するための多彩で先駆的
な福祉教育プログラムを開発・研究し、実施します。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
福祉教育推進プログラム
の開発研究 

随時実施
 

    

青少年・若者を対象とした事業を通して課題となっているコミュ
ニケーションや社会体験不足などといった諸問題に対し、若者に寄
り添い、地域社会と若者の間に立って支援する活動を展開します。

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

青少年支援活動 (ユース
サービス)の実施 

充実実施
 

充実強化
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２．地域福祉の担い手の育成と支援  

■ 現状と課題  

地方分権という時代の流れの中で、福祉活動をはじめとしたまちづくりへの市民参画

は必要不可欠なものとなっています。地域での活動を活発にし、地域福祉の体制を整え

ていくためには、行政のサービスだけでなく、ボランティアや関係団体など地域の様々

な人が積極的に関わっていくことが必要です。 

アンケート調査では、地域活動やボランティア活動へは現在継続的にあるいはたまに

取り組んでいるとの回答が約 3 割程度と、3人に 1人となっています｡しかし、現在取り

組んでいない人でも、約 6割は今後取り組みたいあるいは取り組んでもよいとしており、

参加意欲はあるものと考えられます。また、地域における助け合い・支え合い活動を活

発にするために重要なこととしては、ボランティアリーダーや福祉活動に関わる人を育

成するが約 2 割で 4 位回答となっています。 

平成 21 年度に実施した本計画策定に伴う関係団体のヒアリング調査（以下「ヒアリン

グ調査」という。）では、地域活動を活性化するために必要なこととして、活動の担い手

となる人材の育成があげられています。 

ワークショップでは、地域活動や行事を行う際に音頭を取る人や、役員になる人が少

なくなってきているという声があげられ、地域活動のリーダー不足が指摘されています。 

市では、現在地区社会福祉協議会や、自治会、民生委員・児童委員、ボランティア・

ＮＰＯなどが活動しています。今後もより一層活動への参加を促していく必要がありま

す。 

 

 

 

 

市民の声 

・ ボランティアについて、声をかければ協力してくれる組織づくりをしてほしい。 

・ 地域福祉にはボランティアが必要である。 

・ ボランティア等の人材が少ない。 

・ 老人クラブなど組織や団体の役員のなり手がいない。 

・ リーダーを見つけること、育成することが必要。 

■取り組み 

（１）ボランティアの育成 

（２）地域のリーダーの育成 
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（１）ボランティアの育成 

■ 方向性  

ボランティアに関する啓発活動や、ボランティア体験講座などを通じ、ボランティア

活動への関心を高め、ボランティアの育成を図ります。 

 

■ 取り組み  

 

○各自がボランティア活動に参加するよう心がけます。 

○家族がボランティア活動に参加する場合はできる限り協力します。 

○ボランティアをする時には他の人にも声をかけあって行います。 

○地域の広報誌でボランティアの内容について詳しく載せ、常に募集をかけます。 

 

 

○ボランティア・ＮＰＯなど、市民活動団体の活動状況をイベントや多種の媒体を通

じ市民に情報を発信し、活動参加へのきっかけづくりを行います。 

○ボランティア育成に関する講座を実施します。 

○市民活動支援センター・社会福祉協議会と連携し、ボランティアの育成に努めます。 

○青少年の地域活動やボランティア活動などの社会参加活動を促進します。 

 

 

○市民同士の相互支援を基本としたボランティア活動への参画・促進を図るため、ボ

ランティア・福祉教育推進センターを運営し、その運営強化のための（仮）ボラン

ティア・福祉教育推進計画を策定します。 

○多様な人材の福祉活動への参画を図るために、ボランティア活動者の発掘・養成に

努めます。 

○ボランティアコーディネーター等による活動者への支援を行い、ボランティア活動

の活性化を図ります。 

社会福祉協議会が取り組むこと 

市が取り組むこと 

市民・地域が取り組むこと 
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ボランティア活動支援体制の整備 

事業名 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

ボランティア・福祉教育推
進センターの運営(再掲) 

充実実施
 

    

(仮)ボランティア・福祉教
育推進計画の策定(再掲) 

第一次 
策 定 

推 進 
 

  
第二次 
策 定 

   

ボランティア活動への支援 

事業名 事業内容 

ボランティアを必要とする人等と活動者・団体を結ぶコーディネ

ート機能を強化します。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 ボランティア登録等の斡旋 

充実強化
 

    

ボランティア活動を支援するため、活動に必要な器具等の貸し出
しを行います。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 ボランティア機材等の貸出 

充実実施
 

    

ボランティア活動中におこる様々な事故に対する備えとして、ボ
ランティア保険の加入を促進します。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
ボランティア保険の加入促
進 

充実強化
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ボランティアの発掘・養成 

事業名 事業内容 

ボランティア活動の促進と意識啓発を図るために、各種ボランテ

ィア養成講座を開催します。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
各種ボランティア養成講座
の開催 

充実実施
 

    

車いす使用者の修学旅行生に対する対応として「車いすボランテ
ィア」の充実を図るため、養成講座を開催します。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

観光地等日光市の特色を
生かした福祉ボランティア
養成講座の開催 

充実実施
 

    

中学生・青少年のボランティアを育成するとともに、継続してボ
ランティア活動に取り組めるよう支援します。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
中学生・青少年ボランティ
アの育成 

随時支援
 

    

次世代の地域を担う若者が、他地域で同様の活動を行っている同
世代との協働による活動体験を通して、さらなる自己成長や新たな
活動の種を蒔く場として実施します。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

地方と都市の若者による
協働プロジェクト事業の実
施(広域的事業) 

充実実施
 

見直実施 充実強化
 

 

高齢者がボランティア活動を行い、活動の評価ポイントに応じた
転換交付金を交付することにより、高齢者の地域貢献、介護予防等
を推進します。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

介護支援ボランティア事業
の実施 

充実実施
 

    

定年前後のシニア世代や団塊の世代の方を対象とした、ボランテ
ィア活動・社会貢献活動を促進します。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

シニア、団塊世代等を対
象としたボランティア啓発
事業の実施 

企画調整
 

充実実施
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（２）地域のリーダーの育成 

■ 方向性  

地域福祉に関する活動を一層活性化していくために、地域福祉を担うリーダーの育成

を推進します。 

 

■ 取り組み  

 

○各自が意識を高め、行事の際の音頭をとったり、進んで役員を引き受けるよう心が

けます。 

○各自がリーダー育成の講座などに積極的に参加するよう心がけます。 

○リーダーや役員への負担が集中しないように、組織や地域全体でフォローします。 

 

 

○市民活動支援センターにおいて、リーダー養成を行います。 

○これからの地域づくりやコミュニティのリーダー養成を目指した講座を開設します。 

 

 

○福祉教育推進セミナー（福祉教育サポーター等の養成）や青少年ボランティアリー

ダー養成研修などを開催し、地域で活躍するリーダーを育成します。 

地域福祉のリーダーの育成 

事業名 事業内容 

福祉教育推進者（福祉教育サポーター等）を育成するため、その

推進に必要な資質を習得できるセミナーを開催します。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

福祉教育推進セミナー(福
祉教育サポーター等の養
成)の開催 

見直実施 充実実施
 

   

青少年のボランティアリーダーを育成するため、ボランティアリ
ーダーに関する知識や技術を学び、実践できるプログラムを実施し
ます。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

青少年ボランティアリーダ
ー養成研修の実施 

充実強化
 

    

 

社会福祉協議会が取り組むこと 

市が取り組むこと 

市民・地域が取り組むこと 
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３．地域福祉活動の推進  

■ 現状と課題  

多様化する福祉ニーズに対応し、市民参加による地域福祉を推進する上で、自治会や

ボランティア、ＮＰＯ、地区社会福祉協議会等の地域の活動は重要な役割を担っていま

す。これらの団体の主体的な活動を支援し、地域で展開している事業の一層の充実を図

っていくことが必要です。 

アンケート調査では、今後地域活動やボランティア活動に参加する条件として、若い

世代では、気軽に参加できることや活動時間や曜日が自由なこと、年代が上の世代では、

身近なところで活動できることなどが上位回答となっています。 

ヒアリング調査では、地域活動を活性化するために必要なこととして、活動に関する

情報提供が 1 位回答となっています。 

ワークショップでは、若い世代や新規転入者、共働き世代を中心として、自治会に入

らず地域活動に参加する人が減ってきていることや、地区によっては少子高齢化により

子ども会や老人会などの地域活動が困難になってきているとの課題があげられています。 

市では、自治会や地区社会福祉協議会、ボランティア・ＮＰＯ団体などの各種団体が

地域で活動を展開しているほか、社会福祉協議会によるボランティアセンターの運営な

どにより地域活動を推進しています。今後も、地域活動を促進するため、市民による自

主的活動を支援していきます。また、高齢化が進み、団塊世代の退職も進む中で、豊か

な経験や知識を活かし、地域福祉活動の担い手として高齢者に期待される役割は大きい

ことから、高齢者の活動への参加を促していく必要があります。 

 

 

 

 

市民の声 

・ 特に若い人や新規転入者では自治会に加入しない人がいる。 

・ 自治会や老人会が機能しなくなってきている地区もある。 

・ 地域活動に参加する人が少ない。 

・ ボランティア活動への支援をお願いしたい。 

■取り組み 

（１）自治会活動等の活性化 

（２）地区社会福祉協議会活動の促進 

（３）ボランティア・ＮＰＯ団体等の支援 
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（１）自治会活動等の活性化 

■ 方向性  

身近な地域活動団体である自治会活動や老人会活動について、加入促進なども含め支

援していきます。 

 

■ 取り組み  

 

○各自が自治会や老人会に加入するよう心がけます。 

○自治会に加入していない人に対しては、加入するように働きかけます。 

○自治会の行事を工夫するなど、現在加入していない人でも入りたくなるような魅力

的な活動を行うよう、自治会活動のあり方を見直します。 

 

 

○コミュニティ活動の中心となる自治会の加入促進を自治会長・行政推進員などをは

じめとする関係機関と連絡調整を図り加入を促進します。 

○自治会の福祉活動への支援に取り組みます。 

○市民による自主運営講座の開催や、学習成果を活かした地域づくり・まちづくりを

支援します。 

○老人クラブ連合会と単位老人クラブの活動を支援します。 

 

 

○地区社会福祉協議会の各種事業において、小地域単位、さらには自治会単位での活

動や事業を展開します。 

小地域福祉活動の展開 

事業名 事業内容 

市民の主体的な地域福祉活動を充実させるため、地域の福祉ニー

ズに応じたきめ細やかな地区社会福祉協議会活動を展開します。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

小地域・自治会単位での
事業の展開(地区社会福
祉協議会活動) 

充実強化
 

    

社会福祉協議会が取り組むこと 

市が取り組むこと 

市民・地域が取り組むこと 
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（２）地区社会福祉協議会活動の促進 

■ 方向性  

地域福祉活動の活発化に向けて、その地区に住む市民が中心となって福祉活動に取り

組んでいる地区社会福祉協議会の活動を支援します。 

 

■ 取り組み  

 

○各自が地区社会福祉協議会の活動について知るよう心がけます。 

○各自が地区社会福祉協議会の活動に参加するよう心がけます。 

 

 

○地区社会福祉協議会の活動について周知を図ります。 

 

 

○市民主体による地域福祉活動を活発化し、地域福祉をきめ細やかに推進していくた

めに、その専門職である社協コミュニティワーカーを地区単位に置き、地区社会福

祉協議会活動にとどまらない地区内の地域支援活動を展開します。 

○地区社会福祉協議会の活動を活性化するために、その拠点整備と併せ、人的・財政

的支援を行います。 

社会福祉協議会が取り組むこと 

市が取り組むこと 

市民・地域が取り組むこと 
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地域福祉活動活発化のための支援 

事業名 事業内容 

社協コミュニティワーカーを配置し、市民の地域福祉活動や専門

的な地域支援を行います。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
社協コミュニティワーカー
等による支援 

継続支援
充実強化

 
    

   

地区社会福祉協議会活動の拠点の整備 

事業名 事業内容 

地区社会福祉協議会を社会福祉協議会の拠点として位置づけ、そ

の拠点の整備などの基盤を強化します。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
地区社会福祉協議会活動
の拠点整備 

充実強化
 

    

   

地区社会福祉協議会活動のための支援 

事業名 事業内容 

市民の主体的な地域福祉活動を推進するため、地区社会福祉協議

会に対し、活動費を助成します。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
地区社会福祉協議会活動
費等の助成 

充実実施
 

    

地区社会福祉協議会相互の交流と情報交換を通じて、地区社会福
祉協議会活動の活性化を図るため、連絡会議を開催します。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
地区社会福祉協議会連絡
会議の開催 

内容検討 実 施 
 

   

地区の特性に応じた地域福祉活動を展開するため、小地域（地区）
における地域福祉活動計画の策定を支援します。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
小地域福祉活動計画の策
定の支援 

内容検討
随時支援
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（３）ボランティア・ＮＰＯ団体等の支援 

■ 方向性  

既存の地域福祉推進に関するボランティア・ＮＰＯ団体等に対し、一層の活動の充実

に向けて支援を行います。 

 

■ 取り組み  

 

○ボランティア活動の拠点としていつでも活用できるよう、地域の公民館や自治会館

などを広く開放します。 

○地域の中で活動するボランティア・ＮＰＯ団体と積極的に交流を図ります。 

 

 

○ボランティア・ＮＰＯ団体の活動を支援し、協力と連携を進めます。 

○ボランティア・ＮＰＯ団体などを対象とした各種講座を開催し、活動の資質向上を

図ります。 

○ＮＰＯの理解促進講座開催や意識調査などを通じ、ＮＰＯとの協働の重要性を認識

し、協働に向けた意識改革を図ります。 

 

 

○ボランティア・福祉教育推進センターの様々な機能を強化し、ボランティア・ＮＰ

Ｏ団体などの活動支援を行います。 

○市民活動支援センターやボランティア・ＮＰＯ団体などと連携し、協働して地域福

祉を推進します。 

社会福祉協議会が取り組むこと 

市が取り組むこと 

市民・地域が取り組むこと 
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ボランティア・ＮＰＯ活動への支援 

事業名 事業内容 

センターの有している相談、マネジメント、登録・斡旋、情報収

集・提供、調査・研究・提案、人材養成・育成、活動プログラム等

開発・提供、災害支援、活動の場・機材等提供機能を強化します。

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

ボランティア・福祉教育推
進センター機能の充実 

充実強化
 

    

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
ボランティア保険の加入促
進（再掲） 充実強化

 
    

福祉ボランティア活動をしている団体相互の連携と親睦を図り、
地域福祉の発展に協力することを目的とした協議会を支援します。

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
福祉ボランティア団体協議
会活動への支援 

充実強化
 

    

青少年・若者のボランティアグループ等に対し、活動プログラム
の提供などの支援を行います。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
青少年ボランティア団体活
動への支援 

充実強化
 

    

  

多様なボランティア・市民活動との連携 

事業名 事業内容 

市民活動支援センターやＮＰＯ団体等と連携を図り、協働により

ボランティア・市民活動を促進します。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
市民活動支援センター、
NPO 団体等との連携 

充実強化
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基本目標２ 支え合いのネットワークづくり 

１．地域交流の促進 

■ 現状と課題  

支え合い・助け合いのある地域にしていくためには、近所付き合いをはじめとした地

域の中での交流が活発であることや、市民同士がお互いに理解を深めたり課題を見つけ、

解決に向けた取り組みを話し合っていく機会が必要となります。 

アンケート調査では、近所付き合いについて、たまに立ち話をする程度、会えばあい

さつを交わす程度との回答が大半を占め、特に若い世代を中心として簡素な地域付き合

いの方が多くなっています。また、地域の中の問題点として、隣近所との交流が少ない

こと、世代間の交流が少ないことが上位 3 回答となっており、地域交流の必要性がうか

がえます。 

ワークショップでは、身近な地域の中で気軽に集まることができる場所やサロンなど

の交流の場がないという意見や、公民館や自治会館があっても有効活用されていないと

いう課題があげられています。 

市では、コミュニティづくりの支援として、拠点施設の整備・充実に向けて取り組ん

でいます。今後も支え合いの地域をつくるために、地域交流の機会の創出や地域交流の

場の提供が必要となります。 

 

 

 

 

 

 

市民の声 

・ 共稼ぎ家庭が多く、日常生活の中で近所付き合いが少ない。 

・ 地域の行事はあっても参加する人が少ない。 

・ 身近に気軽に集えるサロンのようなものがあると良い。 

・ 高齢者が日中自由に集える場所がほしい。 

■取り組み 

（１）地域交流の機会の創出 

（２）地域交流の場の提供 



 

 54

（１）地域交流の機会の創出 

■ 方向性  

近所付き合いを大切にし、地域行事への参加を促進するなど、地域交流の機会を創出

します。 
 

■ 取り組み  

 

○各自が隣近所や地域の人と積極的にあいさつを交わすなど、近所付き合いを大切に

するよう心がけます。 

○各自が地域の行事などに参加するように心がけます。 

○地域の学校行事に参加するなど、学校を通じた交流を行います。 

○地域の行事などを通し、地域交流を行います。 

○地域の行事は、日程や時間帯、内容など、多くの人が参加しやすい開催方法を検討

します。 

○ワークショップの自治会・町内会版を行い、地域の課題を把握・共有し、地域交流

の機会とすることを検討します。 
 

 

○ボランティア・市民活動フェスタへの助成を行い、ボランティア・ＮＰＯ団体など

の活動を広く発信し、交流の場となるイベントを支援します。 

○市民が地域のイベントに参加し地域交流が図れるよう、各地域でのイベント情報の

広報などを行います。 

○市民の交流を促進するため、誰もが気軽に参加できるイベントを企画・実施するよ

う検討します。 
 

 

○地域や市民同士のつながりや結びつきを強めるため、地区社会福祉協議会において

高齢者や障がい者、異世代間等のふれあい・交流型のイベントを実施します。 

多様な人々のふれあい・交流活動の充実 

事業名 事業内容 

共生社会の実現、地域の支え合い機能を強化するために、ふれあ

い・交流型のイベントを実施します。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

地域ふれあい・交流事業
の企画・実施(地区社会福
祉協議会活動) 

充実強化
 

    

社会福祉協議会が取り組むこと 

市が取り組むこと 

市民・地域が取り組むこと 
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（２）地域交流の場の提供 

■ 方向性  

地域交流を活性化するため、身近な地域において誰もが気軽に集い、交流を深めるこ

とができる場の充実を図ります。 

 

■ 取り組み  

 

○気軽に集まれるサロン活動を行います。 

○高齢者や障がい者やその家族などが気軽に集い、交流できる場をつくります。 

 

 

○市民活動支援センターをはじめとする公共施設において、活動の場の環境整備を図

ります。 

○公共施設の空きスペースの有効活用を図るなど、市民活動の拠点を整備します。 

○地域交流の場について、情報提供に努めます。 

 

 

○ソーシャルインクルージョン（排除ではなく、社会の構成員として包み支え合える

ような社会福祉の構築）の理念に基づく福祉のまちづくりを推進します。 

○市民主体による地域福祉活動を支援します。 

「居場所」づくりの推進 

事業名 事業内容 

共生社会の実現を目指し、学校や家庭などとは違う、人との関わ

りのある安心して居ることのできる「居場所」づくりを推進します。

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 居場所づくりの推進 

企画検討
随時実施

 
    

   

交流の「場」づくりの支援 

事業名 事業内容 

市民が主体的に展開する交流・サロン活動などの企画等の支援を

行います。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
サロン活動などの企画等
の支援 

充実実施
 

    

社会福祉協議会が取り組むこと 

市が取り組むこと 

市民・地域が取り組むこと 
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２．防犯・防災体制の強化 

■ 現状と課題  

犯罪をよせつけず、災害に強く、安全で安心して暮らすことのできるまちづくりには、

関係機関との連携や、日ごろからの家庭・地域でのコミュニケーションを図っていくこ

とが重要です。 

アンケート調査では、地域の中の問題点として緊急時の対応体制がわからないが約 3

割で 1 位回答となっているほか、市民が取り組むべき課題の中でも防犯や防災など地域

の安全を守ることが 2 位回答と高くなっており、市民の防犯・防災への意識の高まりが

うかがえます。また、緊急時に手助けができるという回答は 4 割以上と多くなっていま

すが、地域の防災訓練への参加や自主防災組織への加入は 1 割程度と少なくなっていま

す。 

ワークショップでは、児童生徒の登下校時の安全についての心配や、スクールガード

等も地域によって風化してきているという声があげられているほか、高齢者や障がい者

の緊急時の対策について不安の声があげられています。 

市では、安全で安心なまちづくりの推進に向けて、防犯パトロールをはじめとした各

種防犯活動や自主防災組織の育成強化などをはじめとした防災体制づくりを推進してい

ます。今後も、市民の理解と協力を得ながら、関係機関と連携し、見守り体制の充実な

ど地域ぐるみの防犯活動の充実、強化に努めるとともに、地震、火災、土砂災害などの

災害に備え、防災体制の一層の充実を図っていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

市民の声 

・ 防犯に力をいれてほしい。 

・ 子どもの登下校時の安全面が心配。 

・ 地域の中で高齢者が一人で住んでいて心配。 

・ 災害時の助け合いが心配。 

■取り組み 

（１）日常生活における防犯・見守り体制の構築 

（２）緊急時における防災体制の構築 
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（１）日常生活における防犯・見守り体制の構築 

■ 方向性  

誰もが地域で安全・安心に暮らせるよう、日ごろからの防犯活動や見守り活動を推進

します。 

 

■ 取り組み  

 

○各自が、近所の独居高齢者などに気を配り、声かけなどを行うよう心がけます。 

○各自が自主防犯パトロール団体や子どもの登下校見守りボランティア、小地域見守

り活動等に参加するように心がけます。 

○声かけ・自宅訪問・見守り活動などを地域のボランティアや自治会等の既存の団体

が連携して行うよう検討します。 

○自主防犯パトロール活動を組織し、活発に活動します。 

 

 

○市民自らの安全を確保するために、防犯に対する知識の普及や意識の高揚を図るな

ど、市民が行う防犯の実践を支援します。 

○安全安心パトロール隊の育成強化、及び全市域への拡大を図るとともに、青色回転

灯装備車両による防犯パトロールの拡大に努めます。 

○放課後子ども教室推進事業の実施や子どもを見守り育てる地域ボランティアの掘り

起こしなど、地域ぐるみで子どもを見守り育てる体制を整備します。 

 

 

○小地域を単位とする「福祉ニーズの把握・発見システム」機能として、要援護者一

人ひとりの生活を支えるための見守りや安否確認、緊急時の対応等を行う小地域見

守り活動などを強化します。 

社会福祉協議会が取り組むこと 

市が取り組むこと 

市民・地域が取り組むこと 
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身近なニーズ発見・支え合い活動の推進 

事業名 事業内容 

自治会長、民生委員・児童委員、自治会の組長（班長）などの協

力を得て、見守りが必要と思われる高齢者、障がい者、子どもなど

を対象にした見守り活動を行います。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
小地域見守り活動の実施 

充実強化
 

    

地域住民による支え合い・助け合いの活動を展開し、そのための
体制づくりを行います。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

小地域福祉ネットワークづ
くりの推進(地区社会福祉
協議会活動) 

充実強化
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（２）緊急時における防災体制の構築 

■ 方向性  

市民の安全を確保するため、災害時や緊急時の支援体制を構築します。 

 

■ 取り組み  

 

○各自が日ごろから、避難場所や防災設備を確認するなど災害に備えるよう心がけま

す。 

○各自が地域で行われる防災訓練に積極的に参加するよう心がけます。 

○自主防災組織を組織し、活発に活動します。 

○自治会単位などで防災訓練、災害発生時のマニュアルの作成、防災マップの作成な

ど災害時に備える体制を整えます。 

○市が平成 20 年度に策定した「日光市災害時要援護者支援プラン」に基づく「地区災

害時要援護者支援班」を設置し、地域における相互の支援体制の強化を図るととも

に、要援護者情報の把握、台帳への登録を進め、平常時からの見守り体制の充実を

図ります。 

 

 

○各種啓発を通して市民の防災知識や意識の普及に努めます。 

○自主防災組織の重要性を啓発し、育成・強化に努めます。 

○必要な地域のハザードマップの作成を行うほか、避難行動計画の周知などを行い、

避難体制を確立します。 

○高齢者や障がい者などに配慮した災害時要援護者対策を進めます。 

○平成 20 年度に策定した「日光市災害時要援護者支援プラン」に基づき、地区に対し

て「地区災害時要援護者支援班」の設置、地区内の要援護者情報の把握、台帳への

登録を促します。さらに、災害時における福祉避難所の設置、支援スタッフの配置、

ボランティアとの連携、物資等の配布、相談窓口の設置など、要援護者支援体制を

構築します。 

市が取り組むこと 

市民・地域が取り組むこと 
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○災害ボランティア普及啓発のための入門講座の開催や災害ボランティアセンター運営

連絡会の設置など、災害ボランティアセンターが効果的に機能するための体制を整備

します。 

○市の災害時要援護者支援プランに基づく学習会等を開催するなど、災害時にも活かせ

る福祉のまちづくりに向けた整備を行います。 

緊急時・災害時の支援体制の確立 

事業名 事業内容 

災害ボランティアセンターを迅速に設置し、効果的に運営するた

めに策定した設置運営マニュアルを随時見直します。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

災害ボランティアセンター
の設置運営マニュアルの
活用 

充実実施
  

   

自然災害時に重要な役割を担う災害ボランティアのリーダーと
して活躍する人材を養成するための講座を開催します。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
災害ボランティアリーダー
養成講座等の実施 

充実強化
 

    

  

防災・減災の推進 

事業名 事業内容 

大規模災害時などに、迅速かつ効果的に被災者の救援、被災地の

復旧・復興支援を行うため、運営連絡会を開催します。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
災害ボランティアセンター
運営連絡会の開催 

会議開催
年 3 回 

 
    

防災の要素を取り入れた地域への介入方法、実践手段等を調査研
究し、(仮)地域福祉防災推進手引書を作成します。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
(仮)地域福祉防災推進事
業の実施 

調査研究
 手引作成

充実実施

 
  

 

社会福祉協議会が取り組むこと 

随時見直実施 
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３．関係組織の連携 

■ 現状と課題  

地域福祉を全市的に推進していくためには、市民参加を促すとともに、各種関係団体

や関係機関等の連携が必要不可欠です。 

ヒアリング調査では、地域活動を行う上でボランティア団体等との協力関係があると

いう団体はありますが、子ども関係の団体・高齢者関係の団体・障がい者関係の団体間

等異なる分野間での交流は希薄であり、今後連携を図る必要があるなどの課題があげら

れています。 

市には、地域の中の団体として地区社会福祉協議会や、自治会、民生委員・児童委員、

各種サークル・ボランティア団体・ＮＰＯ団体などの関係団体や、サービス提供事業所

や市の施設など関係機関が多く存在しています。今後、これらの各種団体や機関が連携

し、総合的な地域福祉の推進を図る必要があります。 

 

 

 

 

 

 

市民の声 

・ ボランティア団体や他の組織と交流を持っていきたい。 

・ 関係団体同士が連携をしていくべき。 

■取り組み 

（１）関係組織の連携 
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（１）関係組織の連携 

■ 方向性  

地域の各種団体同士や、市の機関、社会福祉協議会など、地域福祉に関わる関係組織

が連携し、総合的に地域福祉を推進していきます。 
 

■ 取り組み  

 

○地域の各種団体同士の交流を持ち、連携していきます。 
 

 

○自治会間の交流や自治会とボランティア団体・ＮＰＯ団体との連携を進め、コミュ

ニティ相互の交流と支援体制を構築します。 

○市民活動支援センターや社会福祉協議会と連携し、ボランティアに関する情報の発

信とニーズの集約によるボランティアコーディネート機能の充実を図るなど、ネッ

トワークを構築します。 

○社会福祉協議会や民生委員・児童委員と連携し、地域福祉活動を推進します。 

○様々な分野にわたる多面的な支援を図るため、保健・医療・福祉の連携体制を構築

します。 
 

 

○市や自治会、民生委員・児童委員、保健・医療・福祉に関わる地域の機関と連携を

図ります。 

関係機関の連携強化 

事業名 事業内容 

地域包括支援センター等と連携を図り、地域の福祉課題や潜在ニ

ーズの把握と対応強化を進めます。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

地域包括支援センター(日
常生活圏域会議への参画
等)との連携 

充実強化      

  

地区単位での福祉ネットワーク体制の確立 

事業名 事業内容 

地区社会福祉協議会において関係機関・団体等との連携を図り、

市民主体の地域福祉活動を推進します。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

地区社会福祉協議会の基
盤強化(地区社会福祉協
議会活動) 

充実強化      

社会福祉協議会が取り組むこと 

市が取り組むこと 

市民・地域が取り組むこと 
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基本目標３ 地域で生活しやすい環境づくり 

１．健康増進の推進 

■ 現状と課題  

近年では、高齢化と食生活の変化、運動不足などのライフスタイルの変化とともに、

がんや、心臓病、脳卒中、糖尿病などの生活習慣病が増加し、これに起因して寝たきり

や認知症などの要介護者も増加しています。地域の中でいつまでも安心して暮らしてい

くためには、健康づくりも欠かせない取り組みの一つです。 

アンケート調査では、毎日の暮らしの中で悩みや不安を感じることの 1位回答として、

自分や家族の健康に関することが半数以上と多くなっているほか、市民が取り組むべき

課題や問題点として、生活習慣病予防など健康づくりへの取り組みが約 2 割で 5 位回答

となっており、市民の健康づくりについての関心が高いことがうかがえます。 

ワークショップでは、健康診査などの充実を望む声や、高齢期になった時に寝たきり

など重症にならないための介護予防について積極的に取り組んでいくべきという意見が

あげられています。 

市では、各種健康相談や健康診査、生活習慣病予防事業などを推進しており、すべて

の世代に向けた健康づくり対策を行っています。今後も、介護予防やへき地診療所の充

実も含めた、一人ひとりのニーズに応じた健康づくりへの支援を行っていくことが必要

です。 

 

 

 

 

 

市民の声 

・ 閉じこもってしまう高齢者が増えており、健康を維持するために支援してほしい。 

・ 健康体操などを公民館で実施するなど、健康づくりを行いたい。 

・ 寝たきりにならないための予防について講習などを受けたい。 

■取り組み 

（１）健康づくりの支援 

（２）介護予防の促進 
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（１）健康づくりの支援 

■ 方向性  

自分の健康は自分で守り、元気で自立した生活が送れるよう、健康づくりの支援を行

います。 

 

■ 取り組み  

 

○各自が定期的に健康診査を受けるなど、自身の健康管理を心がけます。 

○各自が健康講座に参加したり運動を行うなど、健康づくりの活動を行うよう心がけ

ます。 

○各自がかかりつけ医を持つように心がけます。 

○地域全体で健康体操等を行うなど、健康づくりに取り組みます。 

 

 

○予防接種や健康診査、健康相談や保健指導の充実により、疾病の予防、早期発見、

早期治療と受診率の向上に努めます。 

○生活習慣病予防のための健康教育や健康相談、健康講座などを開催し、自分の健康

は自分で守るという健康づくり意識の普及・啓発に努めます。 

○地域にある保健福祉センターなどと連携し、誰もが適切なサービスを受けられるよ

う健康づくり拠点施設を充実します。 

○中山間地域のへき地診療所と拠点病院との連携を図ります。 

○総合型地域スポーツクラブへの支援により、身近な地域で気軽に運動ができる環境

を醸成します。 

 

 

○住み慣れた地域の中で互いに助け合い・支え合いながら、健康でいきいきと暮らせ

る地域づくりを推進します。 

生きがい活動支援の充実 

事業名 事業内容 

孤立しない人間関係づくりや閉じこもり防止、健康維持等を目的

に、ふれあい・いきいきサロンを実施します。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

ふれあい・いきいきサロン
等の実施(地区社会福祉
協議会活動) 

充実強化
 

    

社会福祉協議会が取り組むこと 

市が取り組むこと 

市民・地域が取り組むこと 
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（２）介護予防の促進 

■ 方向性  

高齢期になってもいきいきと暮らせるよう、介護予防を促進します。 

 

■ 取り組み  

 

○各自が介護予防について知り、生きがいづくりや介護予防に心がけます。 

○各自が健康診査や介護予防の事業に参加するように心がけます。 

 

 

○介護予防に関する普及啓発活動を行います。 

○高齢者スポーツや生きがい対応型デイサービス事業の実施により、一般高齢者の生

きがいづくりや介護予防を充実します。 

○特に介護予防が必要な特定高齢者に対して、適切な介護予防事業を行います。 

 

 

○健康維持の機能をより強化するために、体操だけでなく介護予防のための知識や健

康相談、認知症予防のための楽しみながら気軽にできる頭の体操など、工夫あるプ

ログラムを取り入れたミニデイサービス事業等を実施します。 

介護予防等事業の充実 

事業名 事業内容 

介護予防や認知症予防等を目的とし、工夫あるプログラムを取り

入れたミニデイサービス等の事業を実施します。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

ミニデイサービス事業等の
実施(地区社会福祉協議
会活動) 

充実強化
 

    

 

 

社会福祉協議会が取り組むこと 

市が取り組むこと 

市民・地域が取り組むこと 
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２．移動環境の充実 

■ 現状と課題  

高齢者や障がい者だけでなく、誰もが住み慣れた地域で暮らすには、市民の誰もが安

心して外出し、自由に行動できる社会環境の整備が不可欠です。そのためには、行動を

妨げるバリアとなっているものを取り除き、また一方では、公共交通機関等による移動

手段の確保が重要です。 

アンケート調査では、保健福祉施策を充実していくために重要な取り組みとして、交

通の利便性の確保が約 2 割、道路の段差解消などのバリアフリー化を進めることが約 1

割となっています。 

ワークショップでは、駅や幹線道路から遠い地区に住んでいる人からは、公共交通手

段が少ないということや、特に高齢者など自家用車が運転できない人などは市営バスの

本数や運行ルートも悪く、生活に不便であるという課題があげられています。 

市では、バスや鉄道の利便性の向上にむけて、市営バスの運行や鉄道との連携を強め

ています。今後は、路線バス運行について協議を行い、市営バスの効率的運行を進める

ほか、バリアフリー化や歩道の整備などを行い、誰もが安心して利用できるような交通・

道路環境の充実が必要となります。 

 

 

 

 

 

 

市民の声 

・ 駅やバス停が遠いと通院や買い物に非常に不便。 

・ 安心して出かけられるように歩道を整備してほしい。 

・ 駅や施設の階段が多く、バリアフリーのものが少ない。 

■取り組み 

（１）外出支援の推進 

（２）ユニバーサル化の推進 
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（１）外出支援の推進 

■ 方向性  

移動困難な方が外出や通院の際に困らないよう、気軽に利用できる移動手段を確保し、

外出支援を推進します。 

 

■ 取り組み  

 

○各自が出かける際に近所の人に声をかけ、必要に応じて買い物や送迎の手伝いをす

るよう心がけます。 

○地域で外出困難な方がいる場合は、地域のお店で配達サービスを行うことなどを検

討します。 

 

 

○利便性の高い路線バスや市営バスの運行に努めます。 

○一人ひとりのニーズに応じた外出支援ができるよう、移送サービスや福祉有償運送

サービスの充実を図ります。 

○障がいのある人の移動支援を推進するとともに、公共施設などの、ユニバーサルデ

ザイン化を進めます。 

○利用者に優しい低床バスの導入や、デマンドバス・ボランティア有償バスの導入に

努めます。 

 

 

○移動・外出に関わる地域の福祉ニーズや社会資源等の実情を踏まえ、市民相互の支

え合い・助け合いを基盤とした外出支援のあり方を研究します。 

外出支援対策の充実 

事業名 事業内容 

要介護者・障がい者等を対象に、通院時の送迎を有償で実施しま

す。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 有償移送サービス事業 

見直検討
 

    

 

社会福祉協議会が取り組むこと 

市が取り組むこと 

市民・地域が取り組むこと 
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（２）ユニバーサル化の推進 

■ 方向性  

安心して移動ができるよう、地域の中の施設や道路について、利便性・安全性向上の

ためにユニバーサル化を推進します。 

 

■ 取り組み  

 

○各自が点字ブロックに駐輪をしたり路上や障がい者等専用駐車場に駐車をしたりし

ないよう心がけます。 

○自治会などの地域の組織で、危険箇所の点検を行います。 

 

 

○生活道路のユニバーサル化や歩道の整備に努めます。 

○公共施設や公園、観光施設などのユニバーサル化を推進します。 

○公園などの再整備に際しては、観光客や地域住民など利用者の利便性向上に努めま

す。 

 

 

 ○ユニバーサルデザインの啓発と情報提供などを行います。 

ユニバーサルデザインの推進 

事業名 事業内容 

情報誌やホームページにおいて、ユニバーサルデザインの啓発を

行います。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
情報提供活動(情報誌・ホ
ームページ)の充実 

充実実施
 

    

ケガや病気等により一時的に車いすを必要とされている方に、車
いすを無料で貸し出します。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 車いす等貸出事業の実施 

充実実施
 

    

 

社会福祉協議会が取り組むこと 

市が取り組むこと 

市民・地域が取り組むこと 
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基本目標４ 適切な福祉サービスの提供体制づくり 

１．情報提供・相談体制の充実 

■ 現状と課題  

社会環境が大きく変化していく中で、安心できる地域生活のためには、支援を必要と

する人へのサービス等に関するわかりやすい情報提供とともに、地域のニーズ把握と専

門的な相談体制の充実、また誰もが気軽に相談できる窓口の整備が特に重要です。 

アンケート調査では、福祉サービスの情報について、十分入手できているとの回答は

約 3％と非常に少なく、多くは、十分ではないが入手できている、ほとんど入手できて

いないとの回答となっています。また、情報入手源としては、市役所の窓口や広報誌が

約 6 割と最も多く、次いで、新聞・雑誌・テレビ・ラジオなどのメディア関係が多くな

っています。若い年代ではインターネットから情報を得ている人が多く、年齢が上の世

代では、民生委員・児童委員や社会福祉協議会から得ている人が多くなっています。 

相談や助けが必要な時に頼みたい人については、家族・親戚が 8 割以上と最多で、次

いで知人・友人が 3 割程度となっており、社会福祉協議会や地域包括支援センター、市

役所の窓口や職員などについては少なくなっています。一方で、地域の中で助け合いを

活発にするために重要なこととして、福祉活動の相談・指導を担当する専門職員の充実

や、保健福祉施策を充実していくために重要な取り組みとして、人が集まり気軽に相談

できる場の充実や健康や福祉についての情報提供の充実などへの要望も出ています。 

ワークショップでは、高齢者や障がい者に関する相談窓口として、身近で気軽に行け

るものがほしいという声があげられています。 

市では、広報にっこうやホームページにおいて各種情報提供を進めているほか、子ど

も、高齢者、障がい者など各分野ごとの相談活動を行っています。今後も、多様な情報

提供を充実するとともに、各種相談の連携を図る必要があります。 

 

 

 

 

市民の声 

・ サービスの情報をわかりやすく､多くの人が知ることができるようにしてほしい。 

・ 日々の悩みを共有できる場所がほしい。 

・ 気軽に相談にのってもらえる場が必要。 

・ 困った時の相談機関についての情報がほしい。 

■取り組み 

（１）情報提供の充実 

（２）相談支援体制の充実 
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（１）情報提供の充実 

■ 方向性  

誰もが福祉サービスに関する適切な情報が得られるよう、情報提供の充実を図ります。 

 

■ 取り組み  

 

○各自が広報にっこう等に目を通すなど、福祉サービスに関する情報を積極的に得る

よう心がけます。 

○市や団体からの情報を、周囲の人や情報が行き渡りにくい人にも伝え、地域の中で

情報を共有します。 

 

 

○広報にっこうやホームページを通して、行政情報や地域情報を提供します。 

○声の広報や点字広報、ＩＴボランティアの育成などを通し、障がい者にも配慮した

情報提供の充実を図り、情報のバリアフリー化を推進します。 

 

 

○情報誌やホームページを活用し、ボランティア活動や地域福祉に関する様々な情報

を提供します。 

○声の広報や点字広報などにより、障がい者にも配慮した情報提供を行います。 

情報提供活動の充実 

事業名 事業内容 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
情報提供活動(情報誌・ホ
ームページ)の充実(再掲) 充実実施

 
    

地域生活をする上で必要度の高い情報を点訳、音訳等のわかりや
すい方法により、障がい者に配慮した情報提供を行います。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 点字・声の広報等の充実 

充実実施
 

    

 

社会福祉協議会が取り組むこと 

市が取り組むこと 

市民・地域が取り組むこと 



 

 71

（２）相談支援体制の充実 

■ 方向性  

地域ぐるみで悩みや問題を解決できる仕組みづくりを進めるとともに、必要に応じて

行政や関係機関につなげ、相談支援体制の充実を図ります。 

 

■ 取り組み  

 

○各自が隣近所の人や、民生委員・児童委員などと関わりを持ち、地域の中で気軽に

相談できる人をつくるよう心がけます。 

○不安や悩みがある場合、一人で悩まずに誰かに相談するように心がけます。 

○地域の中で、家族や隣近所の人の相談を気軽に聞けるような場を設けるようにしま

す。 

 

 

○身近な相談相手として、民生委員・児童委員や、身体障がい者相談員・知的障がい

者相談員などの活動を促進します。 

○日常生活の悩みや困りごとに対する各種相談に応じるとともに、周知を図ります。 

○市の各種相談や社会福祉協議会、その他関係機関や専門機関との連携を深め、相談

体制を強化します。 

○育児に不安を抱えた家庭を直接訪問し、育児支援や虐待の未然防止を図ります。 

○地域包括支援センターの窓口業務強化を図り、総合相談支援と権利擁護に努めます。 

 

 

○市民の抱えている多くの福祉の悩みに対応する相談窓口間で連携を図りながら、的

確な情報をつないでいく体制づくりを進めます。 

  

社会福祉協議会が取り組むこと 

市が取り組むこと 

市民・地域が取り組むこと 
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相談機能の充実 

事業名 事業内容 

職員研修の体系化、相互の情報共有化や相談シートの整備等、基

本的な相談受付体制の強化を進めます。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 相談受付体制の強化 

充実実施
 

    

日常生活上の様々な問題・トラブル等について、法律の専門家で
ある弁護士が相談に応じ、助言等を行います。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 無料法律相談事業の実施 

充実実施
 

    

高齢者や障がい者の地域生活を支援するため、福祉サービス利用
に対する相談や情報提供、日常的な金銭管理などを行います。 
（とちぎ権利擁護センター「あすてらす・にっこう」） 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

日常生活自立支援事業に
おける専門相談の実施 

充実実施
 

    

地域包括支援センターの窓口業務として、地域住民からの介護や
各種サービス利用に関する相談業務を行います。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
地域包括支援センター窓
口事業の充実 

充実実施
 

    

低所得世帯、高齢者世帯、障がい者世帯などの経済的自立と生活
意欲の向上を支援するため、各種資金の貸付け（相談）を行います。

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
生活福祉資金等の貸付事
業の実施 

充実実施
 

    

ボランティア活動や福祉教育に関する相談機能の充実を図りま
す。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
ボランティア・福祉教育相
談機能の充実 

見直実施 充実実施
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２．福祉サービスの充実 

■ 現状と課題  

国においては、地域福祉を推進する上で、地域の身近なところで総合的な相談が受け

られ、サービスの適切な利用と結びつけられる体制を整備し、多様なサービスそれぞれ

が十分な連携を図って総合的に展開されることが重要であるとしており、市でも各種サ

ービスの提供体制の充実を図っていく必要があります。 

アンケート調査では、保健福祉サービスについて、約半数は充実しているとの回答で

すが、約 3 割は充実していないと回答しています。また、保健福祉施策を充実していく

ために重要な取り組みとして、自宅での生活を支援する在宅福祉サービスの充実や児童、

高齢者、障がい者の施設サービスの充実など各種サービスに関する要望があげられてい

ます。 

ワークショップでは、現在生活上の不便がある人に対し、市のサービスを有効活用す

べきという意見があげられています。 

市では、児童、高齢者、障がい者のための各種福祉サービスを各計画に基づき進めて

います。今後も、サービスの量の確保・質の向上とともに、利用者の立場に立った適切

な福祉サービスを提供する体制を整える必要があります。 

 

 

 

 

 

市民の声 

・ 高齢者の健康相談や健診、安全安心の確保などのサービスを行ってほしい。 

・ 福祉サービスを受けるための案内を配布してほしい。 

・ サービスを利用しやすくしてほしい。 

 

■取り組み 

（１）利用者の権利擁護 

（２）福祉サービスの充実 

（３）サービス事業者への支援 
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（１）利用者の権利擁護 

■ 方向性  

福祉サービスを利用する際に、自らの意志に基づいて適切なサービスを利用でき、利

用者の権利が保障されるよう、権利擁護を進めます。 

 

■ 取り組み  

 

○各自が日常生活自立支援事業や成年後見制度について知るように心がけます。 

○各自が必要に応じて日常生活自立支援事業や成年後見制度を利用するように心がけ

ます。 

 

 

○日常生活自立支援事業や成年後見制度に関する周知を図るとともに、利用の促進を

行います。 

○地域での生活が困難な方が、自分らしい生活を維持できるよう、虐待や困難事例へ

の対応について支援を行い、権利擁護に努めます。 

 

 

○より多くの福祉情報を様々な方法で発信するとともに、高齢者や障がい者など、情

報収集等が困難な方に対する権利を擁護し、地域での生活を支援します。 

社会福祉協議会が取り組むこと 

市が取り組むこと 

市民・地域が取り組むこと 
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権利擁護の充実 

事業名 事業内容 

高齢者や障がい者の地域生活を支援するため、福祉サービスの利
用に対する相談や情報提供、日常的な金銭管理などを行います。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
日常生活自立支援事業の
充実 

啓  発 
利用促進

 
    

判断能力が十分でなくなっても、地域で安心して暮らすことがで
きるよう、成年後見制度活用の支援や後見人等の受任による財産管
理・身上監護などを行います。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
法人後見事業の充実 

啓  発 
利用促進

 
    

苦情受付担当者を置き、面接・電話・書面等により福祉サービス
における苦情などの相談に応じます。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
福祉サービスにおける苦
情の受付 

啓  発 
利用促進

 
    

苦情解決のための「第三者委員」を設置し、社会福祉協議会が実
施する事業やサービスに関する苦情に対して、客観的・中立的な立
場で利用者の状況や特性に配慮した適切な対応を行います。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

苦情解決第三者委員の設
置 

継続実施
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（２）福祉サービスの充実 

■ 方向性  

自分や地域の力では解決できないことについて、支援を必要としている人が必要な時

に利用しやすい福祉サービスの充実を図ります。 

 

■ 取り組み  

 

○各自が福祉サービスについて知るように心がけます。 

○各自が適正な量の福祉サービスを使うように心がけます。 

 

 

○児童福祉サービス、高齢者福祉サービス、障がい者福祉サービスなどの各種福祉サ

ービスについて、必要量の確保や質の向上に努めます。 

○「高齢者福祉計画・介護保険事業計画」「障がい者計画・障がい福祉計画」「次世代

育成支援地域行動計画」「健康にっこう 21 計画」等の計画に基づき、各種福祉サー

ビスについて情報提供を行い、必要な人が必要な時に利用しやすい体制を整えます。 

 

 

○事業者として、介護保険事業、障害者自立支援事業に取り組みながら、独自の事業、

住民主体の支え合い活動などを組み合わせて豊かな地域生活の実現を目指します。 

○誰もが住み慣れた地域で家族やその地域の人たちとともに安心して生活できる地域

社会づくりを目指して、より身近な小地域を単位としたきめ細やかな地域ケア体制

を進めていきます。 

社会福祉協議会が取り組むこと 

市が取り組むこと 

市民・地域が取り組むこと 
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生活支援サービスの充実 

事業名 事業内容 

介護保険における在宅サービスを実施します。 

①居宅介護支援事業：介護支援専門員（ケアマネジャー）によるケ

アプラン作成、関係機関等の連絡・調整を行います。 

②訪問介護事業：訪問介護員（ホームヘルパー）が家庭訪問し、身

体介護や生活援助等を行います。 

③通所介護事業：デイサービスセンターにおいて、日常生活介護や

レクリエーション等を行います。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

介護保険(居宅・訪問介
護・通所介護)事業の実施 

充実実施
 

    

訪問介護員（ホームヘルパー）が障がい者の家庭を訪問し、身体
介護や家事援助、外出時の移動支援等を行います。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
障害者自立支援(居宅・移
動)事業の実施 

充実実施
 

    

高齢化集落等の過疎地において、地域の福祉ニーズや社会資源等

の実情を踏まえ、市民相互の支え合い・助け合いを基盤とした在宅

サービス事業について検討します。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

過疎地域等に対する在宅
サービス事業の検討 

検討・調整

随時実施

 
    

   

福祉サービスの利用支援 

事業名 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

日常生活自立支援事業の
充実(再掲) 

啓  発 
利用促進

 
    

 

当事者組織の活動支援 

事業名 事業内容 

各種当事者団体の活性化と自主的運営を目指して活動を支援し

ます。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
当事者団体等への活動支
援 

充実実施
 

    

介護教室や介護者同士の交流やリフレッシュを図るためのレス
パイト事業を実施し、在宅介護者に対する支援を行います。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

在宅介護者等への支援 
(地区社会福祉協議会活
動) 

充実実施
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（３）サービス事業者への支援 

■ 方向性  

各種福祉サービスの質の向上に向け、幅広い事業主体の福祉サービスへの参入促進や

情報提供等の支援を行います。 

 

■ 取り組み  

 

○福祉サービスを利用する際には、優良な福祉サービス事業者を選択するよう心がけ

ます。 

 

 

○福祉サービスに関する市民のニーズの把握と情報提供に努めます。 

○新規参入の事業者に対する相談に応じます。 

 

 

○地域福祉を推進する組織としてふさわしい活動を展開し、福祉サービスの情報提供

などを通して、地域全体の福祉サービス力の向上に努めます。 

福祉サービス情報の充実 

事業名 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

情報提供活動(情報誌・ホ
ームページ)の充実(再掲) 

充実実施
 

    

 

 

 

社会福祉協議会が取り組むこと 

市が取り組むこと 

市民・地域が取り組むこと 
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３．社会福祉協議会の活動の活性化 

■ 現状と課題  

社会福祉協議会は、地域福祉の推進を図ることを目的に設立された団体であり、地域

福祉を推進する中核的な団体として、誰もが安心して暮らすことのできる福祉のまちづ

くりを使命としています。 

アンケート調査では、若い世代を中心として、社会福祉協議会のことを聞いたことが

ない、あるいはわからないという回答が多く、認知度が低くなっています。 

社会福祉協議会では、住み慣れた地域での生活支援や支え合い・助け合いの体制づく

りに向けて様々な事業を展開しています。今後も、さらなる活動内容の充実を推進して

いく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

市民の声 

・ 社協と市が連携して情報を共有していってほしい。 

 

■取り組み 

（１）社会福祉協議会の活動の活性化 
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（１）社会福祉協議会の活動の活性化 

■ 方向性  

地域福祉を推進する上で中心的な役割を担う、社会福祉協議会の活動について活性化

を図ります。 

 

■ 取り組み  

 

○各自が社会福祉協議会の活動を知るように心がけます。 

○各自が会員制度への理解と協力を心がけます。 

○各自が社会福祉協議会事業へ参加や協力することを心がけます。 

 

 

○社会福祉協議会への支援強化と連携を進めます。 

 

 

○市民から信頼される組織経営（組織、財務、事業等）を実現するため、日光市社会

福祉協議会としての使命及び経営理念に基づき、発展・強化プランを継続策定し、

計画的な経営を進めていきます。 

○地域福祉を推進する中核的な組織としてふさわしい専門職（社協コミュニティワー

カー、ボランティアコーディネーターなど）を配置し、独自性と専門性を発揮した

質の高い地域支援を行います。 

社会福祉協議会の基盤強化 

事業名 事業内容 

発展・強化プランを継続策定し、計画的な経営を進めます。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 発展・強化プランの策定、
推進 

充実実施
第二次 
策 定 

充実実施
 

  

地域福祉の専門職（社協コミュニティワーカー、ボランティアコ
ーディネーターなど）を配置し、質の高い地域支援活動を展開しま
す。 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

社協コミュニティワーカー
等専門職配置の推進 

継続配置
充実強化

 
    

 

社会福祉協議会が取り組むこと 

市が取り組むこと 

市民・地域が取り組むこと 
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第５章 地区の方向性 
地域福祉を推進する上で、それぞれの地区の特性を踏まえ、地区別の計画を立てる必

要があります。本計画においては、地区社会福祉協議会の区分でもある 9 つの圏域を地

域福祉を推進していく地区として設定し、今後策定予定の小地域福祉活動計画の方向性

を示します。 

 

 

 

 

 

栗山地区 

日光地区 

足尾地区 

藤原地区 

落合地区 

大沢地区 

塩野室地区 

豊岡地区 
今市地区 
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第１節 今市地区 

１．地区の概況 

今市地区は、旧今市市の北西部に位置する、人口約 24,800 人の

地区です。面積は 50.3km2で、日光街道と例幣使街道、会津西街道

が合流する要衝の地として発展し、現在でも市役所などの公共施

設が集まる中心の地です。 

 

２．アンケート調査結果 

地区の状況についてアンケート調査結果から抜粋したものは以下の通りとなります。

地区の回収状況は 377 件となっています。 

 

■「地域」の範囲

13.7

17.2

32.6

30.8

6.3

6.6

4.4

3.2

18.9

18.6

17.8

18.6
1.1

1.0

4.0

5.3

0 20 40 60 80 100

市全体

今市地区

（％）

隣近所 自治会 小学校区 中学校区

旧市町村 日光市全地域 その他 無回答
 

 

■地域への愛着

25.2

22.3

44.3

43.8

14.8

18.6

7.4

7.2

7.1

7.2

1.1

1.2

0 20 40 60 80 100

市全体

今市地区

（％）
大いにある ある程度ある どちらともいえない

あまりない 全くない 無回答
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■ふだんの近所付き合い

9.6

8.0

9.9

7.7

16.0

14.1

27.8

28.6

26.3

30.8

4.1

3.7

0.5

0.8

5.8

6.4

0 20 40 60 80 100

市全体

今市地区

（％）

常日ごろから、家族ぐるみの付き合いがある

困っているとき（病気、悩み、事故など）に、相談をしたり、助け合ったりする

一緒にお茶を飲んだり、留守をするときに声をかけあう
たまに立ち話をする程度

会えばあいさつをかわす程度

付き合いがほとんどない

その他
無回答

 

 
■地域の中の問題点・不足しているもの

単位（％）

あ
い
さ
つ
を
し
な
い
人
が
多

い

緊
急
時
の
対
応
体
制
が
わ
か

ら
な
い

犯
罪
の
増
加

交
通
マ
ナ
ー

の
乱
れ

道
ば
た
の
ご
み
が
増
え
た

地
域
で
の
子
ど
も
の
見
守
り

が
な
さ
れ
て
い
な
い

子
ど
も
や
高
齢
者

、
障
が
い

者
に
対
す
る
虐
待
を
見
た
り

聞
い
た
り
す
る

隣
近
所
と
の
交
流
が
少
な
い

世
代
間
の
交
流
が
少
な
い

地
域
の
活
動
が
不
活
発
で
あ

る

地
域
の
中
で
気
軽
に
集
ま
れ

る
場
が
少
な
い

障
が
い
者
に
対
す
る
理
解
が

不
足
し
て
い
る

健
康
に
対
す
る
意
識
が
低
い

そ
の
他

無
回
答

市全体 14.0 28.2 10.0 19.6 22.9 3.9 2.6 24.1 23.5 14.6 17.5 9.5 8.2 5.1 12.1
今市地区 15.9 30.0 12.2 23.9 21.8 2.9 2.4 26.8 20.4 13.5 16.4 11.1 8.2 4.5 10.6 

 

３．ワークショップ結果 

●地区の目標 

高齢者にやさしいまちづくり 

 

●課題と解決策 

資源と課題 解決策のアイデア（自助・互助・共助） 

居場所づくり  

○ 隣近所での声かけが多い、自治会長の指導力と

協力があり民生委員活動がしやすい。また、お祭り

など、伝統行事が多く残っている。 

○ 自治会館が役割を果たせていない、新しい住民

を中心とした隣人との交流が希薄になっている。特

に団地では見守りリーダーを養成するなど、連携を

していく必要がある。 

○ シャッターが降りているところが多かったり、出か

けたくなるまちづくりができていない。 

○ 各自治会館や休眠店舗などを開放し、コミュニケ

ーションの場として有効活用すべき。 

○ 地域のリーダーの育成をしていく。 

○ 多くの人が参加できるイベントやお祭りなどの行

事を考え、交流をする。 
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交通手段  

○ 市内の中では、バスや鉄道が比較的利便性がよ

い。 

○ 高齢者にとっては、通院や買い物の際の交通の

便が悪く、生活に不便である。 

○ 道幅が狭いなどの道路状況が悪いことや、日常

生活及び災害などの緊急時が不安。 

○ 買い物等を地域のお店で配達したり、通院の際

の運転ボランティアを募ったり、隣近所同士で助け

合う。 

仲間づくり  

○ 地域で交流グループをつくったり、高齢者の社会

参加を促す活動機会と場所を創出してほしい。 

○ 仲間づくりができるようにするために、まずは居場

所づくりが必要。 

○ 各公民館の講座等に参加したり、神社仏閣めぐり

の行事を企画する。 

弱者支援  

○ 障がい者が孤立化しているなど支援が必要。 

○ ユニバーサルトイレが身体障がい者にとって使い

づらい。飲食店で高齢者・身体障がい者用の食事

器具の設置が必要等、外出先での日常生活の困り

事がある。 

○ 声かけ・自宅訪問・見守り活動などにより、弱者支

援を行う。 

○ 障がい者や介護が必要な人は、サービスや施設

を利用した方が良い。 

子育て支援  

○ 南部の方は若い人や子どもが多い。 

○ 全体的には、子どもの数が減っているほか、大人

との交流機会が減っている。 

○ 子どもが外で遊べる場所がほしい。 

○ 子ども会活動の活性化や、昔の遊びを子どもから

大人までやるなどの活動を行う。 

○ 公園等の子どもの遊び場や見守りボランティアの

育成などが必要。 

防犯  

○ 登下校の際、地域で子どもの見守りパトロールを

行っておりよい。 

○ 街灯設備が整っていないところも多く危険であ

る。 

○ 登下校時に子どもへの声かけをするなど、地域コ

ミュニティを充実させる。 

○ 地域の公共機関や法人等に協力を呼びかけ、夜

間の照明等に協力してもらう。 

防災  

○ 自治会によっては防災マップを作成している。 

○ 災害発生時に備え、独居高齢者の把握や、連絡

方法を確立するなどのシステムづくりが大切であ

る。 

○ 自治会ごとに防災訓練、災害発生時のマニュア

ルの作成、防災マップの作成。 

○ 日常生活の中で防災についての回覧をまわすな

ど各家庭で意識を持つようにする。 

地域資源  

○ 市役所、文化会館、図書館など市の施設が集中

しているほか、商店やショッピングセンターも充実し

ている。 

（意見無し） 
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第２節 落合地区 

１．地区の概況 

落合地区は、旧今市市の南部に位置し宇都宮市や鹿沼市に隣接

する、人口約 9,500 人の地区です。面積は 52.1km2で、例幣使街道

が地区の中央を縦に走り、美しい杉並木の中で、獅子舞など豊か

な地域文化がはぐくまれてきた地区です。 

 

２．アンケート調査結果 

地区の状況についてアンケート調査結果から抜粋したものは以下の通りとなります。

地区の回収状況は 133 件となっています。 

 

■「地域」の範囲

13.7

13.5

32.6

28.6

6.3

9.0

4.4

11.3

18.9

15.0

17.8

17.3

1.0

2.3

5.3

3.0

0 20 40 60 80 100

市全体

落合地区

（％）

隣近所 自治会 小学校区 中学校区

旧市町村 日光市全地域 その他 無回答
 

 

■地域への愛着

25.2

23.3

44.3

44.4

14.8

14.3

7.4

12.0

7.1

5.3

1.2

0.8

0 20 40 60 80 100

市全体

落合地区

（％）
大いにある ある程度ある どちらともいえない

あまりない 全くない 無回答
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■ふだんの近所付き合い

9.6

7.5

9.9

16.5

16.0

16.5

27.8

17.3

26.3

29.3

4.1

5.3
1.5

0.5

6.0

5.8

0 20 40 60 80 100

市全体

落合地区

（％）

常日ごろから、家族ぐるみの付き合いがある

困っているとき（病気、悩み、事故など）に、相談をしたり、助け合ったりする

一緒にお茶を飲んだり、留守をするときに声をかけあう
たまに立ち話をする程度

会えばあいさつをかわす程度

付き合いがほとんどない

その他
無回答

 

■地域の中の問題点・不足しているもの

単位（％）

あ
い
さ
つ
を
し
な
い
人
が
多

い

緊
急
時
の
対
応
体
制
が
わ
か

ら
な
い

犯
罪
の
増
加

交
通
マ
ナ
ー

の
乱
れ

道
ば
た
の
ご
み
が
増
え
た

地
域
で
の
子
ど
も
の
見
守
り

が
な
さ
れ
て
い
な
い

子
ど
も
や
高
齢
者

、
障
が
い

者
に
対
す
る
虐
待
を
見
た
り

聞
い
た
り
す
る

隣
近
所
と
の
交
流
が
少
な
い

世
代
間
の
交
流
が
少
な
い

地
域
の
活
動
が
不
活
発
で
あ

る

地
域
の
中
で
気
軽
に
集
ま
れ

る
場
が
少
な
い

障
が
い
者
に
対
す
る
理
解
が

不
足
し
て
い
る

健
康
に
対
す
る
意
識
が
低
い

そ
の
他

無
回
答

市全体 14.0 28.2 10.0 19.6 22.9 3.9 2.6 24.1 23.5 14.6 17.5 9.5 8.2 5.1 12.1
落合地区 12.0 27.1 9.0 20.3 25.6 5.3 2.3 21.1 28.6 9.8 18.8 6.0 5.3 4.5 12.0 

 

３．ワークショップ結果 

●地区の目標 

高齢者にやさしい人・地域づくり 

子供たちに残そう地域の自然 

 

●課題と解決策 

資源と課題 解決策のアイデア（自助・互助・共助） 

交通施設  

○ 例幣使街道とＪＲ線、東武線が走っているため交

通の便が良い。 

○ 沿線から外れると、公共交通機関は少なく、交通

の便が不便である。特に高齢者の通院や買い物の

際の利便性が問題。 

○ 道路自体も、街路灯が少なかったり、通学路に歩

道がなかったりするなど、整備されていなく危険。 

（意見無し） 
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地域交流  

○ 組や班などの組織が成り立たなくなってきてい

る。 

○ 近所同士で地域住民が集まり交流を持つような

場所が少ない。 

○ それぞれの人が個人プレイが多かったり、責任感

が足りない。 

○ 「やさしい地域づくり委員会（仮）」を各集落ごとに

結成し、研修会や見学会を行う。 

○ 自治会が先頭になり様々なイベントを開催したり、

幼児から高齢者が一つになった催しを行う。 

○ 障がい者、子ども、高齢者向けのサロンの開催。 

高齢者のくらし  

○ 長寿会の新規会員や役員になる人が少なく困っ

ている。 

○ 高齢者では買い物等に行けず困っている人がお

り、交通弱者に対する仕組みづくりが必要である。 

○ 安い特別老人ホームや、家族介護者への支援な

ど、介護に関する支援が足りない。 

○ 長寿会の加入を促進したり、自治公民館を利用し

た集いを行う。 

○ 地域ボランティアや自治会等の既存の団体によ

る見守り、声かけ、週 1 回程度の立ち寄りなどを行

う。 

地域の子ども  

○ 子ども数が減っており、地域活動に支障が出てい

る。 

○ 公園や広場など、戸外で子どもが安心して遊べる

場所が少ない。 

（意見無し） 

環境  

○ 比較的温暖で日照りも多く、犯罪・非行が少ない

ことなどから、生活しやすい環境である。 

○ ゴミのポイ捨てなどが見受けられる。 

○ ごみを出さない努力をしたり、草取りやごみ拾い

を進んで行う。 

○ 河川愛護会や道路愛護会、自然環境保全会など

の活動を増やすことや、ポイ捨てができない環境整

備や広報活動をしていく。 

医療  

○ 地区によって病院がなかったり、緊急時に対応可

能な病院がないため不便である。 

（意見無し） 

電波  

○ 携帯電話の電波が入らないところや、テレビの電

波が入らない地域がある。 

（意見無し） 

商業施設  

○ 商店やコンビニエンスストアがなく不便。 （意見無し） 

施設  

○ 障がい者が利用できる施設がない。 （意見無し） 

イベント  

○ 盆踊りや芋煮大会などイベントがある。 ○ 笑顔まつりのような地域でできるおまつりを開催

する。 

○ 高齢者学級や子ども会で共催のイベントを行う。 
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第３節 豊岡地区 

１．地区の概況 

豊岡地区は、旧今市市の北部に位置する、人口約 7,200 人の地

区です。面積は 67.7km2で、市街地と、月山などに代表される雄大

な自然が残る山間部から構成されており、鬼怒川や福島県へと続

く交通の要衝となっている地区です。 

 

 

２．アンケート調査結果 

地区の状況についてアンケート調査結果から抜粋したものは以下の通りとなります。

地区の回収状況は 107 件となっています。 

 

■「地域」の範囲

13.7

12.1

32.6

34.6

6.3

9.3

4.4

5.6

18.9

16.8

17.8

14.0
1.9

1.0

5.6

5.3

0 20 40 60 80 100

市全体

豊岡地区

（％）

隣近所 自治会 小学校区 中学校区

旧市町村 日光市全地域 その他 無回答
 

 

■地域への愛着

25.2

27.1

44.3

47.7

14.8

13.1

7.4

4.7

7.1

6.5
0.9

1.2

0 20 40 60 80 100

市全体

豊岡地区

（％）

大いにある ある程度ある どちらともいえない

あまりない 全くない 無回答
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■ふだんの近所付き合い

9.6

13.1

9.9

6.5

16.0

16.8

27.8

30.8

26.3

24.3

4.1

3.7

0.5
5.8

4.7

0 20 40 60 80 100

市全体

豊岡地区

（％）
常日ごろから、家族ぐるみの付き合いがある

困っているとき（病気、悩み、事故など）に、相談をしたり、助け合ったりする

一緒にお茶を飲んだり、留守をするときに声をかけあう
たまに立ち話をする程度

会えばあいさつをかわす程度

付き合いがほとんどない

その他
無回答

 

 
■地域の中の問題点・不足しているもの

単位（％）

あ
い
さ
つ
を
し
な
い
人
が
多

い

緊
急
時
の
対
応
体
制
が
わ
か

ら
な
い

犯
罪
の
増
加

交
通
マ
ナ
ー

の
乱
れ

道
ば
た
の
ご
み
が
増
え
た

地
域
で
の
子
ど
も
の
見
守
り

が
な
さ
れ
て
い
な
い

子
ど
も
や
高
齢
者

、
障
が
い

者
に
対
す
る
虐
待
を
見
た
り

聞
い
た
り
す
る

隣
近
所
と
の
交
流
が
少
な
い

世
代
間
の
交
流
が
少
な
い

地
域
の
活
動
が
不
活
発
で
あ

る

地
域
の
中
で
気
軽
に
集
ま
れ

る
場
が
少
な
い

障
が
い
者
に
対
す
る
理
解
が

不
足
し
て
い
る

健
康
に
対
す
る
意
識
が
低
い

そ
の
他

無
回
答

市全体 14.0 28.2 10.0 19.6 22.9 3.9 2.6 24.1 23.5 14.6 17.5 9.5 8.2 5.1 12.1
豊岡地区 15.9 25.2 8.4 26.2 32.7 5.6 0.9 21.5 29.0 9.3 14.0 8.4 5.6 4.7 6.5  

 

３．ワークショップ結果 

●地区の目標 

声かけ活動を実践しよう！ 

みんなで地域交流しよう！ 

 

●課題と解決策 

資源と課題 解決策のアイデア（自助・互助・共助） 

生活に関して  

○ 子どもが少ないため、小学校存続や若い人の生

活に不安がある。 

○ 隣同士の仲が悪い、閉鎖的な考えがあるなどの

問題があり、地区全体でまとまりがない。 

○ また、独居高齢者への日ごろの声かけや、緊急

時の避難体制など、地域の協力が必要である。 

○ 香典返しをなくした方が良い。携帯電話の電波が

入らないところがある。交通量が多いのに道幅が狭

い。 

○ 回覧版を回す際に一言かけたり、道で会ったら立

ち話をしたりするなど、隣同士の家との付き合いを

積極的に行う。 

○ 近所同士であいさつをしたり、地域の交流の機会

を多くする。 

○ 小地域見守り活動を行ったり、不審者の出入りを

防ぐために住民の目が行き届いている地域にして

いきたい。 
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高齢者に関すること  

○ 近くに商店がなく、また移動手段もバス停や駅ま

で遠い場合が多いため、買い物が大変。 

○ 高齢者のみ世帯で体が不自由だと、ゴミ出しが大

変。 

○ 高齢者と住んでいる家族介護者への支援が必要

ではないか。 

○ 個人情報と、声かけ・援助の関係を明確化すべ

き。 

○ 独居高齢者に対してごみ出し時に声かけをする、

自治会としても対応をしていく。 

子ども子育てに関して  

○ スクールガードについて、大切である。しかし、協

力してくれる人が少ない、時間の経過とともに風化

してたり、行っていても子どもや人通り自体が少な

いところもある。 

○ 子どもが外で遊んでいない・遊べない状況であ

り、主に安全面から対策が必要。 

○ 地域の高齢者が学校ボランティアとして積極的に

参加していくなど、地域・学校が協力していく。 

○ 小中学校と児童館の交流を検討する。 

豊岡地区のよいところいろいろ  

○ 東武線沿線であり、大型店や福祉施設が充実し

ている一方で、大笹牧場など豊かな自然も残って

いる。 

○ 不登校児童生徒のための学校がある。 

（意見無し） 

道路環境に関して  

○ 杉並木などでは道路が狭く、走行上、防犯上から

も危険である。 

○ 学道の木々については、地区の代表者と持ち主

が理解を求めるようにする。 

○ 野犬や動物による事故については、各自が気を

付けること、また飼主が責任を持って飼う。 

地域活動  

○ 消防団や老人会の入会者が少ない。 

○ 働いている場合、日中に地域社会での活動に参

加できる人が少なく、また忙しいと活動を休みがち

になってしまう。 

○ ボランティアについて、声をかければ協力してく

れる組織づくりをしてほしい。 

○ 自治会班活動の活用をさらに勧めていくこと、班

活動における企画（花見・暑気払いなど年配と若い

世代の班活動を別に）する。 

○ 定年を迎えた人に声をかけ地域活動を行ってい

く。 
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第４節 大沢地区 

１．地区の概況 

大沢地区は、旧今市市の南東部に位置し宇都宮市に隣接する、

人口約 18,500 人の地区です。面積は 48.6km2で、下野大沢駅や日

光宇都宮道路の大沢インターチェンジなどの周辺部を中心として

商業施設などが整備され、生活圏域として形成されています。 

 

２．アンケート調査結果 

地区の状況についてアンケート調査結果から抜粋したものは以下の通りとなります。

地区の回収状況は 234 件となっています。 

 

■「地域」の範囲

13.7

15.8

32.6

36.8

6.3

7.7

4.4

4.7

18.9

9.8

17.8

17.1

1.0

1.7

5.3

6.4

0 20 40 60 80 100

市全体

大沢地区

（％）

隣近所 自治会 小学校区 中学校区

旧市町村 日光市全地域 その他 無回答
 

 

■地域への愛着

25.2

18.4

44.3

48.3

14.8

11.5

7.4

12.4

7.1

7.3
2.1

1.2

0 20 40 60 80 100

市全体

大沢地区

（％）
大いにある ある程度ある どちらともいえない

あまりない 全くない 無回答
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■ふだんの近所付き合い

9.6

9.0

9.9

9.0

16.0

12.8

27.8

27.4

26.3

29.9

4.1

6.4
0.4

0.5

5.1

5.8

0 20 40 60 80 100

市全体

大沢地区

（％）
常日ごろから、家族ぐるみの付き合いがある

困っているとき（病気、悩み、事故など）に、相談をしたり、助け合ったりする

一緒にお茶を飲んだり、留守をするときに声をかけあう
たまに立ち話をする程度

会えばあいさつをかわす程度

付き合いがほとんどない

その他
無回答

 
 

■地域の中の問題点・不足しているもの

単位（％）

あ
い
さ
つ
を
し
な
い
人
が
多

い

緊
急
時
の
対
応
体
制
が
わ
か

ら
な
い

犯
罪
の
増
加

交
通
マ
ナ
ー

の
乱
れ

道
ば
た
の
ご
み
が
増
え
た

地
域
で
の
子
ど
も
の
見
守
り

が
な
さ
れ
て
い
な
い

子
ど
も
や
高
齢
者

、
障
が
い

者
に
対
す
る
虐
待
を
見
た
り

聞
い
た
り
す
る

隣
近
所
と
の
交
流
が
少
な
い

世
代
間
の
交
流
が
少
な
い

地
域
の
活
動
が
不
活
発
で
あ

る

地
域
の
中
で
気
軽
に
集
ま
れ

る
場
が
少
な
い

障
が
い
者
に
対
す
る
理
解
が

不
足
し
て
い
る

健
康
に
対
す
る
意
識
が
低
い

そ
の
他

無
回
答

市全体 14.0 28.2 10.0 19.6 22.9 3.9 2.6 24.1 23.5 14.6 17.5 9.5 8.2 5.1 12.1
大沢地区 19.7 26.1 17.1 24.8 26.9 3.0 4.3 25.2 23.5 14.5 16.2 9.4 6.0 9.4 11.1 

 

３．ワークショップ結果 

●地区の目標 

目指そう！地域力アップ 

 

●課題と解決策 

資源と課題 解決策のアイデア（自助・互助・共助） 

目指そう！地域力アップ  

○ 地域力のある地域である。 

○ 共稼ぎ家庭が多いことから日常づきあいが少な

い。若者を中心として自治会に加入しないなど地

域に無関心である。地域行事への参加者が少な

い。老人クラブの減少や役員のなり手がいない。 

○ 分譲当時はホームパーティー等も盛んに行われ

ていたが現在では高齢者が主流となっておりまとま

りがなくなっている。 

○ 地区ではデジタル放送の受信ができないため困

る。 

○ それぞれがあいさつをしたり、子どもや高齢者に

積極的に声かけをしたり、道路や自宅周りの清掃

をして外に人が出ている時間を長くしたり、レクリエ

ーションや行事には参加したり、近所の方の悩み

相談にのったりして交流を深める。 

○ 自治会への入会の促進や、自治会や隣近所で

気軽に集まり交流をしたり、イベント等の組単位の

活動を活発にしたりし、隣近所との交流を図る。 

○ 地区の公民館に常時管理指導をする方がいて、

常に開放し自由に活用できるようにする。 

○ 自治会などの小さな地域の単位で座談会を行

い、地域で何が必要なのかを考える。 
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育てよう感受性豊かな子どもたち  

○ 自然が豊かであるが、屋外で子ども達だけで遊

ぶことができない現状があり、その豊かさを体験し

きれていない。 

○ 安全・安心の体制づくりが必要であるとともに、安

全ばかりに目が行き過ぎて子どもの自由が無くなっ

てしまう恐れがある。 

○ 住んでいる地域をよりよく知ってもらいたい。 

○ 地域の公民館等で子ども達を集め、遊びのサー

クルを広げる。 

○ 親は自分で自分の身を守る教育をし、けがをして

も他人のせいにしないようにする。 

○ 学校行事にできるだけ参加したり、安全確保のパ

トロール活動に参加したり、子ども達とのふれあい

を大切にする。 

高齢者の生活を守ろう  

○ 高齢化率は他の地区に比べ低く、介護施設が比

較的多くある。 

○ 高齢者同士のコミュニケーションが取れていな

い。交通の便が悪いため外出の際の足が無く不

便。 

○ 予防医学に力を入れるべきだが、場所・施設がな

い。 

○ 高齢者一人ひとりの個性を尊重すべき。 

○ 近所の高齢者の方に声かけをするなどの見守り

をしたり、外出に付き添ったりする。 

○ 公民館を利用したゲームや手作業の時間をつく

ったり、老人会を通してカラオケやゲートボールな

どの参加者が多くなる催し物を行う。 

○ 高齢者が集える場をつくる。 

○ 乗合タクシーの運行や、電話一本で配達してくれ

るお店を増やす。 

○ 自治区内でボランティアを組織化し、高齢者宅の

清掃活動等の交流を図る。 

○ 老人会などへの入会を勧め、積極的な声かけを

進めること、歩いていける範囲での公民館や自宅

開放型のお茶飲み会の開催。 

障がい者の方とのふれあい  

○ 地区内の施設で交流会を実施している。 

○ 近所に障がいを持っている人がいるのかどうか分

からないし、知っていてもどう接したらよいか分から

ない。住民と障がい者との交流機会がない。 

○ 障がい者やその家族の方との話しかけを行うなど

自然な交流をもつようにする。 

○ 行事やイベントなどを学校、施設、地域などに案

内の通知を出す。 

○ 小さい頃から障がい者と交流の機会をつくり、大

人になった時に極あたりまえの接し方ができるよう

に。 

○ 学校、施設等への見学など地域での交流をより

行っていく。 

広めよう！ボランティア活動  

○ 地域福祉にはボランティアが必要である。 

○ ボランティア教育や、人を集める工夫が必要。 

○ ボランティアをする時には必ず他の人にも声をか

けるようにする。 

個性の尊重と支援  

○ 近所でも家族構成や年齢がわからない状態であ

り、個人情報の守秘に敏感すぎるのではないか。 

（意見無し） 

目的の明確化  

○ 福祉集会の目的を明確にする必要がある。 （意見無し） 
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第５節 塩野室地区 

１．地区の概況 

塩野室地区は、旧今市市の東部に位置する、人口約 3,000 人の

地区です。面積は 24.8km2で、昔から水が豊富で、鬼怒川が田畑を

潤す穀倉地帯が広がり、現在でも地区のほぼ全域に水田が開けて

います。 

 

２．アンケート調査結果 

地区の状況についてアンケート調査結果から抜粋したものは以下の通りとなります。

地区の回収状況は 47 件となっています。 

 

 

■「地域」の範囲

13.7

14.9

32.6

29.8

6.3

8.5

4.4

6.4

18.9

21.3

17.8

14.9
0.0

1.0

4.3

5.3

0 20 40 60 80 100

市全体

塩野室地区

（％）

隣近所 自治会 小学校区 中学校区

旧市町村 日光市全地域 その他 無回答
 

 

■地域への愛着

25.2

29.8

44.3

42.6

14.8

17.0

7.4 7.1

6.4
4.3

1.2

0 20 40 60 80 100

市全体

塩野室地区

（％）
大いにある ある程度ある どちらともいえない

あまりない 全くない 無回答
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■ふだんの近所付き合い

9.6

19.1

9.9

12.8

16.0

14.9

27.8

14.9

26.3

31.9

4.1

4.3

0.5

2.1

5.8

0 20 40 60 80 100

市全体

塩野室地区

（％）

常日ごろから、家族ぐるみの付き合いがある

困っているとき（病気、悩み、事故など）に、相談をしたり、助け合ったりする

一緒にお茶を飲んだり、留守をするときに声をかけあう
たまに立ち話をする程度

会えばあいさつをかわす程度

付き合いがほとんどない

その他
無回答

 

 

■地域の中の問題点・不足しているもの

単位（％）

あ
い
さ
つ
を
し
な
い
人
が
多

い

緊
急
時
の
対
応
体
制
が
わ
か

ら
な
い

犯
罪
の
増
加

交
通
マ
ナ
ー

の
乱
れ

道
ば
た
の
ご
み
が
増
え
た

地
域
で
の
子
ど
も
の
見
守
り

が
な
さ
れ
て
い
な
い

子
ど
も
や
高
齢
者

、
障
が
い

者
に
対
す
る
虐
待
を
見
た
り

聞
い
た
り
す
る

隣
近
所
と
の
交
流
が
少
な
い

世
代
間
の
交
流
が
少
な
い

地
域
の
活
動
が
不
活
発
で
あ

る

地
域
の
中
で
気
軽
に
集
ま
れ

る
場
が
少
な
い

障
が
い
者
に
対
す
る
理
解
が

不
足
し
て
い
る

健
康
に
対
す
る
意
識
が
低
い

そ
の
他

無
回
答

市全体 14.0 28.2 10.0 19.6 22.9 3.9 2.6 24.1 23.5 14.6 17.5 9.5 8.2 5.1 12.1
塩野室地区 10.6 25.5 23.4 12.8 27.7 4.3 - 14.9 14.9 8.5 14.9 4.3 8.5 4.3 8.5 

 

３．ワークショップ結果 

●地区の目標 

みんなで作ろう 元気な地域！ 

あいさつの輪をひろげよう！ 

 

●課題と解決策 

資源と課題 解決策のアイデア（自助・互助・共助） 

地域のテーマ  

○ 仕事をもっていると、近所付き合いがなかなかで

きない。地域行事の参加者の減少、近所付き合い

の希薄化、組織の役員になる人の減少など地域で

の組織力や近所付き合いができなくなっている。 

○ 自己中心的な人が多くなってきており、災害時の

助け合いが心配である。空き缶のポイ捨てがある。

○ 農家の後継者不足・嫁不足の解消。 

○ 「農地・水資源」行事を増やしたり、ごみ拾いを定

期的に行う。 

○ 地域での合言葉をつくり連帯感をつくる。 

○ 自治会が組織されていない地域があるなど自治

会のあり方の見直しが必要。 

○ 各種の行事に参加してもらい、地域の人たちの交

流を促進する。 

○ 自治会など子ども達が集まる場所がほしい。 
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子どもの事  

○ 放課後や休日外で遊ぶ子どもがおらず、安心し

て子ども達だけで遊べる環境が必要。 

○ 子ども達との交流の機会がない、今の子ども達の

思いを知る必要があるのでは。 

○ 通学路で歩道がない場所があり、交通事故等が

心配である。 

○ 障がい者との交流機会も少ない。 

○ 学校や運動場の休日開放を利用し遊びの学習を

する。 

○ 地域ネットワークの見直しをする。 

○ 子どもとお母さんが一緒に集える場所をつくる。 

おらが自慢  

○ きれいな水や美味しいお米など自然が多く、大き

な災害や犯罪もないため、住みやすく環境が良

い。 

○ 体育祭や敬老会がきちんとできていることや隣近

所で気を配りあう関係が残っている。 

○ 近所での簡単な買い物をする場所がなくて不便

である。 

（意見無し） 

ハード面の整備  

○ 安全・安心して出かけられるように歩道を整備し

てほしい。 

○ 大型車の走行が多い道路では散歩や通学に危

険である。 

（意見無し） 

交流  

○ 地域の中で気軽に集えるサロンなど、交流の場

がほしい。 

○ 日常生活における悩みや思いを共有できる場所

が必要。 

○ 交流会やテーマごとのイベントを開催する。 

○ 「ふれあいサロン」として地域のお茶飲みの場所

をつくる。 

高齢者のこと  

○ 高齢化が進み、独居高齢者が増えてきている。 

○ 福寿会の後継者が少ないほか、自治会内や地域

の人たちと高齢者のふれあいの場が少ない。 

○ 認知症ケアサポーターを増やしたり、バリアフリー

に配慮するなど、高齢者にやさしい介護の環境づ

くりが必要。 

○ 高齢者宅への声かけ運動や班単位で自治会回

覧による訪問を増やす。 

○ 自治公民館の開放など高齢者が自由に集まれる

場所づくりをする。 

○ 福寿会を応援する会を立ち上げる。 

○ 例として 70 歳になったら福寿会へぜひ入会して

もらうような働きかけをする。 
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第６節 日光地区 

１．地区の概況 

日光地区は、栃木県の西北端に位置する、人口約 16,400 人の地

区です。面積は 320.9km2で、四季折々の変化を醸し出す大自然と、

1,200 余年の歴史と伝統に育まれた社寺仏閣の人工美が調和して

います。特に、平成 11 年に世界遺産にも登録された「日光の社寺」

を代表とする歴史的・文化的遺産など人類共有のかけがえのない

財産があります。 

 

２．アンケート調査結果 

地区の状況についてアンケート調査結果から抜粋したものは以下の通りとなります。

地区の回収状況は 299 件となっています。 

 

■「地域」の範囲

13.7

9.7

32.6

34.1

6.3

4.7

4.4

2.7

18.9

21.4

17.8

20.7
0.3

1.0

6.4

5.3

0 20 40 60 80 100

市全体

日光地区

（％）

隣近所 自治会 小学校区 中学校区

旧市町村 日光市全地域 その他 無回答
 

 

■地域への愛着

25.2

31.8

44.3

44.5

14.8

11.0

7.4 7.1

8.7
2.7

1.2

1.3

0 20 40 60 80 100

市全体

日光地区

（％）

大いにある ある程度ある どちらともいえない

あまりない 全くない 無回答
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■ふだんの近所付き合い

9.6

8.4

9.9

10.4

16.0

16.1

27.8

35.8

26.3

19.1

4.1

3.7
0.3

0.5

6.4

5.8

0 20 40 60 80 100

市全体

日光地区

（％）
常日ごろから、家族ぐるみの付き合いがある

困っているとき（病気、悩み、事故など）に、相談をしたり、助け合ったりする

一緒にお茶を飲んだり、留守をするときに声をかけあう
たまに立ち話をする程度

会えばあいさつをかわす程度

付き合いがほとんどない

その他
無回答

 

■地域の中の問題点・不足しているもの

単位（％）

あ
い
さ
つ
を
し
な
い
人
が
多

い

緊
急
時
の
対
応
体
制
が
わ
か

ら
な
い

犯
罪
の
増
加

交
通
マ
ナ
ー

の
乱
れ

道
ば
た
の
ご
み
が
増
え
た

地
域
で
の
子
ど
も
の
見
守
り

が
な
さ
れ
て
い
な
い

子
ど
も
や
高
齢
者

、
障
が
い

者
に
対
す
る
虐
待
を
見
た
り

聞
い
た
り
す
る

隣
近
所
と
の
交
流
が
少
な
い

世
代
間
の
交
流
が
少
な
い

地
域
の
活
動
が
不
活
発
で
あ

る

地
域
の
中
で
気
軽
に
集
ま
れ

る
場
が
少
な
い

障
が
い
者
に
対
す
る
理
解
が

不
足
し
て
い
る

健
康
に
対
す
る
意
識
が
低
い

そ
の
他

無
回
答

市全体 14.0 28.2 10.0 19.6 22.9 3.9 2.6 24.1 23.5 14.6 17.5 9.5 8.2 5.1 12.1
日光地区 12.4 30.8 4.3 16.1 17.1 4.0 4.0 25.8 21.4 15.4 20.7 8.4 11.7 4.3 13.4 
 

３．ワークショップ結果 

●地区の目標 

自然との共生と福祉の土壌づくり 

 

●課題と解決策 

資源と課題 解決策のアイデア（自助・互助・共助） 

高齢者  

○ 高齢化が進み、高齢者のみ世帯や独居高齢者

が増えており、日常生活での世話人をやれる人が

少なくなっていることや、安全体制の見直しが必要

であることや、交流機会が必要である。 

○ 支援を必要とする人が見えてこない。 

○ 困った時の相談機関や、在宅での介護の支援、

介護サービスの人材不足や、介護提供側のヘル

パーやケアマネジャーの水準の統一。 

○ お茶会や生きがいサロン、食事会などの開催・参

加。 

○ 高齢者宅を訪問し困り事を聞いたり、用事を依頼

されるようにする。 

○ 回覧版を届ける際に高齢者に声をかけ生活要望

を伺う。 

○ 地域で朝昼夕方に一声運動を行ったり、郵便配

達の方に見守りをお願いする。 

○ 地域の安全を支えるサポートグループをつくる。 

○ 地域外の高齢者との交流事業や、マイクロバス等

を定期的に巡回させ高齢者の足とする。 

○ 介護保険利用者に対しヘルパーやケアマネジャ

ーの評価を行ってはどうか。 
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地域  

○ 集合住宅が少なく古い地域では、地域住民の結

束力が強く、お互いに助け合う気持ちがある。 

○ 一方で、若い人たちの行事参加が少ないことや、

育成会がある中学生以降は子ども達との交流機会

がなくなってしまう。 

○ 地域の特性上観光客が多く、地域の人以外との

関わり方が難しい。 

○ 自治会で納涼祭等を実行し、子どもと大人が一

緒に楽しむ。 

○ 今昔の話の交換などのふれあい行事を通じ、子

どもと大人の交流を深める。 

子ども  

○ 子どもが少ないため、行事が存続できなくなって

きていることや、就園・就学前の子育て中の親同士

の仲間づくりが大変である。 

○ 子どもだけで外で遊べるような公園や環境が必

要。 

○ 子どもの生活上の技術を高齢者がアドバイス・後

援する。 

○ 子どもが参加しやすい地域行事を増やす。 

○ 月に 1 回はお父さんの休みに子どもと交流する日

にする。 

○ 市内学校単位での学童保育を設置する。 

○ 企業の誘致や医療・義務教育費の無料化、児童

手当の充実などにより少子化対策を。 

施設  

○ 高齢者が日中自由に集える場所がほしいという

意見や、各自治会にコミュニティセンターがほし

い。 

○ 公民館があまり利用されていないということや、余

剰となっている公的施設を利活用すべき。 

○ 施設の公開について理解を深める。 

○ 空いている民家を利用し、子どもから高齢者まで

集まれる施設をつくる。 

○ 空家を利用してコミュニティセンター化をする。 

自然  

○ おいしい水や山菜があり、森林も多いため、自然

環境が良い。 

○ その環境の良さから、鹿やイノブタ、猿が多く生息

しており、田んぼや畑の被害が出ている。 

○ 携帯電話やテレビの電波が入らない。 

○ ごみ出しの日に監視をする。 

○ 自然への関心を進める教育をする。 

生活環境  

○ 公共施設等のバリアフリー化が進んでいない。 

○ バス停までが遠く自動車が運転できない場合、交

通手段が乏しく不便である。 

○ 何事も基本は自己決定と自己解決である。 

○ 寺社関係の仕事と自治会長の仕事を切り離す。 

○ 地域で福祉を考える土壌を育てる。 
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第７節 藤原地区 

１．地区の概況 

藤原地区は、栃木県北部、福島県との県境に位置する、人口約

10,700 人の地区です。面積は 272.3km2で、「水と緑と渓」の温泉

の町にふさわしく、地区の中央を流れる男鹿川・鬼怒川は、龍王

峡などの景勝地をつくり、四季折々に彩られた渓谷美を十分に楽

しませてくれます。豊かな温泉や美しい自然、首都圏からの交通

のアクセスにも恵まれ、テーマパークなど多くの観光・レジャー

施設を擁し、宿泊客は年間240万人と全国屈指の温泉観光地です。 

 

２．アンケート調査結果 

地区の状況についてアンケート調査結果から抜粋したものは以下の通りとなります。

地区の回収状況は 142 件となっています。 

 

■「地域」の範囲

13.7

12.0

32.6

26.8

6.3

4.9

4.4

4.2

18.9

27.5

17.8

21.8

1.0

2.8

5.3

0 20 40 60 80 100

市全体

藤原地区

（％）

隣近所 自治会 小学校区 中学校区

旧市町村 日光市全地域 その他 無回答
 

 

■地域への愛着

25.2

22.5

44.3

39.4

14.8

19.0

7.4

11.3

7.1

6.3
1.4

1.2

0 20 40 60 80 100

市全体

藤原地区

（％）

大いにある ある程度ある どちらともいえない

あまりない 全くない 無回答
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■ふだんの近所付き合い

9.6

6.3

9.9

7.7

16.0

18.3

27.8

29.6

26.3

26.8

4.1

4.2

0.5
5.8

7.0

0 20 40 60 80 100

市全体

藤原地区

（％）

常日ごろから、家族ぐるみの付き合いがある

困っているとき（病気、悩み、事故など）に、相談をしたり、助け合ったりする

一緒にお茶を飲んだり、留守をするときに声をかけあう
たまに立ち話をする程度

会えばあいさつをかわす程度

付き合いがほとんどない

その他
無回答

 

 

■地域の中の問題点・不足しているもの

単位（％）

あ
い
さ
つ
を
し
な
い
人
が
多

い

緊
急
時
の
対
応
体
制
が
わ
か

ら
な
い

犯
罪
の
増
加

交
通
マ
ナ
ー

の
乱
れ

道
ば
た
の
ご
み
が
増
え
た

地
域
で
の
子
ど
も
の
見
守
り

が
な
さ
れ
て
い
な
い

子
ど
も
や
高
齢
者

、
障
が
い

者
に
対
す
る
虐
待
を
見
た
り

聞
い
た
り
す
る

隣
近
所
と
の
交
流
が
少
な
い

世
代
間
の
交
流
が
少
な
い

地
域
の
活
動
が
不
活
発
で
あ

る

地
域
の
中
で
気
軽
に
集
ま
れ

る
場
が
少
な
い

障
が
い
者
に
対
す
る
理
解
が

不
足
し
て
い
る

健
康
に
対
す
る
意
識
が
低
い

そ
の
他

無
回
答

市全体 14.0 28.2 10.0 19.6 22.9 3.9 2.6 24.1 23.5 14.6 17.5 9.5 8.2 5.1 12.1
藤原地区 8.5 31.0 5.6 9.2 19.7 5.6 0.7 22.5 33.1 19.0 15.5 14.1 7.7 3.5 15.5 
 

３．ワークショップ結果 

●地区の目標 

自然といやしと人づくり 

 

●課題と解決策 

資源と課題 解決策のアイデア（自助・互助・共助） 

地域  

○ 昔ながらの行事を無くさないように工夫をしたり、

そば街道と組合をつくり地域おこしに取り組んだり

と、地域の活性化を図っている。 

○ 近所付き合いが減っていたり、若い人の共働きに

よる地域活動への参加が減っていたりすることか

ら、地域のまとまりが無く、自治会活動が機能しなく

なってきている。 

○ 伝統芸能について、小中学生には保存会での指

導を行っているが、成人が少なく、祭りでの披露は

中断されている状況である。 

○ ふだんから隣近所への声かけや自治会をはじめ

とした地域住民が交流できる地域活動に参加す

る。 

○ 空家が多いため居住促進などの対策をする。 
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高齢者  

○ 観光業が多いという特性上、近所付き合いが希

薄になりがち。 

○ 独居高齢者も増えてきており、冬季期間中の雪

かきの心配や、交通手段の不便など、生活面での

心配ごとがある。 

○ ひとり暮し高齢者などに対し声かけや安否確認な

どを地域の人をはじめとして郵便配達や新聞配達

の人も含めて見守り活動を行っていく。 

○ 老人クラブの集まりと自治会が時々交流を持ち関

わっていくようにする。 

○ 高齢者世帯の雪かきをボランティアで行う。 

○ 公民館や集会所、空室などを利用し高齢者のお

茶飲み場をつくる。 

子ども  

○ 子どもがよくあいさつしてくれて嬉しい。 

○ 一人での下校が禁止になり、地域の協力者がい

ないと下校できない状況下で、見守り隊は地区に

より人数のばらつきがある。 

○ 子どもを安心して遊ばせる場所がない。 

○ 親がもっと地域の人を信用するようにする。 

障がい者  

○ 駅や施設の階段が多く、バリアフリーのものが少

ない。 

○ 気軽に相談にのってもらえる場が必要ということ

や、障がい者を持つ親の負担が多いことなど、障が

い者及びその家族に対する支援がもっと必要であ

る。 

（意見無し） 

生活環境  

○ 公共交通機関が少なく、交通の便が悪いため買

い物等の日常生活が大変。 

○ 身近なところに交流の場が少ない。 

○ 休館中のホテルなどが目立ち物騒だが、利用で

きる可能性もあるのではないか。 

○ 街灯が少ないため、徒歩で帰宅する中高生が心

配。 

○ 高齢者や子ども達が気軽に集まれる場所をつく

る。 

○ 生協等に加入して食料や衣料等を運んでもらう

のも一つの手段では。 

○ 地域の中で病院や商店行きの車を出す。 

○ 街灯については、市役所と自治会が交渉して設

置できないか。 

自然  

○ 自然がたくさんあるが、猿などによる農作物の被

害があり困る。 

○ 温泉等の観光資源がたくさんあるとの意見がある

一方、温泉・観光地としての宣伝が下手である。 

○ 地元の人のための自然観察会を開き、地域をより

知って好きになってもらうようにする。 
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第８節 足尾地区 

１．地区の概況 

足尾地区は、栃木県の最西部、渡良瀬川の源流域に位置する、

人口約 3,000 人の地区です。面積は 185.8km2で、周囲を急峻な山々

に囲まれた自然豊かな山と渓谷の地区で、江戸時代初期に銅山が

発見されて以来、銅山の町として発展し、日本の近代化に大きな

功績を果たしてきましたが、昭和 48 年に出鉱量や品位の低下等に

より閉山しました。現在では地域資源を活かしたまちづくりを基

本に、基盤となる社会資本の整備を進めています。 

 

２．アンケート調査結果 

地区の状況についてアンケート調査結果から抜粋したものは以下の通りとなります。

地区の回収状況は 58 件となっています。 

 

■「地域」の範囲

13.7

17.2

32.6

43.1

6.3 4.4 18.9

27.6

17.8

8.6

1.0
5.3

3.4

0 20 40 60 80 100

市全体

足尾地区

（％）

隣近所 自治会 小学校区 中学校区

旧市町村 日光市全地域 その他 無回答
 

 

■地域への愛着

25.2

31.0

44.3

43.1

14.8

17.2

7.4 7.1

5.2
3.4

1.2

0 20 40 60 80 100

市全体

足尾地区

（％）

大いにある ある程度ある どちらともいえない

あまりない 全くない 無回答
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■ふだんの近所付き合い

9.6

13.8

9.9

13.8

16.0

25.9

27.8

24.1

26.3

20.7

4.1
0.5

1.7

5.8

0 20 40 60 80 100

市全体

足尾地区

（％）

常日ごろから、家族ぐるみの付き合いがある

困っているとき（病気、悩み、事故など）に、相談をしたり、助け合ったりする

一緒にお茶を飲んだり、留守をするときに声をかけあう
たまに立ち話をする程度

会えばあいさつをかわす程度

付き合いがほとんどない

その他
無回答

 

 

■地域の中の問題点・不足しているもの

単位（％）

あ
い
さ
つ
を
し
な
い
人
が
多

い

緊
急
時
の
対
応
体
制
が
わ
か

ら
な
い

犯
罪
の
増
加

交
通
マ
ナ
ー

の
乱
れ

道
ば
た
の
ご
み
が
増
え
た

地
域
で
の
子
ど
も
の
見
守
り

が
な
さ
れ
て
い
な
い

子
ど
も
や
高
齢
者

、
障
が
い

者
に
対
す
る
虐
待
を
見
た
り

聞
い
た
り
す
る

隣
近
所
と
の
交
流
が
少
な
い

世
代
間
の
交
流
が
少
な
い

地
域
の
活
動
が
不
活
発
で
あ

る

地
域
の
中
で
気
軽
に
集
ま
れ

る
場
が
少
な
い

障
が
い
者
に
対
す
る
理
解
が

不
足
し
て
い
る

健
康
に
対
す
る
意
識
が
低
い

そ
の
他

無
回
答

市全体 14.0 28.2 10.0 19.6 22.9 3.9 2.6 24.1 23.5 14.6 17.5 9.5 8.2 5.1 12.1
足尾地区 10.3 17.2 3.4 8.6 20.7 1.7 1.7 27.6 20.7 22.4 19.0 10.3 12.1 3.4 20.7  

 

３．ワークショップ結果 

●地区の目標 

地域の見守り安心ネットワークづくり 

みんなで仲よく助け合う 

 

●課題と解決策 

資源と課題 解決策のアイデア（自助・互助・共助） 

助け合いコミュニティ  

○ お茶飲みに近所で集まるなど、隣近所との付き合

いが深い。 

○ 心配な人へのごみだしの協力、町内の八百屋に

よる食材の配達、個人開業医による往診等、親切

な人が多い。 

○ 雪かきができない世帯へ、自治会が中心になっ

て対応をしたり、登録式の雪かきボランティアの制

度をつくったり、行政からボランティアを出したりし

てほしい。 
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高齢者の生活  

○ 独居高齢者が増え、家事や雪かき等の日常生活

上の安全・安心の確保や、認知症になった場合の

対処などが心配である。 

○ 高齢者のニュースポーツを普及してほしい。 

○ 老人会等でニュースポーツ専門部をおき大会を

行う。 

○ お茶飲みや趣味で集まれる場所をつくり、また行

政にも補助金等の支援や広報などをしてほしい。 

○ 寄り合い所を開放し簡単な体操指導をしたり、自

分が認知症になったらどうなるかを考える機会を設

けては。 

○ 給食センターを活用し高齢者に食事サービスを

行っては。 

○ 高齢者の技術、知識を子ども達に伝える機会を

学校の授業として設けるなどしてつくる。 

地域の人間関係  

○ 趣味活動の場合は積極的だが、自治会などの公

的活動は消極的。 

○ 趣味活動に参加したくとも、初めての場合参加し

にくい。 

○ 隣組数軒で集まり話し合う機会が少なくなってい

る。 

○ 近所への声かけやあいさつを行いコミュニケーシ

ョンをとる。 

○ 集会所を開放して自由に使えるなど、高齢者と子

どものふれあいの場をつくってほしい。 

担い手の不足  

○ 一人で色々な団体をかけもちしている人が多い。

○ 一方で、老人会の会員が減少し活動が少なくな

っている。音頭を取る人、役員になる人が少なく、

担い手が不足している。 

（意見無し） 

少子化  

○ 子どもが生まれず、小中学生・青少年の数が少な

く、地域の活動に活力が見られない。 

○ 子どもの遊ぶ場所がない。 

（意見無し） 

交通課題  

○ 市営バスの本数が少ないことや、タクシー業者が

少なく、通院などの際の足の確保が大変。 

（意見無し） 

生活環境  

○ 日常生活用品を買える場所や、病院、娯楽施設

などが少なく不便である。 

○ 働く場所や企業が少ない。 

○ 空き地が多く火災などが心配なため、他人の土

地であっても草刈などをしてほしい。 

自然環境  

○ おいしい山菜が採れたり、川遊びが楽しめたりで

きるような自然が豊かである。 

○ 鹿や猿等の野生動物が多く、道路をふさいだり家

屋への侵入、田畑への被害などがあり困っている。

（意見無し） 

文化・歴史  

○ 足尾銅山の産業遺跡・城下町という特異な歴史

がある。 

○ 足尾の昔を活かせる高齢者を募集して子ども達

に語り継ぐ。 

行政・制度  

○ 総合支所の人数が減っており心配。 

○ 個人情報の取り扱いに困っている。 

（意見無し） 
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第９節 栗山地区 

１．地区の概況 

栗山地区は、北は福島県と隣接し栃木県の西北部に位置する、

人口約 1,900 人の地区です。面積は 427.4km2で、周囲を急峻な山々

に囲まれた当地区は、四季折々の優れた大自然の中の環境にあり、

総面積の 76％が日光国立公園に指定されており、日光国立公園の

中の景勝地、平家落人以来の歴史の多い里、渓流沿いの良質な温

泉地、高山植物の宝庫「鬼怒沼湿原」など数多くの観光的要素が

あります。 

 

２．アンケート調査結果 

地区の状況についてアンケート調査結果から抜粋したものは以下の通りとなります。

地区の回収状況は 30 件となっています。 

 

■「地域」の範囲

13.7 32.6

30.0

6.3 4.4

6.7

18.9

33.3

17.8

3.3
3.3

1.0

23.3

5.3

0 20 40 60 80 100

市全体

栗山地区

（％）

隣近所 自治会 小学校区 中学校区

旧市町村 日光市全地域 その他 無回答
 

 

■地域への愛着

25.2

40.0

44.3

40.0

14.8

6.7

7.4 7.1

10.0
3.3

1.2

0 20 40 60 80 100

市全体

栗山地区

（％）

大いにある ある程度ある どちらともいえない

あまりない 全くない 無回答
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■ふだんの近所付き合い

9.6

23.3

9.9

13.3

16.0

20.0

27.8

6.7

26.3

20.0

4.1
0.5

5.8

16.7

0 20 40 60 80 100

市全体

栗山地区

（％）

常日ごろから、家族ぐるみの付き合いがある

困っているとき（病気、悩み、事故など）に、相談をしたり、助け合ったりする

一緒にお茶を飲んだり、留守をするときに声をかけあう
たまに立ち話をする程度

会えばあいさつをかわす程度

付き合いがほとんどない

その他
無回答

 

 

■地域の中の問題点・不足しているもの

単位（％）

あ
い
さ
つ
を
し
な
い
人
が
多

い

緊
急
時
の
対
応
体
制
が
わ
か

ら
な
い

犯
罪
の
増
加

交
通
マ
ナ
ー

の
乱
れ

道
ば
た
の
ご
み
が
増
え
た

地
域
で
の
子
ど
も
の
見
守
り

が
な
さ
れ
て
い
な
い

子
ど
も
や
高
齢
者

、
障
が
い

者
に
対
す
る
虐
待
を
見
た
り

聞
い
た
り
す
る

隣
近
所
と
の
交
流
が
少
な
い

世
代
間
の
交
流
が
少
な
い

地
域
の
活
動
が
不
活
発
で
あ

る

地
域
の
中
で
気
軽
に
集
ま
れ

る
場
が
少
な
い

障
が
い
者
に
対
す
る
理
解
が

不
足
し
て
い
る

健
康
に
対
す
る
意
識
が
低
い

そ
の
他

無
回
答

市全体 14.0 28.2 10.0 19.6 22.9 3.9 2.6 24.1 23.5 14.6 17.5 9.5 8.2 5.1 12.1
栗山地区 3.3 23.3 6.7 13.3 30.0 6.7 - 3.3 13.3 36.7 26.7 6.7 6.7 3.3 20.0 

 

３．ワークショップ結果 

●地区の目標 

栗山らしさであたりまえの地域づくり 

 

●課題と解決策 

資源と課題 解決策のアイデア（自助・互助・共助） 

くりやまらしさあたりまえ  

○ きれいでおいしい水、おいしい空気などあたりま

えに自然が豊かである。 

○ 人情も豊かで、ボランティアをしているという意識

がなくとも自然に助け合うということが根付いてお

り、近所付き合いもアットホームである。 

○ 感謝の気持ちを忘れない。 

○ 自然を活用していく。 
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地域  

○ 隣近所の助け合いができていて仲がよい。 

○ 合併後近所付き合いや地域の繋がりが少なくな

ってきている。人口減少により地域の行事ができな

くなってきている。 

○ 広い地域であるため、移動に時間がかかるほか、

病院等が遠く、自動車が運転できない人にとって

は不便である。 

○ 進んで地域の行事に参加するなど近所付き合い

を親密にする。 

○ 地域のつながりが薄くならないように皆で考える。

○ 学校の行事を通して地域で交流する。 

○ 合併以前のように栗山地域の行事が少ないこと

が地域のつながりが薄くなった要因の一つではな

いか。それは地域の希望が行政の方で取り上げて

もらいにくくなったためでは。 

子ども  

○ 放課後子どもが安心して遊べる公園や施設がな

い。 

○ 子育て世代の両親間の情報交換できる場がほし

い。 

○ 地域の子ども達を知るようにする。 

○ 大人と一緒に自然を楽しむ方法を考える。 

○ やって良いことと悪いことの区別をしっかり教えて

しかるようにする、過保護にしない。 

○ 学校の校庭を放課後開放したり、自然を活用した

遊び場の整備、山や川へ安全に行けるような歩道

の整備など、子どもの遊び場がほしい。 

高齢者  

○ 独居高齢者が多くなっており心配である。 

○ 病院や買い物等日常生活が不便である。 

○ 高齢者が楽しむ場所がほしい。 

○ 近所の方の新聞がそのままになっていないかや

窓がずっと閉まっていないかなどふだんから気にか

けるようにする。 

○ 高齢者が集まったり情報交換できる場をつくる、

また温泉などを利用する。 

○ 独居高齢者宅を地域で声かけや見守り、訪問を

行う。 

○ 高齢者が見たそうな映画を地域と行政で考えて

いく、共通の趣味を探す、市全体での集いに出か

ける。 

障がい者  

○ 障がい者向けの施設が少ないことや家族が気持

ちよく介護できる環境づくりが必要ということなど、

様々な支援の充実が必要。 

○ 障がい者が少ないため接し方がわからない。 

○ 障がい者自身が何を望んでいるかの把握や、講

話などをして頂いて皆で勉強していく。 
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第６章 計画の推進 

第１節 計画の普及・啓発活動 

地域福祉の推進に向けた方向性や具体的な取り組みを示す本計画を公表し、趣旨を理

解してもらうとともに、地域福祉の取り組みへの機運の高まりを促進します。具体的な

公表方法としては、本計画を策定した旨を広報誌に掲載し、計画書本編をホームページ

に掲載します。また、本計画の概要版を全世帯に配布し、周知を図ります。 

 
 

第２節 協働による計画の推進 

地域福祉活動の主役は地域に生活している市民自身です。住み慣れた地域で助け合える

地域社会を実現するためには、行政だけの取り組みでは不十分であり、市民との協働が不

可欠です。また、地域には多様な福祉ニーズが潜在しており、それらのニーズに対応して

いくためには、地域の中で活動するボランティア・ＮＰＯ団体、関係機関・団体、福祉サ

ービス事業者も地域福祉の重要な担い手となります。 

計画を推進していくにあたっては、地域福祉を担う主体が互いに連携を取り、それぞれ

の役割を果たしながら協働していくことが重要となります。 

 

１．市民の役割 

市民一人ひとりが、地域福祉に対する意識を高め、地域社会を担う一員であるという自

覚を持つことが役割として求められています。 

そのため、あいさつや声かけをしたり、地域で困っている人のことを気にかけるなど、

身近なところから心がけ、自治会への加入や地域活動への参加など主体的に地域福祉の活

動に加わります。また、地区ごとのアクションプランとなる小地域福祉活動計画策定の際

には積極的に参画します。 

 

２．地域の役割 

自治会や、民生委員・児童委員、ボランティア・ＮＰＯ団体など地域活動を行う各種団

体が連携し、公的サービスのみでは対応が難しい地域の問題に積極的に対応していく役割

が求められています。また、地域のサービス事業者は、利用者の自立支援、サービスの質

の確保、事業内容やサービス内容の情報提供及び周知、他のサービスとの連携に取り組む

役割が求められています。 

そのため、地域の各種団体に所属するそれぞれの人が、地域福祉の考え方を知り、活動

の活性化への機運を高め、市や各種団体が連携していくという意識を持ち、協働で取り組
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んでいきます。また、サービス事業者は、利用者の意見や要望を聞き、より良いサービス

が提供できるよう反映するほか、各サービス事業者が情報を共有します。 

 

３．行政の役割 

行政は、市民の福祉の向上を目指して福祉施策を総合的に推進していく役割を担ってい

ます。 

そのため、市民、ボランティア・ＮＰＯ団体、福祉サービス事業者、社会福祉協議会な

どの関係機関や団体の役割を踏まえながら、相互に連携や協力を図り、地域福祉活動を促

進させるための支援を行います。また、保健・医療・福祉の関係各課のほか、教育分野、

建設分野、などの庁内関係各課との連携を強化し、総合的に地域福祉を推進していきます。 

 

４．社会福祉協議会の役割 

地域福祉の推進を図る中核として、計画推進にあたっては市民や各種団体と協働すると

ともに、行政との調整役としての役割を担っています。 

そのため、今後、本計画の施策の充実を図り、必要に応じて見直し、計画を着実に推進し

ます。また、一層の地域福祉の推進を図るため、小地域福祉活動計画を策定します。 

 

 

■各役割の関係図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市【福祉施策の総合的な推進】 

・各施策の推進 ・庁内の連携強化 

・自覚
・意識

自治会 

社協【地域福祉推進の中核】 

・各施策の推進 
・小地域福祉活動計画の策定 

民生委員・児童委員

ボランティア団体

NPO 団体 

地区 

社会福祉協議会 

サービス事業者

地域【地域の問題に対応】

・活動の活性化 
・連携 

市民
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第３節 計画の進行管理 

計画の進行管理については、ＰＤＣＡサイクル（計画（Plan）をたて、それを実行（Do）

し、実行の結果を評価（Check）して、さらに計画の見直し（Action）を行うという一連

の流れ）を活用し、各施策の改善点を明らかにし、今後の施策の充実に生かします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．評価機関の組織化 

本計画の評価機関として、庁内策定委員会等の関係部署からなる評価委員会を組織化

します。 

 

２．計画の評価 

本計画の進行管理は、既存の評価システムを利用し進捗状況を整理し、評価委員会に

て評価を行います。評価結果については、庁内会議や社会福祉協議会の理事会等にて報

告し、ホームページ等を活用して結果を公表します。また、計画の見直し時にはアンケ

ート調査等による評価も行います。 

 

３．計画の見直し 

本計画の期間は、平成 22 年度から平成 27 年度までの 6 年間ですが、社会情勢の変化

により必要に応じて見直しを行います。なお、見直した内容については、評価と併せて

ホームページ等を使用して市民に広く公開していきます。 

・日光市地域福祉計画及び地域

福祉活動計画の策定 

・市、社会福祉協議会、市

民等の取り組み 

・進捗状況の整理 

・評価委員会による評価 

・庁内会議、社会福祉協

議会理事会等に報告

し、各種施策へ反映 

Action

（見直し）

Do 

（実行）

Plan 

（計画）

Check 

（評価）
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資料編 

１．日光市地域福祉計画及び地域福祉活動計画策定経過 

 

日 時 会 議 等 備 考 

H20/6/24 部長会議 ・計画骨子（案）の協議 

H20/7/１ 庁議 ・計画骨子の決定 

H20/9/5 
平成 20 年度第 1 回策定委員会及び策

定市民会議合同会議 

・各委員委嘱状交付式 

・地域福祉についての研修 

H21/3/5 

～H21/3/18 
計画策定に向けたアンケート調査（①）

・市内在住の 20 歳以上の方を対象とした

アンケート調査の実施 

H2１/3/25 
平成 20 年度第 2 回策定市民会議合同

会議 

・ワークショップの実施方法について 

・策定市民会議事前シートの配布 

H21/4/23 部長会議 ・計画策定作業の中間報告 

H21/4/27 

平成 21 年度第 1 回策定市民会議合同

会議（今市 5 地域） 

平成 21 年度第 1 回策定市民会議合同

会議（日光・足尾地域） 

H21/4/28 

平成 21 年度第 1 回策定市民会議合同

会議（藤原地域） 

平成 21 年度第 1 回策定市民会議合同

会議（栗山地域） 

・第 1 回ワークショップ 

（地域の課題や資源の確認） 

H21/5/21 

平成 21 年度第 2 回策定市民会議合同

会議（今市 5 地域） 

平成 21 年度第 2 回策定市民会議合同

会議（日光・足尾地域） 

H21/5/22 
平成 21 年度第 2 回策定市民会議合同

会議（藤原・栗山地域） 

・第 2 回ワークショップ 

（課題解決のためにできることを考える） 

（地区の目標を立てる） 

H21/6/1 

～H21/6/12 
計画策定に向けたアンケート調査（②）

・市内で福祉関連の活動をしている団体

等を対象としたアンケート調査の実施 

H21/6/25 
平成 21 年度第 3 回策定市民会議合同

会議（9 地域合同） 

・第 3 回ワークショップ 

（第 1 回・第 2 回のまとめと発表） 

H21/8/4 

～H21/8/5 
関係団体ヒアリング調査 

・団体等を対象に実施したアンケート調

査の結果を基にヒアリング調査の実施 

H21/8/19 

～H21/9/4 
計画策定に向けたアンケート調査（③）

・市内在住の小学 4～6 年生の子ども及

びその保護者を対象としたアンケート調

査の実施 

H21/11/5 平成 21 年度第 1 回庁内策定会議 ・計画素案の検討・協議 

H21/11/19 平成 21 年度第 1 回策定委員会 ・計画修正素案の検討・協議 
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日 時 会 議 等 備 考 

H21/11/25 部長会議 ・計画（修正）素案の協議 

H21/12/8 庁議 ・計画原案の決定 

H21/12/18 市議会全員協議会 ・計画原案の報告 

H21/12/18 

～H22/1/18 
計画原案のパブリックコメント ・計画原案の周知、意見募集 

H22/2/4 

～H22/2/12 
平成 21 年度第 2 回策定委員会 

・パブリックコメントの結果報告 

・意見募集 

H22/2/24 部長会議 
・パブリックコメントの結果報告 

・計画原案の承認 

H22/3/8 庁議 ・計画最終案の決定 

H22/3/18 市議会全員協議会 ・計画最終案の報告 

 ・計画書の印刷製本・配布及び概要版の印刷製本 

 
・市広報誌 5 月号の配布に合わせ概要版の配布 
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２．日光市地域福祉計画及び地域福祉活動計画策定委員会設置要綱 

（１）日光市地域福祉計画策定委員会設置要綱 

 

(設置) 

第 1 条 社会福祉法(昭和 26 年法律第 45 号)第 107 条に規定する地域福祉計画(以下「計画」とい

う。)を策定するに当たり、計画案を検討するため、日光市地域福祉計画策定委員会(以下「委

員会」という。)を設置する。 

 

(所掌事務) 

第 2 条 委員会は、次に掲げる事項を行う。 

(1) 計画の案を策定すること。 

(2) 計画を策定するために必要な調査及び研究をすること。 

(3) 前 2 号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項 

 

(組織) 

第 3 条 委員会は、委員 30 人以内をもって組織する。 

2 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱し、又は任命する。 

(1) 知識経験を有する者 

(2) 関係団体から推薦を受けた者 

(3) 公募による者 

(4) 県及び市の職員 

 

(任期) 

第 4 条 委員の任期は、3年とする。ただし、再任を妨げない。 

2 前項の委員に欠員を生じたときの補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

(平 21 告示 15・一部改正) 

 

(委員長及び副委員長) 

第 5 条 委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選によりこれを決定する。 

2 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

3 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。 

 

(会議) 

第 6 条 委員会の会議(以下「会議」という。)は、委員長が招集し、その議長となる。 

2 会議は、過半数の委員が出席しなければ、これを開くことができない。 
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3 会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

4 委員長は、必要と認めたときは、委員以外の者に会議への出席を求め、その意見若しくは説明

を聴き、又は必要な資料の提出を求めることができる。 

 

(報告) 

第 7 条 委員長は、第 2 条に規定する計画案の策定等が終了したときは、その結果を速やかに市

長に報告しなければならない。 

2 市長は、前項の規定により報告を受けた事項については、計画の策定において尊重するものと

する。 

 

(事務局) 

第 8 条 委員会の庶務は、健康福祉部高齢福祉課において処理する。 

(平 21 告示 15・一部改正) 

 

(その他) 

第 9 条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が別に定める。 

 

附 則 

(施行期日) 

1 この要綱は、平成 20 年 7 月 1日から施行する。 

(経過措置) 

2 この要綱の施行の日以後、最初に開かれる会議は、第 6条第 1項の規定にかかわらず、市長が

招集する。 

 

附 則(平成 21 年 2 月 26 日告示第 15 号) 

この要綱は、平成 21 年 4 月 1日から施行する。 
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（２）日光市地域福祉活動計画策定委員会設置要綱 

 

(設置) 

第 1 条 日光市における地域福祉を計画的、効果的に推進し、日光市が策定する地域福祉計画と相

互に補完し、協働しながら地域における新たな社会福祉の仕組みを構築するための計画となる

地域福祉活動計画(以下｢計画｣という。)を策定するに当たり、その計画案を検討するため、日

光市地域福祉活動計画策定委員会(以下｢委員会｣という。)を設置する。 

 

(所掌事務) 

第 2 条 委員会は、次に掲げる事項を行う。 

(1) 計画の案を策定すること。 

(2) 計画を策定するために必要な調査及び研究をすること。 

(3) 前 2 号に掲げるもののほか、会長が必要と認める事項 

 

(組織) 

第 3 条 委員会は、委員 30 人以内をもって組織する。 

2 委員は、次に掲げる者のうちから会長が委嘱する。 

(1) 知識経験を有する者 

(2) 関係団体から推薦を受けた者 

(3) 公募による者 

(4) 県及び市の職員 

 

(任期) 

第 4 条 委員の任期は、委嘱の日から平成 22 年 3 月 31 日までとする。 

2 前項の委員に欠員を生じたときの補欠の委員の任期は、前任者の残任 期間とする。 

 

(委員長及び副委員長) 

第 5 条 委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選によりこれを決定する。 

2 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

3 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。 

 

(会議) 

第 6 条 委員会の会議(以下｢会議｣という。)は、委員長が招集し、その議長となる。 

2 会議は、過半数の委員が出席しなければ、これを開くことができない。 

3 会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

4 委員長は、必要と認めたときは、委員以外の者に会議への出席を求め、その意見若しくは説明
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を聴き、又は必要な資料の提出を求めることができる。 

 

(報告) 

第 7 条 委員長は、第 2条に規定する計画案の策定等が終了したときは、その結果を速やかに会長

に報告しなければならない。 

2 会長は、前項の規定により報告を受けた事項については、計画の策定において尊重するものと

する。 

 

(事務局) 

第 8 条 委員会の庶務は、社会福祉法人日光市社会福祉協議会地域福祉活動推進係において処理す

る。 

 

(その他) 

第 9 条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が別に定める。 

 

附 則 

(施行期日) 

1 この要綱は、平成 20 年 7 月 1日から施行する。 

 

(経過措置) 

2 この要綱の施行の日以後、最初に開かれる会議は、第 6 条第 1 項の規定にかかわらず、会長が

招集する。 

 

(この要綱の失効) 

3 この要綱は、平成 22 年 3 月 31 日限り、その効力を失う。 

 

 



 

 118

 

３．日光市地域福祉計画及び地域福祉活動計画策定委員会委員名簿 

（１）日光市地域福祉計画・地域福祉活動計画策定委員会委員名簿 

（順不同） 

№ 区 分 氏 名 選 出 団 体 等 備 考

1 自治会関係 早 川   恒 日光市自治会連合会 今市地域

2 自治会関係 神 山 萬佐雄 日光市自治会連合会 日光地域

3 自治会関係 柴 田 勇 一 日光市自治会連合会 藤原地域

4 自治会関係 土 田 勝 美 日光市自治会連合会 足尾地域

5 自治会関係 澤 山   勝 日光市自治会連合会 栗山地域

6 民生委員児童委員 田 邊 英 子 日光市民生委員児童委員協議会連合会 今市地域

7 民生委員児童委員 小 倉   茂 日光市民生委員児童委員協議会連合会 日光地域

8 民生委員児童委員 川 村 万壽子 日光市民生委員児童委員協議会連合会 藤原地域

9 民生委員児童委員 京 井 陸奥夫 日光市民生委員児童委員協議会連合会 足尾地域

10 民生委員児童委員 山 越 秀 子 日光市民生委員児童委員協議会連合会 栗山地域

11 高齢福祉 五月女 利 久 日光市老人クラブ連合会   

12 高齢福祉 竹 末 浩 子 日光地区特別養護老人ホーム連絡会   

13 障がい福祉 関 根 久米仁 日光市身体障害者福祉会   

14 障がい福祉 吉 田 國 男 日光市肢体不自由児者父母の会   

15 障がい福祉 木野内   昭 財団法人栃木県知的障害者育成会日光支部   

16 介護保険 吉 原 由美子 日光地区ケアマネージャー連絡協議会   

17 児童福祉 豊 島 澄 子 日光市幼稚園連合会   

18 保健・医療 星 野 恵 子 上都賀郡市医師会北部医師団   

19 教  育 金 子 博 明 日光市ＰＴＡ連絡協議会   

20 生涯学習 諏 訪 多 一 今市自治公民館長連絡協議会   

21 人  権 前 野 芳 子 日光保護区保護司会   

22 市民活動 吉 野 まゆみ 日光市福祉ボランティア団体協議会   

23 市民活動 小 林   肇 社団法人今市青年会議所   
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№ 区 分 氏 名 選 出 団 体 等 備 考

24 市民活動 中 津   淳 社団法人日光青年会議所   

25 社会福祉協議会 三 木 春 男 日光市社会福祉協議会   

26 公募委員 鈴 木 美瑳子 一般公募   

27 公募委員 高 橋 のり子 一般公募   

28 公募委員 福 田 恵 子 一般公募   

29 行  政 梶 田 俊 行 栃木県県西健康福祉センター所長   

30 行  政 湯 澤 光 明 日光市健康福祉部長   
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４．日光市地域福祉計画・地域福祉活動計画策定市民会議 

（１）日光市地域福祉計画策定市民会議設置要綱 

 

(設置) 

第 1 条 社会福祉法(昭和 26 年法律第 45 号)第 107 条に規定する地域福祉計画(以下「計画」とい

う。)を策定するに当たり、市民の立場から幅広い意見を反映させるため、日光市地域福祉計画

策定市民会議(以下「市民会議」という。)を設置する。 

 

(所掌事務) 

第 2 条 市民会議は、次に掲げる事項を行う。 

(1) 計画案の策定に関し、地域の実情の調査及び把握をすること。 

(2) 地域福祉における地域ごとの課題の抽出及び検討をすること。 

(3) その他市長が市民会議において協議が必要と認める事項 

 

(設置地域等) 

第 3 条 市民会議は、別表に掲げる地域等ごとに設置する。 

 

(組織) 

第 4 条 市民会議は、それぞれ委員 10 人以内をもって組織する。 

2 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

(1) 自治会連合会から推薦を受けた者 

(2) 民生委員児童委員協議会から推薦を受けた者 

(3) 福祉団体関係者 

(4) その他市長が特に必要と認めた者 

 

(任期) 

第 5 条 委員の任期は、3年とする。ただし、再任を妨げない。 

2 前項の委員に欠員を生じたときの補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

(平 21 告示 16・一部改正) 

 

(委員長及び副委員長) 

第 6 条 市民会議にそれぞれ委員長及び副委員長を置き、委員の互選によりこれを決定する。 

2 委員長は、市民会議を代表し、会務を総理する。 

3 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。 
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(会議) 

第 7 条 市民会議は、委員長が招集し、その議長となる。 

2 市民会議は、過半数の委員が出席しなければ、これを開くことができない。 

3 市民会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、委員長の決する

ところによる。 

4 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者に市民会議への出席を求め、その意見若

しくは説明を聴き、又は必要な資料の提出を求めることができる。 

 

(報告) 

第 8 条 委員長は、市民会議において委員から提出された意見等については、取りまとめたうえ

で、市長に報告するものとする。 

 

(事務局) 

第 9 条 市民会議の庶務は、健康福祉部高齢福祉課において処理する。 

(平 21 告示 16・全改) 

 

(その他) 

第 10 条 この要綱に定めるもののほか、市民会議の運営に関し必要な事項は、委員長が別に定め

る。 

 

附 則 

(施行期日) 

1 この要綱は、平成 20 年 7 月 1日から施行する。 

(経過措置) 

2 この要綱の施行の日以後、最初に開かれる会議は、第 6条第 1項の規定にかかわらず、市長が

招集する。 

 

附 則(平成 21 年 2 月 26 日告示第 16 号) 

この要綱は、平成 21 年 4 月 1日から施行する。 

 

別表（第３条関係） 

名称 地域又は地区 

日光市地域福祉計画今市地区策定市民会議 今市地域の今市地区 

日光市地域福祉計画落合地区策定市民会議 今市地域の落合地区 

日光市地域福祉計画豊岡地区策定市民会議 今市地域の豊岡地区 

日光市地域福祉計画大沢地区策定市民会議 今市地域の大沢地区 

日光市地域福祉計画塩野室地区策定市民会議 今市地域の塩野室地区 

日光市地域福祉計画日光地域策定市民会議 日光地域 

日光市地域福祉計画藤原地域策定市民会議 藤原地域 

日光市地域福祉計画足尾地域策定市民会議 足尾地域 

日光市地域福祉計画栗山地域策定市民会議 栗山地域 
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（２）日光市地域福祉活動計画策定市民会議設置要綱 

 

(設置) 

第 1 条 日光市における地域福祉を計画的、効果的に推進し、日光市が策定する地域福祉計画と相

互に補完し、協働しながら地域における新たな社会福祉の仕組みを構築するための計画となる

地域福祉活動計画(以下｢計画｣という。)を策定するに当たり、市民の立場から幅広い意見を反

映させるため、日光市地域福祉活動計画策定市民会議(以下｢市民会議｣という。)を設置する。 

 

(所掌事務) 

第 2 条 市民会議は、次に掲げる事項を行う。 

(1) 計画案の策定に関し、地域の実情の調査及び把握をすること。 

(2) 地域福祉における地域ごとの課題の抽出及び検討をすること。 

(3) その他会長が市民会議において協議が必要と認める事項 

 

(設置地域等) 

第 3 条 市民会議は、別表に掲げる地域等ごとに設置する。 

 

(組織) 

第 4 条 市民会議は、それぞれ委員 10 人以内をもって組織する。 

2 委員は、次に掲げる者のうちから会長が委嘱する。 

(1) 自治会連合会から推薦を受けた者 

(2) 民生委員児童委員協議会から推薦を受けた者 

(3) 福祉団体関係者 

(4) その他会長が特に必要と認めた者 

 

(任期) 

第 5 条 委員の任期は、委嘱の日から平成 22 年 3 月 31 日までとする。 

2 前項の委員に欠員を生じたときの補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

(委員長及び副委員長) 

第 6 条 市民会議にそれぞれ委員長及び副委員長を置き、委員の互選によりこれを決定する。 

2 委員長は、市民会議を代表し、会務を総理する。 

3 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。 

 

 

(会議) 
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第 7 条 市民会議は、委員長が招集し、その議長となる。 

2 市民会議は、過半数の委員が出席しなければ、これを開くことができない。 

3 市民会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、委員長の決する

ところによる。 

4 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者に市民会議への出席を求め、その意見若

しくは説明を聴き、又は必要な資料の提出を求めることができる。 

 

(報告) 

第 8 条 委員長は、市民会議において委員から提出された意見等については、取りまとめたうえで、

会長に報告するものとする。 

 

(事務局) 

第 9 条 市民会議の庶務は、社会福祉法人日光市社会福祉協議会において処理する。 

 

 (その他) 

第 10 条 この要綱に定めるもののほか、市民会議の運営に関し必要な事項は、委員長が別に定め

る。 

 

附 則 

(施行期日) 

1 この要綱は、平成 20 年 7 月 1日から施行する。 

(経過措置) 

2 この要綱の施行の日以後、最初に開かれる会議は、第 6 条第 1 項の規定にかかわらず、会長が

招集する。 

(この要綱の失効) 

3 この要綱は、平成 22 年 3 月 31 日限り、その効力を失う。 

 

別表（第３条関係） 

名称 地域又は地区 

日光市地域福祉活動計画今市地区策定市民会議 今市地域の今市地区 

日光市地域福祉活動計画落合地区策定市民会議 今市地域の落合地区 

日光市地域福祉活動計画豊岡地区策定市民会議 今市地域の豊岡地区 

日光市地域福祉活動計画大沢地区策定市民会議 今市地域の大沢地区 

日光市地域福祉活動計画塩野室地区策定市民会議 今市地域の塩野室地区 

日光市地域福祉活動計画日光地域策定市民会議 日光地域 

日光市地域福祉活動計画藤原地域策定市民会議 藤原地域 

日光市地域福祉活動計画足尾地域策定市民会議 足尾地域 

日光市地域福祉活動計画栗山地域策定市民会議 栗山地域 
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（３）会議概要 

①策定市民会議の目的 

   広く市民の方からの課題や意見を収集して、その意見等を計画に反映させるとともに、

会議を通じた地域福祉への意識の醸成を促すため、市内を 9圏域に分けて開催。 

②実施日程及び参加人数 

平成 20 年度 平成 21 年度（ﾜｰｸショップ）【※】 
地区 策定委員会

合同会議 
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ
第１回 第２回 第３回 

参加者 
のべ人数

日程 9/5 3/25 4/27 5/21 6/25 
今市地区 

人数 ４ ５ ５ ６ ５ 
２５

日程 9/5 3/25 4/27 5/21 6/25 
落合地区 

人数 ８ ３ ７ ８ ７ 
３３

日程 9/5 3/25 4/27 5/21 6/25 
豊岡地区 

人数 １０ ７ ８ ８ ８ 
４１

日程 9/5 3/25 4/27 5/21 6/25 
大沢地区 

人数 ８ ７ ５ ８ ５ 
３３

日程 9/5 3/25 4/27 5/21 6/25 
塩野室地区 

人数 ８ ６ ６ ８ ６ 
３４

日程 9/5 3/25 4/27 5/21 6/25 
日光地区 

人数 ５ ８ ８ ５ ８ 
３４

日程 9/5 3/25 4/28 5/22 6/25 
藤原地区 

人数 ８ ４ ３ ５ ５ 
２５

日程 9/5 3/25 4/27 5/21 6/25 
足尾地区 

人数 １０ ３ ２ ７ ６ 
２８

日程 9/5 3/25 4/28 5/22 6/25 
栗山地区 

人数 ９ ５ ８ ７ ６ 
３５

③ワークショップの内容【※】 

（
地
区
別
） 

第
1
回 

○地域の課題や資源を洗い出し、確認しあう 

・オリエンテーションでお願いした事前シートの内容をふくらませながら、身近な地域、生活上の問題点や

課題、福祉課題、地域資源について話し合い、それぞれの地域の現状を洗い出し確認しあう。 

・出てきた課題をテーマに分類していく。 

・分類して方向性が見えてきたら、地区ごとに重点課題について話し合う。 

（
地
区
別
） 

第
2
回 

○課題解決のためにできることを考える 

・第 1回のワークショップで決定した重点課題を解決するための方策を考える。 

・課題解決のためにどのようなことができるか、地区の目標に向けてどのような活動を行えばよいかといっ

た、活動のアイデアを出しあう。 

・活動の役割を個人（自助）、地域（互助・共助）、行政（公助）で分類していく。 

○地区の目標テーマを立てる 

・活動のアイデアを自助、互助・共助、公助で出しあったら、特に互助・共助（地域）でできる活動につい

て、掘り下げていく。 

・実際に自分の地域で実行に移すことを考えながら検討していく。 

（
全
地
区
） 

第
3
回 

○まとめと発表 

・グループごとの最終的なまとめ 

・グループごとにワークショップの検討内容、決定した地区の目標テーマを発表する。 
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（４）ワークショップ結果 
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い

。

近
隣

の
高

齢
者

か
ら

買
物

に
連

れ
て

い
っ

て
ほ

し
い

と
た

の
ま

れ
る

こ
と

が
あ

る

市
や

観
光

バ
ス

な
ど

の
乗

り
口

用
の

踏
み

台
な

ど
常

備
し

て
ほ

し
い

。

道
路

状
態

が
最

悪
で

あ
り

、
災

害
時
に

消
防

車
等

が
入

れ
な

い
と

こ
ろ

が
多

い
。

今
市

地
区

で
も

郡
部

で
は

交
通

手
段

が
な

い

バ
ス

や
鉄

道
が

比
較

的
便

利

高
齢

者
世

帯
の

交
通

の
手

段
。

食
品

購
入

に
も

タ
ク

シ
ー

片
道

12
00

円
、

病

院
も

同
様

高
齢

者
の

通
院

、
買

物
に

交
通

の
便

が
悪

い
。

以
前

は
家
の

ま
わ

り
で

子
供

達
の

遊
び

声
を

聞
い

た
が

、
最

近
は

子
ど

も
の

声
が

聞
こ

え
な

い
。

子
ど

も
の
数

が
減

っ
て

い
る

。

子
ど

も
と
大

人
の

交
流

機
会

の
減

少

団
地

の
中
で

の
見

守
り

リ
ー

ダ
ー
養

成
市

の
施

設
が

集
中
し

て
い

る
文

化
会

館
、
図

書
館

、
市

役
所

な
ど

。

自
治

会
館

が
地
域

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
と
し

て
機

能
し

て
い

な
い

。

隣
人

と
の
交

流
が

希
薄

に
な

っ
て

い
る

。

高
齢

者
の
孤

立
化

子
育

て
支

援

地
区
の

南
部

は
若

い
人
や

子
ど
も

が
多

い

買
物

は
便

利

商
店

、
シ

ョ
ッ
ピ

ン
グ

セ
ン

タ
ー

が
充

実
し

て
い

る
。

医
療

機
関

の
数
が

多
い

。

子
供

が
外
で

遊
ん

で
い

る
姿

を
見

か
け

な
い

（
少

子
化

）

遊
ぶ

場
所
が

ほ
し

い
？

分
譲

地
で
は

子
ど

も
の

遊
べ

る
場

所
が

少
な

い

防
災

地
域

資
源

シ
ャ

ッ
タ

ー
が
降

り
て

い
る

と
こ

ろ
が

多
い

（
大

通
り

）

各
種

団
体

の
役
員

へ
の

な
り

手
を

探
す

の
が

大
変

だ
。

例
え

ば
、
育

成
会

他

 　
団

地
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携
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交
通

手
段

地
域
資

源

公
共
機

関
な
ど

を
バ
ス
な

ど
で

循
環
さ
せ

る
工
夫
が

必
要

だ
！

交
通
手
段

ジ
ャ
ス
コ

な
ど
大
型

店
舗

が
協
働
で

バ
ス
の
運

行
を

計
画
で
き

な
い
か
？

循
環

バ
ス
な
ど

…

小
型
乗

り
合
い

タ
ク
シ
ー

の
市

内
巡
回
を

し
た
ら
高

齢
者

は
便
利
に

な
る

交
通
手

段

手
押
車

を
使
用

し
て
い
る

高
齢
者

が
多
い

の
で
手
押

車
に

や
さ
し
い

歩
道
の
整

備
が

必
要

交
通
手
段

市
の
バ
ス

の
運
行
コ

ー
ス

は
増
発
や

新
設
が
で

き
な

い
の
か
？

高
齢
者
の

社
会
参
加

も
仲

間
作
り
も

移
動
の
足

が
問

題

交
通
手

段

せ
ま
い

道
路
は

交
通
規
制

を
し
て

一
方
通

行
な
ど
で

解
消

さ
れ
な
い

か
？

交
通
手

段

市
営

バ
ス
の
路

線
網
の
拡

大
（

病
院
・
商

店
街
を
ま

わ
る
よ

う
な
）

高
齢
者
の

車
の
運
転

の
で

き
な
い
方

の
為
の
福

祉
タ

ク
シ
ー
や

無
料
タ
ク

シ
ー

券
等
の
発

行
（
割
引

）
も

検
討
し
て

ほ
し
い
。

独
居
老
人

や
交
通
手

段
を

持
た
な
い

人
の
為
の

デ
リ

バ
リ
ー
の

充
実
　
御

用
聞

き

弱
者

支
援

弱
者
支
援

障
害
者
の
ホ

ー
ム
サ

ー
ビ

ス
な
ど
、
デ

イ
サ
ー

ビ
ス

事
業
者
な
ど

の
協
力

は
え

ら
れ
な
い
か

弱
者
支

援

介
護
認

定
を
受
け

て
い
る

人
達
は

ヘ
ル
パ
ー

制
度
を

利
用
し

て
は
ど
う

か

（
多
少

金
額
が
か

か
る
と

思
う
が

）

弱
者

支
援

仲
間

づ
く

り

子
育

て
支

援

防
犯

防
災

交
通

手
段

身
障
者

の
孤
立
化

施
設
を

利
用
す
る

声
か
け

、
自
宅
訪

問
を
す

る

仲
間
づ

く
り

楽
し
い

居
場
所
づ

く
り

（
自
治

公
民
館
開

放
）

仲
間
づ
く
り

楽
し
い
居
場

所
が
あ

れ
ば

み
ん
な
出
か

け
て
く

る
。

社
会
参
加
の

機
会
も

増
え

る

各
公
民
館
の

様
々
な
講

座
な

ど
に
参
加

す
る
よ
う

に
す

る
。

仲
間
づ
く
り

（
高
齢
者

）

健
康
や
無
病

息
災
を
願

う
、
神
社
仏

閣
め
ぐ
り

の
行

事
を
実
施

す
る

居
場
所

づ
く
り

様
々
な

課
題
の
解

決
に

も
、
居

場
所
づ
く

り
が

キ
ー
ポ

イ
ン
ト
に

な
っ
て

い
る
。

良
く
学
び
、

よ
く
遊

ぶ
方

行
指
導

親
の
責
任
再

認
識

居
場
所
づ

く
り

自
治
会
館

の
開
放

（
サ
ロ
ン

づ
く
り
）

・
新

し
い
住

民
と
の
つ

き
あ

い
が
な

い

・
隣

人
と
の

交
流
が
希

薄

新
し

い
住
民

の
多
い
南

部
地
区

に
つ
い

て
は

地
域

の
祭
等

の
伝
統
行

事
も
な

い
為
に

自
治
区
単

位
で
よ

り
多
く

の
参
加
を

望
め
る

行
事
を

考
え
る

朝
は
そ
れ

ぞ
れ
学
校

、
勤

務
が
あ
る

の
で
夕
食

後
に

そ
の
日
の

学
校
勤
務

が
あ

る
の
で
夕

食
後
に
そ

の
日

の
出
来
ご

と
を
話
し

合
っ

た
ら
ど
う

か

居
場
所
づ

く
り

各
地
域
で

組
長
さ
ん

に
各

組
の
情
報

を
得
て
い

た
だ

き
、
何
か

組
で
触
れ

あ
え

る
行
事
を

持
っ
て
も

ら
う

と
、
隣
人

と
の
つ
き

あ
い

が
生
ま
れ

る
と
思
う

居
場
所
づ

く
り

自
治
公
民

館
や
シ
ャ

ッ
タ
ー
通
り

を
開
放
し

、
活

用
し
よ
う

。

弱
者
支
援

見
守
り
活
動

の
実
施

居
場
所
づ

く
り

リ
ー
ダ
ー

養
成

（
各
自
治

会
ご
と
）

地
域
の
理
解

協
力

地
域
の

公
共
機
関

や
法
人

等
に
協

力
を
呼
び

か
け
夜

間
の
照

明
等
に
協

力
し
て

も
ら
う

今
市

地
区

の
目

標

高
齢

者
に

や
さ

し
い
ま

ち
づ

く
り

近
所
隣
り
の

声
か
け

や
見

守
り

子
育
て
支
援

昔
な
が
ら
の

遊
び
を

子
供

や
大
人
ま
で

や
っ
て

み
る

紙
飛
行
機
つ

く
り
、

飛
ば

し

仲
間
づ
く

り

認
知
症
予

防
に
つ
い

て
は
、
地
区

社
協
で
各

地
域

に
年
何
回

か
開
催
し

て
い

る
が
、
自

治
会
の
方

か
ら
、
地
区

社
協
他

行
政
に

依
頼
し
て

は
ど
う

か

子
育
て

支
援

居
場
所

が
あ
れ
ば

、
子
ど

も
た
ち

に
遊
び
方

を
伝
え

る
機
会

も
増
え
る

。

防
犯

声
か
け
運
動

の
実
施

子
供
会
活
動

の
活
性
化

充
実

を
図
る
。

防
犯

地
域
の

人
々
の
無

関
心
さ

が
被
害

を
大
き
く

す
る
。

地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の

充
実
が

課
題
解
決

に
つ
な

が
る

子
育
て

支
援

公
園
等

子
供
の
遊

び
場
見

守
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
育
成

防
災

防
災
マ
ッ
プ

は
地
域

の
人

の
手
で
、
避

難
ル
ー

ト
や

救
助
方
法
な

ど
検
討

し
な

が
ら
つ
く
る

防
災

自
治
会

ご
と
に
防

災
時
の

支
援

マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成

防
災

自
治
会
ご
と

の
防
災

訓
練

の
実
施

現
在
あ
る
地

域
自
主

防
災

会
組
織
の
み

な
お
し

や
地

域
内
の
連
絡

網
の
整

備
等

隣
人
友
愛
の

啓
発

防
災

常
日
頃
か
ら

防
災
に

つ
い

て
の
回
覧
を

回
し
、

各
家

庭
に
意
識
を

持
っ
て

も
ら

う

各
自
治

会
で
防
災

マ
ッ
プ

な
ど
を

作
成
し
、

ど
こ
に

誰
が
住

ん
で
い
る

か
を
確

認
し
て

お
く

災
害
発

生
時
の
マ

ニ
ュ
ア

ル
を
各

自
治
体
単

位
で
作

成
し
、

地
域
住
民

全
員
に

周
知
す

る

防
災

災
害
発

生
の
時
、

近
隣
に

声
を
か

け
る

ひ
と
り

ひ
と
り
が

電
話
を

メ
モ
し

身
近
に
お

く
よ
う

に
し
て

は
ど
う
か

交
通
手
段

高
齢
者
の
通

院
の
場

合
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募

集
し

見
守
り
も
兼

ね
る

交
通
手

段

買
い
物

等
地
域
の

お
店
を

利
用
し

、
配
達
し

て
も

ら
っ
た

り
、
引
売

り
の
店

を
利
用

す
る
の
は

ど
う
か

と
思
い

ま
す
。

交 近
隣
ど
う
し

で
助
け

合
う

。

防
犯

よ
そ
の
子
で

も
登
下

校
時

、
言
葉
を

か
け
る

よ
う

に
す
る
。
基

本
的
な

あ
い

さ
つ
で
よ
い

か
ら

登
下
校

等

親
の
自

覚
と
責
任

と
地
域

の
協
力

居
場

所
づ

く
り

防
犯

居 各
自

治
会
に

お
い
て
地

域
住
民

が
協
働

で
行
う
イ

ベ
ン
ト

お
祭
り

な
ど
を
利

用
し
、

交
流
を

図
る
。

弱
者
支

援

行
政
・

公
的
機
関

の
窓
口

対
応
は

講
習
会
の

実
施
や

ア
ン
ケ

ー
ト
調
査

を
行
い

改
善
す
る

弱
者
支

援

飲
食
店

へ
の
啓
発

活
動
は

市
の
観
光

課
や
厚

生
行
政

で
指
導

が
可
能

各
自

治
公
民

館
を
高
齢

者
の
た

め
に
開

放
し
て
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の

場
を
作

っ
て
あ

げ
る

隣
人

と
の
交

流
等

昔
隣

組
の
唄

等
「
ト
ン

ト
ン
ト

カ
ラ
リ

ト
隣
組
」

の
軽
快

に
気
軽

に
取
付
き

易
い
友

愛
の
啓

発
P

R

居
場
所
づ

く
り
は
仲

間
づ

く
り
と
生

き
が
い
づ

く
り

に
つ
な
が

る
。
子
ど

も
や

障
害
弱
者

に
も
集
ま

っ
て

お
茶
飲
み

を
し
ま
し

ょ
う
。

防
犯

公
園
や
暗

い
所
に
外

灯
を

設
置
す
る

よ
う
に
自

治
会

に
働
き
か

け
る

行
政
は

建
前
論
で

は
な
く

具
体
的

に
納
得
出

来
る
説

明
が
欲

し
い

文
字
で
は

な
く
気

心
で

弱
者
支

援

ハ
ー
ド

面
で
の
改

善
マ

ニ
ュ
ア

ル
作
成

弱
者
支

援

ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
ト

イ
レ
や

身
障
者

用
ト
イ
レ

の
増
設

と
使
用
者

へ
の
注

意
事
項

を
貼
り

出
し
て
指

導
す

る
。

弱
者
支

援

障
害
用

の
駐
車
場

に
健
常

者
が
平
然

と
駐
車

し
て
い

る
。
教
育

を
す
べ

き
だ

居
場

所
づ
く
り

開
放

さ
れ
た

公
民
館
や

休
眠
店

舗
を
活

用
し
て
地

域
リ
ー

ダ
ー
養

成
講
座
や

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
づ

く
り
を

伝
え
よ
う

仲
間

づ
く

り

仲
間
づ
く

り

高
齢
者
の

社
会
参
加

を
助

け
る
た
め

、
シ
ル
バ

ー
人

材
セ
ン
タ

ー
の
活
用

仲
間

づ
く
り

医
療
窓

口
と
投

薬
窓
口
の

改
善

に
は
法
的

規
制
も
あ

る
の
で

、
行
政

に
頼
む
し

か
な
い

で
し
ょ

う

防
犯

外
灯

設
備
の
な

い
所
は
行

政
に

依
頼
し
て

は
ど
う
か

防
犯
灯

を
設
置
す

る
。

防
犯

外
灯
設
置
は

行
政
の
施

策
で
解
決
を

公
民
館
活

動
を
活
発

に
利

用
し
て
は

ど
う
か

小
児
医
療

に
つ
い
て

は
他

市
町
村
に

比
べ
て
日

光
市

は
充
実
し

て
い
る
と

思
う

子
育
て
支

援

公
共
公
園

は
ど
こ

か
似

た
り
よ
っ

た
り
で

、
工

夫
が
足
り

な
い
よ

う
に

思
う
地
域

に
あ
っ

た
公

園
を
つ
く

ろ
う

子
育
て

支
援

①
遊
ぶ

場
所
の
確

保

行
政

②
　
親

が
子
供
を

外
に
出

し
て
遊

ば
せ
な
い

子
育

て
支

援

公
助

自
助
・
共
助
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落
合

地
区

電
波

河
川

の
美
化

運
動

産
婦

人
科

が
な
く

、
お
産

が
で

き
な

い

医
療

施
設

地
域

交
流

環
境

高
齢

者
の

く
ら

し
交

通
施

設

ゴ
ミ

捨
て

が
見
う

け
ら
れ

る

犯
罪

・
非
行

が
少

な
い

文
挟

駅
前

が
き

れ
い

に
な

っ
た

比
較

的
暖

か
く

、
日

照
も

多
く

、
生
活

し
や
す

い

各
地

域
ご
と

の
環
境

委
員

の
作

定

公
道

で
歩
道

の
な
い

所
が

多
い

た
め
、

車
イ
ス

利
用

の
方

は
移
動

時
不
便

で
あ

り
、

危
険
も

あ
る

他
の

地
域

に
な
い

貴
重
な

環
境

、
地

域
資
源

が
多

い
。

例
幣

使
街
道

以
外
の

幹
線

道
路

が
少
な

く
、
車

の
交

通
が

不
便

東
武

日
光
線

下
小
代

駅
前

の
整

備

文
挟

～
集

落
セ
ン

タ
ー

付
近

→
例
幣

使
街
道

道
路

の
中

が
狭
い

文
挟

宿
カ

ー
ブ
の

赤
ベ

ル
ト

を
鹿
沼

方
面
に

も
し

て
欲

し
い

坂
道
が

多
く
、

高
齢

者
や

障
が
い

者
が
生

活
し

て
い

く
上
で

負
担
が

大
き

い
。

街
路

灯
が

少
な
く

、
夜

間
暗

い
所
が

多
く
（

特
に

冬
場

）
子
ど

も
に
と

っ
て

危
険

で
あ
る

。

車
が
な

い
と
生

活
し

づ
ら

い
。

交
通
機

関
（
公

共
）

が
少

な
く
、

移
動
手

段
が

限
ら

れ
る
た

め
不
便

さ
を

感
じ

る
。

公
共

交
通

機
関

が
不
便

。
お
年

寄
り

が
買

い
物
や

病
院
に

行
く

時
な

ど
、
自

家
用
車

が
な

い
と

タ
ク
シ

ー
等
を

使
わ

ざ
る

を
得
な

い
。

通
学

路
に

歩
道

が
な
く

危
険
だ

J
Rと

東
部

の
鉄

道
交
通

手
段
が

あ
り

、
駅

も
多
い

老
人

の
足

が
不
自

由
で
す

高
齢

者
の

一
人
住

ま
い
、

二
人

住
ま

い
が
ふ

え
て
お

り
、

買
い

物
等
に

も
行
け

ず
、

こ
ま

っ
て
い

る
。

生
活

保
護

者
ま
た

は
安
い

年
金

者
の

入
れ
る

特
別
老

人
ホ

ー
ム

が
な
い

交
通

弱
者

に
対

す
る

し
く

み
づ

く
り

が
必

要

落
合

地
区

は
福

祉
施

設
が

多
い

と
思

い
ま

す
が

、
低

所
得

者
向

高
齢

者
の

介
護

に
つ

い
て

積
極

性
が

足
り

な
い

。

高
齢

者
の

居
る

家
庭

へ
の

助
成

が
ほ

し
い

娘
、

息
子
等

同
居

の
高

齢
者
の

名
前
な

ど
分

ら
な

い

長
寿

会
役
員

に
な
る

人
が

居
な

い
の
で

困
っ
て

い
る

。
行
政

面
か
ら

の
助

成
。

<
長
寿

会
>

新
し

い
会
員

が
入

ら
ず

、
減
少

傾
向
に

あ
る

。

日
常
生

活
の
買

物
等
の

施
設

が
近

く
に
な

い

コ
ン
ビ

ニ
エ
ン

ス
ス
ト

ア
が

無
い

身
近
に

商
店
や

コ
ン
ビ

ニ
と

い
っ

た
店
も

少
な
く

、
不

便
さ

を
感
じ

る

盆
踊

り
を
盛

大
に
や

り
た

い
い
も

に
会

等
の

開
催

ケ
ー

ブ
ル

テ
レ

ビ
使
用

の
地
デ

ジ
の

方
向

性
が
分

ら
な
い

の
で

…

５
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
見
ら

れ
な
い

部
分

的
で

は
あ

る
が
、

携
帯
電

話
の

使
用

不
可
地

域
が
あ

る
。

大
人
た

ち
が

自
分

の
子
や

孫
以
外

に
関

心
や

関
わ
り

を
持
た

な
く

な
っ

て
き
て

い
る

（
自
分

の
子

や
孫

だ
け
良

け
れ
ば

よ
い

と
い

っ
た
大

人
が
多

い
）

公
園
や

広
場
な

ど
子
ど

も
が

安
心

し
て
遊

べ
る
場

所
が

少
な

い
。

子
供

た
ち
が

外
で
遊

ん
で

い
る

様
子
が

見
ら
れ

な
い

子
供

の
数

が
減
っ

て
お

り
、

地
域

活
動
に

支
障

が
出

て
い
る

障
害
者

専
用
あ

る
い
は

優
先

ス
ペ

ー
ス
等

を
健
常

者
が

我
が

も
の
顔

で
使
用

し
て

い
る

子
供

達
、
児

童
、
生

徒
を

も
っ

と
外
で

遊
ぶ
と

か
、

戸
外

で
集
ま

り
の
時

間
を

作
る

と
良
い

と
思
う

い
ま

だ
に

健
常
者

の
側

か
ら

障
害
の

あ
る
人

に
対

し
て

上
か
ら

目
線

医
者

が
居
な

い
の
で

不
便

で
す

緊
急

時
に

か
か
れ

る
医
療

機
関

が
近

く
に
な

い

私
達

の
地
区

は
病
院

が
無

い
の

で
、
医

療
機
関

（
病

院
）

身
障

者
、
精

神
障
が

い
者

が
利

用
で
き

る
施
設

が
な

い
。

多
目

的
施

設
の

充
実

生
活

圏
域
が

ど
ち

ら
か

と
い
う

と
鹿
沼

に
向

い
て

お
り
、

日
光
市

全
体

と
し

て
の
交

流
関
係

が
少

な
い

各
人

の
責
任

が
足

り
な

い
個

人
プ
レ

イ
が

多
い

集
合

し
て
話

し
合

い
が

足
り
な

い
（
足

の
弱
っ

た
も

の
）

商
店

な
ど

地
域

住
民

が
集

ま
る

場
所

が
少

な
く

交
流

を
図

る
場
が

あ
ま
り

な
い

近
所

同
士

で
週

1回
ぐ

く
ら

い
集

ま
っ

て
お
し

ゃ
べ

り
の

場
所

が
ほ

し
い

組
・

班
な
ど

と
い
っ

た
共

同
体

・
組
織

が
形
骸

化
し

て
い

て
、
本

来
の
機

能
を

失
い

つ
つ

あ
る

。

ウ
ォ

ー
ク

、
ロ
ー

ド
の
作

定

商
業

施
設

地
域

の
子

供

イ
ベ

ン
ト
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（
高
齢

者
の

く
ら

し
）

自
治
会

に
お

け
る

見
守
り

隊
の
編

成
と

訪
問

活
動

高
齢
者

の
く

ら
し

長
寿
会

の
加

入

自
助

・
共

助
公

助

や
さ

し
い

地
域
づ

く
り

委
員

会
の
結

成
（
仮

）

・
各

集
落

に
結
成

・
委

員
の

研
修
会

、
見

学
会 ・

施
設
の

見
学
会

高
齢

介
護

へ
の
取

り
組

み

向
こ

う
三

軒
両
隣

の
思

想
の

啓
発
（

徹
底
す

る
）

自
分
で

何
が
出

来
る
か

義
務

で
な

く
て
進

ん
で
参

加
で

き
る

も
の
…

草
取
、

ゴ
ミ

高
齢

者
の

く
ら
し

地
域

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
に

お
願

い
し
て

、
見
守

り
声

か
け

な
ど
を

す
る
。

環
境

ゴ
ミ
を

出
さ
な

い

出
さ
な

い
努
力

を
す
る

自
助

環
境

ポ
イ
捨

て
が
出

来
な
い

環
境

整
備

や
広
報

活
動

実
践
活

動

環
境

県
道
市

道
の
空

缶
拾
い

（
ご
み

）

障
害

者

子
ど

も

高
齢

者

向
け

の
サ

ロ
ン

（
集
え

る
場
）

の
開

催

△
環
境

貴
重
な

環
境

地
域
資

源

の
P

R
と

活
用

環
境

河
川
愛

護
会

・
道

路
愛
護

会
・
自

然
環

境
保

全
会

等
々
の

活
動

を
増

や
す

共
助

＜
イ

ベ
ン

ト
＞

笑
顔

ま
つ

り
の

よ
う
な

地
域
で

で
き

る
お

祭
り
を

開
催地
域

交
流

自
治

会
が

先
頭

に
な
り

い
ろ
い

ろ
な

イ
ベ

ン
ト
を

し
た
ら

ど
う

か
？

子
供

が
安

心
し
て

遊
べ

る
公

園
が
ほ

し
い
。

地
域

の
子

供

互
助

・
共

助

外
で

遊
ん

で
い

る
姿
が

見
ら
れ

な
い

。

部
活

を
放

課
後

中
止
す

る
日
を

設
け

、
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
を

募
り

、
見

守
り
活

動
を
行

う
。

地
域

の
か

く
れ
た

趣
味

、
特

技
の
方

々
を
発

掘

収
入

に
つ

な
が
る

も
の

は

（
交

通
施
設

）

地
域

巡
回
バ

ス
の
運

行
及

び
フ

リ
ー
乗

降
の
実

施

＜
交

通
施
設

＞

巡
回

バ
ス

交
通

手
段
と

し
て
コ

ー
ス

に
医

療
機
関

や
大
型

商
業

施
設

、
公
的

施
設
等

を
含

め
た

循
環
バ

ス
の
運

行

鹿
沼

市
の
リ

ー
バ
ス

の
よ

う
な

も
の

テ
ー
マ

１
．
高

齢
者
に
や
さ
し
い
人
・
地
域
づ
く
り

２
．
子

供
た
ち
に
残
そ
う
地
域
の
自
然

散
歩

道
の

指
導
、

整
備

…

車
の

乗
り

入
れ
が

し
な

い
所

を
…

（
菜

の
花

畑
な
ど

）

地
域

交
流

幼
児

か
ら

高
齢

者
が
一

つ
に
な

っ
て

1 年
に

1 度
ぐ

ら

い
催

し
を

す
る

体
育

祭
の

代
わ

り
に

（
地

域
の

子
供
）

子
供

が
集

え
る
場

所
を

作
る

。

子
供

参
加

型
の
イ

ベ
ン

ト
の

積
極
開

催

高
齢

者
学

級
や

子
供
会

と
の
共

催
イ

ベ
ン

ト

互
助

・
共

助
　

　
◎

一
人
住

ま
い

の
家

の
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
作

り

ウ
ォ

ー
ク

ロ
ー
ド

を
作

定
要

所
に
休

け
い
所

を
作

り
花

壇
な
ど

を
作
る

老
人

が
外

出
し
た

く
な
る

環
境
作

り

（
イ
ベ

ン
ト

）

広
報
活

動
を

よ
り

多
く
す

る
。

高
齢
者

の
く

ら
し

一
人
暮

ら
し

の
お

年
寄
り

の
方

に
元

気
か
ど

う
か
の

判
断

が
で

き
る
、

使
用
不

使
用

が
分

か
る
ポ

ッ
ト
を

配
る

（
高
齢

者
の

く
ら

し
）

老
人

ホ
ー

ム
利
用

の
為
助

成
制
度

の
拡

充

医
療

に
つ
い

て

病
院

は
市
に

お
願
い

し
た

い 医
療

医
院

の
開
院

の
要
望

救
急

時
の
対

策

地
域

の
問

題
解
決

の
為

に
そ

れ
ぞ
れ

の
分
野

で
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

チ
ー
ム

を
結

成
す

る

（
医

療
）

役
所

等
が
主

体
と
な

っ
て

の
誘

致
活
動

。

地
域

の
方
も

積
極
的

に
利

用
す

る
。

（
電

波
）

共
同

ア
ン

テ
ナ
の

設
置

や
ケ

ー
ブ
ル

テ
レ
ビ

の
早

期
設

置

高
齢
者

独
居

の
高

齢
者
の

把
握
で

長
寿
会

の
参

加
呼

び
か
け

を
…

指
導
者

の
確

保

高
齢
者

の
く

ら
し

既
存
の

共
同

体
組

織
（

組
・

班
等

）
を

利
用

し
、
そ

の
組

織
員

が
順
番

に
週

1回
程

度
立
ち

寄
り

健
康
状

態
を

把
握

し
た

り
、
要

望
等

を
聞

い
た
り

す
る

共
助

自
治
公

民
館

を
利

用
し
た

高
齢
者

の
集

い
を

自
治
会

で
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３
　

豊
岡

地
区

生
活

に
関

し
て

携
帯

電
話

使
用

不
能

子
ど

も
子

育
て

に
関

し
て

地
域

活
動

高
齢

者
に

関
す

る
こ

と

豊
岡

地
区

の
良

い
と

こ
ろ

い
ろ

い
ろ

道
路

環
境

に
関

し
て

班
・

組
と

し
て

の
ま

と
ま

り
は

あ
る

と
思

う
が

、
地

区
全

体
と

な
る

と
ど

う
か

と
思

う
と

こ
ろ

が
あ

る
障

が
い

者
、

高
齢
者

に
柔

ら
か

な
目

線
で

の
見

守
り

と
住

み
よ

い
生

活
空

間
づ

く
り

外
か

ら
来

て
25

年

閉
鎖

的
な

考
え

元
気

に
し

て
い

る
独
居

老
人
が

死
亡

し
て

何
日
も

し
て
か

ら
分

か
っ

た
話
な

ど
を
聞

く
の

で
、

毎
日
声

か
け
で

き
れ

ば
良

い
と
思

う
（
安

心
）

財
政

が
不

足
し

て
も
継

続
し
て

い
け

る
し

く
み
づ

く
り

み
ん
な

一
緒

に
 小

中
学

校
＋
学

童
や

児
童

館

子
育
て

、
支

援
、

教
育

、
育

成
の

観
点

か
ら

 分
断

せ
ず
、

各
機

関
が

連
携

・
協

力

野
犬

、
動

物
の

出
没
に

よ
る
車

の
事

故

情
報

デ
ー

タ

い
い

こ
と

も
何
か

あ
っ

た
と

き
、

ど
こ
へ

問
い

あ
わ

せ
連

絡
す

れ
ば

よ
い

か

子
供

が
少

な
い

の
で

小
学

校
存

続
の

不
安

子
供

が
部

活
ば

な
れ

運
動

し
て

い
る

少
し

で
も

ス
ポ
ー

ツ
を

通
し

て
、

ジ
ュ
ニ

ア
ク

ラ
ブ

を
立

ち
上

げ
た

手
づ

く
り

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア

緊
急

時
の

地
域

の
協

力
の

た
め

の
組

織
づ

く
り

お
く

や
み

葬
祭

時
の

お
返

し
物

、
供

物
無

し
運

動

屋
敷

へ
の

無
断
出

入

と
な

り
同

士
の

仲
が
悪

く
色
々

な
問

題
が

生
じ
て

い
る

不
審

者
、

見
か

け
な

い
人

の
出

入

と
に
か

く
子

供
が

ゼ
ロ

に
等

し
い

の
で

、
今

い
る

若
者

の
生

活
に

不
安

（
結

婚
・
学

校
）

か
か
り

つ
け

病
院

が
近

く
に

な
い

と
急

病
で

救
急

車
を

呼
ん

だ
場

合
、

手
間

ど
る

と
い

う
話

を
聞

い
た

こ
と

が
あ

る
若

林
通

り
な

ど
交
通

量
多

い
の

に
道

幅
狭

い

子
供

が
外

で
遊

ば
な

い

安
全

を
ど

う
守
っ

た
ら

良
い

の
だ

ろ
う

コ
ス

ト
・

人
材
の

面
も

限
り

が
あ

る

知
恵

を
出

し
合
っ

て

「
子

ど
も

が
自

由
に

遊
べ

る
」

で
き

に
く

い
地

域
で

遊
び

の
リ

ー
ダ

ー
が

い
な

い

小
学

校
の

ス
ク

ー
ル
ガ

ー
ド
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
活

動
を
時

間
が

過
ぎ

る
事
に

よ
り
風

化
す

る

ス
ク
ー

ル
ガ

ー
ド

も
大
切

自
分
の

子
供

は
自

分
で
守

る で
き
な

い
と

こ
ろ

を
協
力

す
る

地
区

の
少

子
高

齢
化

小
学

生
　

０
人

中
学

生
　

１
人

高
校

生
　

数
人

地
区

の
一

部

50
～

60
歳

代
の

独
身

一

人
暮

ら
し

の
人

の
問

題
、

か
か

わ
り

方
（

男
性

）

小
学

校
下

校
後

、
休

日
等

対
策

に
つ

い
て

（
安

全
を

守
る

方
法

）
交

通
事

故
に

な
る

登
下

校
時

の
見

守
り

声
か

け
な

ど
の

協
力

し
て

く
れ

る
方

が
少

な
い

ス
ク

ー
ル

ガ
ー

ド
や
学

童
保
育

で
安

全
に

守
ら
れ

て
い
る

と
思

う
が

、
公
園

や
校
庭

で
の

び
の

び
と
遊

ば
せ
て

や
り

た
い

と
思
い

ま
す

ス
ク
ー

ル
ガ

ー
ド

を
し
て

い
て
も

、
ま

ず
子

供
・
人

に
会
わ

な
い

親
が
校

庭
ま

で
お

迎
え

帰
宅
後

、
子

供
は

ど
こ
へ

老
人
会

の
入

会
者

が
少
な

い
働

い
て

い
る

と
忙

し
さ

に
ま

ぎ
れ

て
、

地
域
の

活
動

を
休

み
が

ち
に

な
る

消
防

団
員

の
減

少
（

若
者

の
地

域
離

れ
）

温
度

差
（

個
人

差
）

の
解

消

老
人
ク

ラ
ブ

で
な

く
、
名

前
を
考

え
て

は

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
に

つ
い

て
声

を
か

け
れ

ば
協

力
し

て
く

れ
る

組
織

づ
く
り

を
し

て
ほ

し
い

日
中

地
域
社

会
で

の
活

動
で

き
る

人
が

少
な

い

道
路

が
狭
く

、
木

々
の

枝
が

両
側

か
ら

伸
び

ト
ン

ネ
ル

状
態

。
防

犯
と

が
あ

っ
て

も
効

果
が

薄
れ

て
し

ま
う道

路
が

せ
ま

く
、

ス
ク

ー
ル

ガ
ー

ド
が

や
り

に
く

い

（
環

境
問

題
）

杉
並
木

で
心

配
な

こ
と

大
風
が

吹
く

た
び

に
枝

が
落
ち

て
車

が
傷

に
な
る

の
で

は
な

い
か

。
並

木
の

木
の
根

っ
こ

が
浮

き
出
し

て
い

る
の

で
、

倒
れ

た
ら

怖
い

の
で

並
木

は
通

ら
な

い
よ

う
に

し
て

い
る

新
規

道
路

開
通

等
に

よ
る

交
通

量
の

変
化
、

危
険

度

一
番
奥

に
観

光
地

が
あ

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
今

市
方

面
よ

り
の

道
路

が
せ

ま
く
危

険
箇

所
が

多
く
日

々
ス

ト
レ

ス
に

な
る

旧
道
（

会
津

西
街

道
）
の

整
備
と

活
用

大
規

模
な

商
店
が

進
出

し
て

い
る

大
型

店
、

観
光
物

産
店

を
有

す
る

利
便

性
と

地
域

活
性

化
の

将
来

性
が

あ
る

（
利

用
価

値
の
創

出
）

地
区

体
育
祭

が
50

年
も

続

い
た

近
く

の
空
き

地
を

お
借

り
し

て
班

内
で

花
だ

ん
づ

く
り

な
ど

を
す

る
と

交
流

が
深

ま
る
と

思
う

こ
の

地
域
で

生
ま

れ
育

っ
て

良
か

っ
た

大
人

に
な
り

、
ふ

る
さ

と
へ

帰
ろ

う
、

子
育

て
を

こ
こ

で
、

こ
こ

で
暮

ら
そ

う
と

思
え

る
ま

ち
づ

く
り

自
然

が
豊
か

で
新

鮮
な

野
菜

が
食

べ
ら

れ
る

大
笹

牧
場

（
自

慢
）

小
百

地
区

（
ひ

な
び
た

風
景
）

東
武

線
沿

線
で

環
境
も

良
く
美

し
く

東
京

も
近
く

景
色
良

く
と

て
も

良
い
と

こ
ろ
で

す

地
域

で
の

高
齢
者

の
ふ

れ
あ

い
交

流
会

を
企

画

豊
岡

地
区

と
し
て

は
、

福
祉

施
設

は
充

実
し

て
い

る
方

だ
と

思
う

豊
岡

の
地

区
社
協

っ
て

す
ば

ら
し

い
と

思
い

ま
す

。
こ

れ
か

ら
も

リ
ー

ダ
ー

と
な

り
企

画
を

よ
ろ

し
く

不
登

校
児

童
生
徒

の
た

め
の

学
校

（
若

杉
学

級
）

が
あ

る

資
源

ゴ
ミ

は
重

た
く

て
出

せ
な

い
の

で
、

新
聞

を
取

る
こ

と
が

お
っ

く
う

に
な

る
近

所
に

商
店

が
な

い
た

め
、

買
物
に

行
け

な
い

近
所
に

商
店

が
な

い
た

め
、

買
物

に
行

け
な
い

近
く

に
お

店
が

な
い

の
で

、
高

齢
者
の

買
い

物
が

大
変

高
齢

者
と

住
ん

で
い

る
家

が
ほ

と
ん

ど
の
で

、
介

護
者

の
ケ

ア
が

必
要
に

な
っ

て
い

る
の

で
は
な

い
か

交
流

が
少
な

い
よ

う
な

気
が

す
る

都
会

の
生

活
で

疲
れ

た
の

で
、

老
後

は
他

人
に

干
渉

さ
れ

ず
に

過
ご

し
た

い
と

思
っ

て
引

っ
越

し
て

き
た

近
く

に
お

店
が

な
い

の
で

、
高
齢

者
の

買
い

物
が

大
変

熊
が

出
る

の
で

散
歩

に
行

く
の

が
怖

い

一
人

暮
し

の
老

人
の

接
し

方

バ
ス
停

や
駅

ま
で

遠
く

て
歩
け

な
い

が
、

タ
ク
シ

ー
は
高

額
で

使
い

に
く
い

か
ら

だ
が
不

自
由

に
な

る
と

ゴ
ミ

が
出

せ
な

い

高
齢

者
の

運
動

が
不

足
し

て
い

る

と
な

り
に

誰
が

住
ん

で
い

る
の

か
分

か
ら

な
い

子
供
の

見
守

り
を

や
っ
て

い
た
が

見
守

り
者

が
あ
い

さ
つ
を

し
て

も
返

事
が
な

い 学
校
の

授
業

が
問

わ
れ
る

と
な
り

近
所

の
子

供
の

顔
が
分

か
ら

な
い
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豊
岡

地
区

の
目
標

　
　

　
　

　
　
１

．
声

か
け
活

動
を

実
践
し

よ
う

！

　
　

　
　

　
　
２

．
み

ん
な
で

地
域

交
流
し

よ
う

！

公
助

自
助

・
共

助

香
典
返
し

ス
タ
ー
ト

の
期
日

を
決

め
、
葬
場

に
も
話

を
し
て

お
く

お
く
や
み

葬
祭

時
の
香
典

返
し
を
無

く
す
運

動

自
治
会
へ

ま
だ
や

っ
て
い

る
と
こ
ろ

へ
地
区

会
長
が

出
向
い
て

説
明

納
得
を
し

て
い
た
だ

い
た
上

で
地
区

全
体
で
考

え
る

ま
だ
や
っ

て
い
る

自
治
会

を
無
く
す

生
活
に

関
し
て

イ
ン
タ

ー
ネ
ッ

ト
や
テ
レ

ビ
の
情

報
を
近

所
に
声

か
け
す
る

香
典
返
し

の
件

香
典
返
し

を
行
っ

て
い
る

自
治
会
に

つ
い
て

時
間
を

要
し
廃
止

に
す
る

野
犬
、

動
物
の

出
没
に
よ

る
車
の

事
故

自
分
で

気
を
つ

け
る

動
物
（

犬
、
ね

こ
）
を

か
っ
て

い
る
人

は
責
任

を
持
っ
て

最
後
ま

で
か
い

き
る
。
捨

て
な
い

。

子
育
て

に
関
し

て

近
所
の

子
ど
も

と
遊
ぶ

特
色
あ

る
学
校

づ
く
り

の
推
進
　

共

生
活
に
関

し
て

独
居
老
人

に
対
し

て
ゴ
ミ

出
し
時
に

声
か
け

地
域
活
動

定
年
を
迎

え
た
人

に
声
を

か
け
る

個
人
情
報

と
声
か

け
、
援

助
と
の
関

係
を
明

確
化

＜
ア
イ
デ

ア
＞

自
助

と
な
り
の

家
（
向

こ
う
三

げ
ん
両
ど

な
り
）

と
の
付

き
合
い
を

積
極
的

に
す

る
。

回
ら
ん
板

を
回
す

時
に
一

声
か
け
る

。
道
で

会
っ
た

ら
立
ち
話

し
。
子

ど
も
に

は
声
か
け

、
高
齢

者
に
も

声
か
け

※
回
ら
ん

板
は
家

族
で
共

有
す
る
。

心
豊

か
な
地

域
づ
く

り

道
路

環
境

標
識

の
確
認

子
育

て
に
関

し
て
地

域
で

遊
べ

る
場
所

を
探
す

住
民
が
集

え
る
居

場
所
作

り 学
校
、
公

民
館

子
供

が
少
な

い
小
学

校
の

存
続

学
区

の
見
直

し

特
色

あ
る
学

校
づ
く

り

大
谷
向
駅

か
ら
大

桑
駅
ま

で
の
旧
道

を
活
か

し
た
遊

歩
道
の
整

備
　
公

魅
力

あ
る
ま

ち
づ
く

り

学
校
空
き

教
室
の

利
用
老

人
、
子
供

等

高
齢

者
に
関

す
る

バ
ス

停
に
ベ

ン
チ
を

公
助

安
全
な
環

境
づ
く

り

・
歩
道
の

整
備

・
高
齢
者

～
子
ど

も
ま
で

幅
広
く
使

え
る
場

づ
く
り

・
安
全
で

使
い
や

す
い
交

通
機
関
の

整
備

手
有
ダ
イ

ヤ
ル
バ

ス
巡
回

型

互
助
・

共
助

班
活
動

を
企
画

す
る

花
見
・

暑
気
払

い
、
年

配
者
の
班

活
動
と

若
い
世

代
の
班
活

動
と
別

に
す
る

生
活
に

関
し
て

地
域
の

交
流
の

機
会
を

多
く
す
る

年
代
別

に
（
ス

ポ
ー
ツ

、
ジ
ョ
ギ

ン
グ
、

散
歩
　

な
ど
）
簡

単
に
行

え
る
こ

と
か
ら
は

じ
め
る

各
地
域
（

集
落
）

で
し
っ

か
り
し
た

話
し
合

い
を
し

て
話
を
進

め
る

香
典
返
し

の
件

小
地
域

見
守
り

活
動
の

事
業
の
推

進

子
ど
も

か
ら
高

齢
者
ま

で
安
心
し

て
生
活

で
き
る

よ
う
住
民

相
互
の

見
守
り

体
制
の
整

備

地
域
の

高
齢
者

が
、
学

校
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

と
し
て

積
極
的
に

参
加
す

る

自

小
・
中

学
校
、

児
童
館

の
交
流
事

業
を
検

討
す
る

学
道
が

木
々
の

枝
で
ト

ン
ネ
ル
状

態
で
す

が
、
地

区
の
代
表

者
と
持

ち
主
が

理
解
を
求

め
る

不
審
者

・
見
か

け
な
い

人
の
出
入

を
防
ぐ

た
め
、

住
民
の
目

が
行
き

届
い
て

い
る
地
域

◎
地
域

を
き
れ

い
に

・
ゴ
ミ

が
落
ち

て
い
な

い

・
ゴ
ミ

ス
テ
ー

シ
ョ
ン

が
き
れ
い

・
花
が

き
れ
い

　
　
　

　
　
　

　
な
ど

◎
あ
い

さ
つ

子
育
て
に

関
し
て

地
域
・
学

校
に
協

力
す
る

＜
生
活

に
関
し

て
＞

課
題

地
域
で

生
活
し

て
の
一

体
感
が
薄

い

道
路
環

境

カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー

の
清
掃

高
齢
者

に
は
地

域
近
所

と
な
り
だ

け
で
な

く

自
治
会

と
し
て

も
対
応

す
る学
校
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

自
治
会
班

（
組
）

活
動
の

活
用
を
さ

ら
に
進

め
る
。

「
遠
く
の

し
ん
せ

き
よ
り

…
。
向
こ

う
三
軒

両
ど
な

り
」
の
意

識
を
高

め
る

生
活
に

関
し
て

近
所
同

士
の
あ

い
さ
つ

（
声
か

け
）
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４
　

大
沢

地
区

障
が

い
者

の
方

と
の

ふ
れ

あ
い

近
所

づ
き

あ
い

の
必

要
性

を
感

じ
る

が
、

ど
う

し
た

ら
よ

い
か

分
か

ら
な

い

広
め

よ
う

！
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

活
動

高
齢

者
の

生
活

を
守

ろ
う

目
的

の
明

確
化

個
性

の
尊

重
と

支
援

目
指

そ
う

！
地

域
力

ア
ッ

プ

育
て

よ
う

感
受

性
豊

か
な

子
ど

も
た

ち

若
い

人
は

地
域
に

無
関

心
（

自
治

会
に
加

入
し

な
い

な
ど

）

自
分

の
住

ん
で

い
る

地
域

に
た

く
さ

ん
の

人
が

目
を

向
け

る
た

め
に

は
、

何
を

し
た

ら
よ

い
か

登
校

時
だ

け
顔

を
合

わ
せ

る （
母

親
同

士
）

地
域

で
多

く
の
人

が
集

ま
れ

る
建

物
が

な
い

安
全

・
安

心
の

見
守

り
活

動
と

い
う

こ
と

で
、

子
ど

も
達

の
登

校
時

の
声

か
け

指
導

に
立

っ
て

い
る

が
、

も
っ

と
多

く
の

方
々

の
参

加
を

呼
び

か
け

た
い

あ
ま

り
に

子
ど

も
の

安
全

ば
か

り
に

目
が

行
き

す
ぎ

、
自

由
が

な
く

な
っ

て
い

る
の

で
は

（
自

主
性

を
な

く
し

て
い

る
）

小
学

生
の

部
活

動
（

ス
ポ

ー
ツ

少
年

団
活

動
）

は
、

親
の

負
担

が
多

く
、

加
入

で
き

な
い

子
が

お
り

、
放

課
後

の
過

ご
し

方
に

問
題

を
感

じ
る

子
ど

も
の

顔
を

見
た

ら
ど

こ
の

子
か

分
か

る
必

要
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

子
ど

も
を

も
っ

と
外

で
遊

ば
せ

る
た

め
に

は
ど

う
し

た
ら

よ
い

か

地
域

で
子

ど
も

を
見

守
る

必
要

が
あ

る
（

安
全

・
安

心
・

非
行

の
防

止
、

虐
待

防
止

に
つ

な
が

る
）

子
ど

も
に

自
分

の
住

ん
で

い
る

地
域

を
も

っ
と

よ
く

知
っ

て
も

ら
う

た
め

に
は

ど
う

し
た

ら
よ

い
か

プ
レ

イ
パ

ー
ク

（
自

分
の

責
任

で
自

由
に

遊
ぶ

）
が

あ
っ

た
ら

よ
い

自
然

は
い

っ
ぱ

い
で

過
ご

し
易

い
地

域
だ

が
、

公
園

は
な

い
。

安
心

し
て

安
全

な
遊

び
が

出
来

る
よ

う
な

施
設

が
ほ

し
い

。

公
園

・
広

場
（

遊
具

の
あ

る
）

私
の

住
ん

で
い

る
地

区
は

、
ま

わ
り

を
山

で
囲

ま
れ

て
、

自
然

豊
か

な
地

域
で

す
が

、
大

沢
小

の
事

件
以

来
、

子
供

た
ち

が
広

場
・

公
園

等
で

遊
ぶ

姿
が

見
ら

れ
な

く
な

り
、

家
に

閉
じ

こ
も

り
ゲ

ー
ム

を
や

っ
て

い
る

姿
を

み
る

と
将

来
が

不
安

で
す

。

自
然

豊
か

だ

→
で

も
子

ど
も

た
ち

は
、

そ
の

豊
か

さ
を

体
験

で
き

な
い

で
い

る
の

で
は

？

屋
外

で
の

元
気

な
姿

が
見

ら
れ

な
い

（
学

童
）

子
供

だ
け

で
安

全
に

遊
べ

な
い

学
童

保
育

に
入

っ
て

い
る

子
が

多
い

→
お

り
の

中
の

動
物

？

宇
都

宮
等

市
外

の
事

業
所

に
勤

め
る

人
が

多
い

の
で

、
地

元
と

の
関

わ
り

は
薄

い

向
こ

う
三

軒
両

隣
で

見
守

り
が

出
来

れ
ば

よ
い

昭
和

35
年

に
分

譲
さ

れ
た

地
域

で
、

当
時

は
30

代
の

人
が

主
流

で
何

事
に

も
積

極
的

に
取

り
組

み
、

ホ
ー

ム
パ

ー
テ

ィ
等

も
盛

ん
に

行
わ

れ
て

い
ま

し
た

が
、

35
年

が
経

過
し

た
現

在

は
、

65
歳

以
上

の
年

代
の

人
が

主
流

に
な

り
、

ま
と

ま
り

が
な

く
な

っ
た

私
の

住
ん

で
い

る
地

区
は

デ
ジ

タ
ル

放
送

の
受

信
で

き
な

い
地

区
で

す
。

テ
レ

ビ
が

見
ら

れ
な

く
な

る
と

お
年

寄
り

の
楽

し
み

を
う

ば
う

事
に

な
り

ま
す

地
域

活
動

に
お

け
る

参
加

者
が

少
な

い
（

長
寿

会
、

老
妻

会
な

ど
）

共
働

き
の

家
庭

が
多

い
の

で
、

日
中

、
近

所
と

の
つ

き
あ

い
が

少
な

い

大
沢

地
区

は
地

域
力
の

あ
る

地
域

だ

地
域

の
行

事
は

あ
っ

て
も

参
加

す
る

人
が

少
な

い

一
人

世
帯

の
人

が
何

に
困

っ
て

い
る

の
か

調
べ

る
こ

と
が

必
要

な
の

で
は

近
所

で
も

家
族

構
成

や
年

齢
が

分
か

ら
な

い

個
人

情
報

の
守

秘
に

敏
感

す
ぎ

る
の

で
は

な
い

か

赤
ち

ゃ
ん

か
ら

お
年

寄
り

ま
で

、
縦

の
つ

な
が

り
を

も
つ

た
め

に
は

、
ど

う
し

た
ら

よ
い

か

共
稼

ぎ
家

庭
が

多
く

、
日

常
の

つ
き

あ
い

が
少

な
い

組
単

位
の

組
織

付
き

合
い

が
薄

い
が

、
皆

さ
ん

仕
事

を
持

っ
て

い
て

時
間

が
な

い
の

で
仕

方
が

な
い

の
か

老
人

ク
ラ

ブ
の

数
が

減
っ

て
い

る

会
長

の
な

り
手

が
い

な
い

近
所

に
障

害
を

も
っ

て
い

る
人

が
住

ん
で

い
る

か
ど

う
か

分
か

ら
な

い

身
障

害
者

に
出

来
る

だ
け

声
か

け
す

る

地
区

内
に

は
施

設
が

あ
っ

て
、

そ
こ

へ
の

利
用

も
あ

る
。

ま
た

、
民

児
協

の
事

業
と

し
て

、
年

１
回

交
流

会
を

実
施

し
て

い
る

。
も

っ
と

他
の

団
体

な
ど

で
も

や
り

「
ふ

れ
る

こ
と

」
で

理
解

を
深

め
た

い
も

の
で

あ
る

私
の

地
域

に
も

障
害

の
あ

る
人

が
住

ん
で

い
ま

す
。

そ
の

家
族

の
人

は
廻

り
の

人
と

ほ
と

ん
ど

つ
き

あ
い

が
あ

り
ま

せ
ん

。
ど

う
接

し
た

ら
い

い
か

わ
か

ら
な

い
の

が
現

状
で

す
。

福
祉

＝
幸

福

福
祉

は
幸

せ
で

す
か

幸
を

増
す

目
的

に
知

人

福
祉

の
集

会
の

目
的

を
明

確
に

し
た

手
法

も
必

要

高
齢

者
の

方
は

多
い

が
、

施
設

利
用

者
も

割
合

的
に

多
い

と
思

う
。

ま
た

、
老

人
会

な
ど

へ
の

加
入

も
な

く
、

自
宅

で
過

ご
し

て
い

る高
齢

者
同

士
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

な
い

（
と

れ
て

い
な

い
）

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

教
育

を
す

る
必

要
が

あ
る

と
思

う
が

、
体

制
が

整
っ

て
い

な
い

地
域

福
祉

に
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
は

必
要

で
あ

る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
必

要
な

団
体

に
た

く
さ

ん
の

人
を

集
め

る
た

め
に

は
ど

う
し

た
ら

よ
い

か

住
民

と
障

害
者

と
の

交
流

が
な

い

障
害

を
も

っ
た

方
が

い
る

家
庭

の
子

は
、

学
校

も
違

う
の

で
、

友
だ

ち
に

な
り

に
く

い

ス
ー

パ
ー

が
い

く
つ

か
あ

り
、

買
物

に
便

利

高
齢

者
の

方
ひ

と
り

ひ
と

り
の

個
性

も
尊

重
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の

で
、

必
ず

し
も

外
へ

向
く

だ
け

で
な

く
て

も
よ

い
の

か高
齢

者
世

帯
に

困
っ

て
い

る
点

を
知

る
（

個
々

に
違

う
と

は
思

う
が

、
共

通
点

は
あ

る
）

人
口

密
集

地
域

で
あ

り
、

高
齢

化
率

は
他

の
地

域
に

比
べ

て
低

い

交
通

の
便

が
悪

く
、

何
事

に
も

車
が

必
要

で
す

。
お

年
寄

り
が

車
に

乗
れ

な
く

な
る

と
ど

う
な

る
だ

ろ
う

。
特

に
年

寄
り

だ
け

の
世

帯
が

増
え

て
い

る

市
街

地
に

高
齢

者
が

出
掛

け
る

足
が

な
い

（
市

民
バ

ス
の

利
用

以
外

）

高
齢

者
、

子
供

を
守

る
住

民
参

加
の

安
心

・
安

全
の

街
づ

く
り

を

介
護

施
設

が
他

の
地

区
に

比
べ

て
多

く
存

在
し

て
い

る予
防

医
学

に
力

を
入

れ
る

べ
き

→
場

所
・

施
設

が
な

い
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公
助

公
園

は
あ

る
が

、
遊

具
が
自

治
会

の
資

金
で

は
整

え
ら
れ

な
い

の
で

、
市

で
整

備
す

る
。

高
　
ボ
ラ

互
助

共
助

地
域
行
事

の
案

内
が

出
さ

れ
る

が
そ
こ

に
参

加
出

来
る

ま
で

の
手
助

け
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
い
れ

ば
今

現
在

の
ア

ッ
プ

に
な
る

と
思

う

公
助

小
学
生

は
バ

ス
通

学
を

し
て

い
る
の

で
、

ス
ク

ー
ル

バ
ス

を
多
く

増
や

し
て

も
ら

い
た

い

公
助

自
然

が
多

い
と

い
う

事
は
危

険
ヶ

所
も

多
い

と
い

う
事
な

の
で

、
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
森
林

の
整

備
を

行
う

高
　

公
助

趣
味

を
つ

ど
い

な
ど

公
民
館

活
動

を
も

う
少

し
多

く
や
っ

て
い

き
、

引
き

込
も

り
の
方

を
少

な
く

し
て

い
っ
た

ら
ど

う
か

し
ら

？

高
　
公

助

若
い
方

が
福

祉
、

医
学

、
地

域
学
な

ど
学

ん
で

き
て

い
る

の
で
そ

ん
な

方
々

を
募

集
し

、
生

か
し

て
い

く
よ

う
に

す
る

高
　
公

助

ホ
ー
ム

ガ
ー

ド
の

よ
う

な
形

で
お
年

寄
り

の
家

庭
の

訪
問

、
要

望
を

聞
き

取
り

を
す

る
（
市

職
員

な
ど

が
…

）

障
　
互

助
・

共
助

小
さ
い

う
ち

か
ら

障
が

い
者

の
方
と

ふ
れ

あ
え

る
機

会
を

た
く
さ

ん
つ

く
っ

て
あ

げ
る

と
、
大

人
に

な
っ

た
と

き
ご

く
あ
た

り
前

の
接

し
方

が
で

き
る

＜
子

供
達

に
対
す

る
＞

学
校

行
事

（
運

動
会
・

文
化

祭
等

）
で

き
る
だ

け
参

加
し
、

又
児

童
の
安

全
確

保
の

パ
ト

ロ
ー

ル
活

動
に
参

加
し
、

子
供

達
の
「

触
れ

合
い
」

を
大

切
に
…

地
域
　

互
助

・
共

助

若
い
人

に
魅

力
を

感
じ

さ
せ

る
自
治

会
に

す
る

た
め

、
イ

ベ
ン
ト

を
開

催
す

る

地
・

子
・

高

子
ど

も
や

高
齢

者
に

積
極

的
に
声

を
か

け
る

。

＜
高
齢

者
に

対
す

る
＞

自
治
区

内
で

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

組
織
化

し
、

特
に

、
高

齢
者

の
住
宅

内
の

清
掃

活
動

等
を

通
じ
て

交
流

を
図

り
、

地
域

活
動
を

す
る

子 ス
ポ

少
を

な
く

し
て

学
校

の
校
庭

を
自

由
に

遊
べ

る
よ

う
に
す

る

子
・
高

自
宅
を

子
ど

も
に

開
放

し
、

自
由
に

遊
ば

せ
る

。

高
齢
者

は
遊

び
相

手
に

な
る

。

高
齢

者

お
隣

さ
ん

の
声

か
け

見
守

り
た
い

。

自
助

危
険
な

場
所

を
調

査
し

地
図

上
に
落

と
し

込
む

障
が

い
者

及
び

家
族

の
方

と
の
話

し
か

け
を

行
う

共
助

民
生
委

員
の

方
は

孤
立

し
が

ち
な
の

で
、

自
治

会
等

な
ん

で
も
相

談
す

る

子
供

子
供
た

ち
に

昔
の

遊
び

を
教

え
よ
う

！
！

地
・

子

道
路

や
自

宅
ま

わ
り
の

清
掃

を
心

が
け

る

（
外

に
人

が
出
て

い
る

時
間

を
長

く
す

る
）

子 地
域

の
空

地
を

子
ど

も
た

ち
に
開

放
す

る

分
譲

地
、

住
宅
は

ど
ち

ら
か

と
言

え
ば

、
交

流
等
が

少
な

い
の

で
、

レ
ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
等

の
行

事
を
利

用
し

、
交

流
を

図
る

又
、

挨
拶

を
大

切
に
す

る

子 親
は

子
ど

も
に

自
分

で
自

分
の
身

を
守

る
教

育
を

す
る

。
ケ
ガ

を
し

て
も

他
人

の
せ

い
に
し

な
い

地
域

力

地
元

の
行

事
に

は
声
か

け
合
っ

て
積

極
的
に

参
加

し
よ

う

＜
高
齢

者
＞

地
域
内

の
公

民
館

を
利

用
し

、
ゲ

ー
ム

、
手

作
業

等
の

時
を
作

る

障
　
自

助

行
事
　

イ
ベ

ン
ト

な
ど

学
校
、

施
設

、
地

域

案
内
な

ど
通

知
を

出
す

。

高
齢

者

介
護

施
設

の
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

と
し

て
参

加
し

よ
う

高
齢
者

同
士

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
な

し
（

と
れ

な
い
）

※
敬
老

会
（

老
人

会
）

を
通

し
て
参

加
者

を
多

く
す

る
催

し
物
を

（
カ
ラ

オ
ケ

・
ゲ

ー
ト

ボ
ー

ル
等
）

地
域
力

近
所
の

方
の

悩
み

ご
と

の
相

談
に
の

っ
て

あ
げ

よ
う

自
助

地
域

の
公

民
館
等

で
子

供
達

を
集

め
て

あ
そ
び

の
サ

ー
ク

ル
を

広
げ

る

自
助

高
れ

い
者

を
出

来
る
だ

け
外

出
さ

せ
る

（
つ

き
そ
い

な
が

ら
）

住
民

と
障

害
者

と
の

交
流

が
な
い

※
あ

ま
り

意
識

を
も

っ
て

の
交
流

で
は

な
く

自
然

で
の

交
流
を

子
供

自
然

の
豊

か
さ
を

感
じ

る
居

場
所

、
遊

び
場
を

提
供

し
よ

う
。

個 組
内

の
世

帯
調

査
を

し
、

自
分
の

組
に

ど
の

よ
う

な
人

が
住
ん

で
い

る
か

知
る

ボ
ラ

自
分

が
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

を
す

る
と

き
、

必
ず
他

の
人

一
人

に
は

声
を

か
け
る

ボ
ラ

社
協
と
生

涯
学

習
課

の
連

絡
を

密
に
し

、
人

材
の

共
有

を
す

る

子
ど

も
育

成
　

公
助

プ
レ

イ
パ

ー
ク

を
造

っ
て
ほ

し
い

子
ど
も
育

成
　

公
助

下
校
後
、

長
期

休
業

時
の

子
ど

も
達
の

た
め

に
、

校
庭

の
開

放
、
公

民
館

の
利

用
を

も
う

少
し
自

由
に

す
る

高 老
人

介
護

施
設

に
も

っ
と
入

り
や

す
い

シ
ス

テ
ム

に
す
る

福
祉

ポ
イ

ン
ト

の
設

置

地
域
で

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を
と

る
た

め
の

集
ま

り
に

補
助
金

を
出

す

障
　
互

助

地
域
の

子
、

近
所

の
子

と
し

て
の
付

き
合

い
が

出
来

な
い

。
学

校
が

学
年

が
ち

が
う

と
交
流

が
う

ま
く

い
か

な
い

。
親

の
積

極
性

も
ほ

し
い

。

互
助

・
共

助

老
人

・
学

童
ク

ラ
ブ

を
一

緒
に

高 週
一
く

ら
い

で
、

乗
り

合
い

タ
ク
シ

ー
を

運
行

す
る

高 買
い

物
に

行
け

な
い

人
の

た
め
に

、
電

話
一

本
で

配
達

し
て
く

れ
る

お
店

を
ふ

や
す

地
域

自
治

会
な

ど
小

さ
な

地
域

で
座
談

会

地
域

で
何

が
必

要
な

の
か

を
考
え

る

障
　

互
助

・
共

助

学
校

、
施

設
等

へ
の

見
学

、
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

地
域

な
ど

に
よ
り

交
流

を

（
大

沢
体

育
館

使
用

な
ど

）

地
域

　
自

・
共

近
所

づ
き

あ
い
を

密
に

す
る

た
め

、
組

単
位
の

活
動

（
イ

ベ
ン

ト
を

含
む
）

を
活

発
に

す
る

自
治

会
へ

の
入

会
者
の

減
少

に
よ

り
、

近
隣
の

付
き

合
い

が
難

し
い

子
供

、
大

人
共
に

引
き

こ
も

り
が

多
く

な
り
つ

つ
有

る
の

で
自

治
会

へ
の
入

会
を

し
て

い
た

だ
く

様
な
市

で
ア

イ
デ
ィ

ア
を

出
す

こ
と
も

大
切

に
思

う

ボ
ラ

地
域
の
広

報
誌

で
ど

の
よ

う
な

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
を

す
る

か
、
詳
し

く
知

ら
せ

常
に

募
集

を
か
け

る

子 プ
レ
イ
パ

ー
ク

を
作

る

高 高
齢
者

の
希

望
を
受

け
る

→
共

助

高 寝
た

き
り

に
な

ら
な

い
た
め

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
法

を
広
報

等
で

知
ら

せ
る

高 公
民
館

や
自

宅
開
放

型
の

お
茶

飲
み

会

歩
い
て

い
け
る

範
囲

で

子
・
地

地
域
少

人
数

の
子

ど
も

教
室

を
作
る

子
ど

も
育

成
　

互
助

「
何

か
あ

っ
た

ら
！

」
と

い
う
責

任
問

題
が

重
く

の
し

か
か
っ

て
地

域
の

子
を

気
軽

に
見
て

い
け

な
い

傾
向

に
あ

る
の
で

「
お

互
い

さ
ま

」
の

意
識
の

向
上

を
！

高 公
民

館
で

定
期

的
に

予
防
医

学
の

研
修

（
教

室
）

を
行
う

高
　
互

助

老
人
会

な
ど
へ

の
入

会
を

す
す

め
、

積
極
的

な
声

か
け

を
推

進
す

る

子
・

高
・

地

地
区

の
公

民
館
を

常
に

開
放

し
、

地
域

の
交

流
の
場

と
す

る地
域

力
　

互
助
・

共
助

集
落

の
公

民
館
や

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
セ

ン
タ
ー

に
常

時
管

理
指

導
す

る
方
が

い
て

い
ろ

い
ろ

に
自

由
に
活

用
出

来
る

よ
う

に
す

る
。

高
　

共
助

高
齢

者
が

集
え

る
場

を
つ

く
る
こ

と

（
関

係
者

の
協

力
を

得
る

）

個
　

互
助

隣
近

所
は

集
い
合

っ
て

お
し
ゃ

べ
り

を
す
る

。
お

茶
を

飲
み

、
ホ

ー
ム
パ

ー
テ

ィ
を

す
る

な
ど

し
て
交

流
会

の
実

施
が

出
来

た
ら
…

屋
外
で
の

元
気

な
姿

が
見

ら
れ

な
い

※
公
園
、

広
場

の
充

実
を

図
る

事
が
出

来
な

い
か

地
域

力
　

公
助

り
っ

ぱ
な

公
民

館
が

完
成
し

活
用

利
用

し
て

い
け

る
の
で

よ
い

が
、

そ
こ

へ
の

足
の
問

題
が

あ
る

。
有

料
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
な

ど
を

用
意

し
て
い

く

子
　
公

親
も
子
ど

も
も

集
え

る
広

場
を

つ
く
る

交
通
の
便

が
悪

い

※
現
在
の

市
営

バ
ス

の
運

行
の

見
直
し

が
出

来
な

い
か

公
助

共
助

自
助

～
大

沢
地

区
の
目

標
～

目
指

そ
う

！
地

域
力

ア
ッ

プ
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地
元

消
防
団

員
と

の
交

流
の
場

が
ほ

し
い

身
近
に

気
軽

に
集

え
る

サ
ロ

ン
が

あ
る

と
い

い

高
齢

者
の

事

子
供

の
事

地
域

の
テ

ー
マ

交
流

ハ
ー

ド
面

の
整

備

お
ら

が
自

慢

地
域

の
交
流

の
場

が
少

な
い
よ

う
に
思

う

地
域
の

交
流

の
場

が
も

っ
と

あ
る

と
い

い

冬
季
中

学
生

の
（

自
転

車
通

学
）

に
於

い
て

、
和

田
か

ら
矢

の
口

に
出

る
道

、
街

灯
の

な
い

道
を

通
学

し
て

い
る

。
街

灯
の

あ
る

道
路

は
車

が
多

い
の

で
さ

け
て

通
る

。

安
全
安

心
で

出
歩

け
る

よ
う

歩
道

の
整

備

大
型
車

の
往
来

が
多

く
散

歩
が
危

険

※
地

域
で
日

常
生

活
を

送
る 自
己

中
心
的

な
人

が
多

く
、

集
団
（

団
体

）
で

の
生
活

を
す

る
こ
と

が
で

き
な
い

歩
道
が

整
備
さ

れ
て

い
な

い危
険
な

場
所
の

防
護

柵
の

設
置
が

必
要
で

あ
る

犯
罪
が

少
な

い

※
よ
い

所

塩
野
室

地
区

は
小

・
中

同
じ

な
の

で
、

体
育

祭
、

敬
老

会
な

ど
が

、
い

ま
で

も
き

ち
ん

と
で

き
て

い
る

近
く

で
ち

ょ
っ

と
し

た
買

い
物

を
す

る
場

が
な

く
て

不
便

。

お
米
が

お
い

し
い

き
れ
い

な
水

が
豊

か
で

あ
る

。

隣
近

所
、

気
を

配
り

あ
う

関
係

は
残

っ
て

い
て

、
良

い
事

。

自
然
が

多
く

環
境

が
い

い

塩
野

室
地

区
は

自
然

に
恵

ま
れ

、
子

供
達

は
通

学
の

途
中

も
植

物
や

、
虫

に
感

心
が

高
い

人
が

落
ち

着
い

て
い

て
お

だ
や

か

（
せ

か
せ

か
し

て
い

な
い
）

環
境

は
最

高
、

生
活

に
は

少
し

不
便

で
も

住
み

や
す

い
所

。

大
き

な
災

害
な

い

高
齢

化
が
進

ん
で

き
た

福
寿
会

会
員

の
後

継
者

が
な

く
、

今
の

先
ぼ

そ
り

が
心

配
認
知

症
ケ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

を
増

や
す

活
動

が
必

要

バ
リ
ア

フ
リ

ー
の

配
慮

が
足

り
な

い
※
高

齢
者

が
身

近
な

…

自
治

会
内

及
び

地
域

の
人

達
と

の
高

齢
者

の
ふ

れ
あ

い
の

場
が

少
な

い

地
域

に
子

ど
も

や
高

齢
者

を
見

守
り

で
き

る
人

材
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
ほ

し
い

児
童

数
が

増
え

る
こ

と

交
通

事
故

が
心

配
で

あ
る

子
ど

も
達

と
の

交
流

の
場

が
あ

る
と

い
い

今
の

子
ど

も
達

の
思

い
を

知
る

必
要

が
あ

る

変
質

者
等

の
問

題
で

子
ど

も
だ

け
の

外
遊

び
が

で
き

な
い

独
居

老
人
が

増
え

て
い

る

子
供
達

だ
け

で
安

心
し

て
遊

べ
る

場
が

少
な

い
気

が
す

る
。

※
障
害

の
あ

る
子

ど
も

地
域
の

人
達

と
の

交
流

の
場

が
な

く
、

障
害

者
の

方
へ

の
理

解
が

少
な

い
と

思
う

。

通
学
路

に
歩

道
の

無
い

と
こ

ろ
が

あ
る

危
険
で

あ
る

障
害
が

あ
っ

て
も

な
く

て
も

子
ど

も
も

大
人

も

休
日
で

も
子

供
達

の
声

が
聞

こ
え

な
い

子
ど
も

達
が

気
軽

に
集

ま
れ

て
悩

み
を

う
ち

あ
け

ら
れ

る
環

境
が

必
要

※
子

供
が

身
近

な
地

域
で

子
ど

も
の

安
全

確
保

の
た

め
、

学
校

（
先

生
）

親
、

地
域

の
パ

ト
ロ

ー
ル

隊
が

登
下

校
を

見
守

っ
て

い
る

が
、

こ
の

様
な

状
態

で
は
、

子
ど

も
の

自
主

性
な

ど
が

、
な

く
な

っ
て

し
ま

う
。

地
域
の

中
で

冬
休

み
、

夏
休

み
中

も
外

で
遊

ぶ
子

供
の

声
や

姿
が

見
ら

れ
な

い

近
所

付
き

合
い

が
希

薄
に

な
っ

て
き

た

組
織

の
役

員
に

な
る

人
が

い
な

い

（
会

長
に

な
る

と
後

任
の

人
が

居
な

い
の

で
、

長
く

な
る

の
で

引
き

受
け

な
い
）

女
性

の
場

合

地
域

行
事

等
の

参
加

者
が

少
な

く
な

っ
た

農
家

に
嫁
の

来
人

が
少

な
く
困

っ
て

い
る
家

が
多

い
の
で

結
婚

相
談
所

で
心

配
し
て

も
ら
え

れ
ば

、
助

か
る
の

で
は
な

い
か

と
思

い
ま
す

ゴ
ミ

空
カ
ン

の
ポ

イ
捨

て
が
あ

る

職
業

を
持
っ

て
い

る
と

、
な
か

な
か
隣

の
人

と
話

す
機
会

が
な

い
。

地
域
の

農
業

が
、

現
在

50
～

60
代
が

元
気

で
良

い

が
、
そ

の
ま

ま
高

齢
化

し
た

時
、

ど
う

な
っ

て
い

る
だ

ろ
う

か
？

自
治
会

に
組

織
さ

れ
て

い
な

い
地

域
が

あ
る

時
間
的

ゆ
と

り
が

な
い

※
身
近

な
地

域
で

日
常

生
活

…

我
々
の

地
域

で
は

、
災

害
等

が
な

い
た

め
、

自
己

中
心

的
な

人
が

多
く

い
ざ

と
い

う
と

き
の

助
け

合
い

の
精

神
に

か
け

て
い

る
の

で
は

？

日
々

の
悩

み
や

思
い

を
共

有
で

き
る

場
所

の
確

保
が

必
要

５
　

塩
野

室
地

区
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お ら が

自 慢

地 域 の

テ ー マ

交 　 流子 　 供

自
助

共
助

公
助

地
域
の

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
の

見
直
し

高
齢
者

福
寿
会

入
会
を

年
齢

を
決

め
そ
の

年
齢
に

達
し

た
人

に
は
是

非
入
会

し
て

も
ら

う 例
え
ば

70
才

に
決

定
す
る

と
か

☆
地

域
の

テ
ー

マ

自
治

会
な

ど
が

子
供
達

が
集
ま

る
場

所
が

あ
る
と

良
い

福
寿
会

会
員

の
後
継

者
が

少
な
い

↓ 自
治
会

長
会

及
び
支

所
又

は
市
役

所
の

指
導
で

た
と

え
ば

70
才
以

上
は

会
員
に

な
っ
て

も
ら

う
な
ど

の
方

法
は
ど

う
か

？

週
に

1 回
子

ど
も
と

お
母

さ
ん

が
一

緒
に

集
え
る

場
所
を

つ
く

る

週
に

1 回
公

民
館
を

利
用

し
て

地
域

の
お

茶
の
み

場
所
を

つ
く

る

た
と

え
ば

「
ふ

れ
あ
い

サ
ロ
ン

」
と

し
て

高
齢
者

の
事

ケ
ア
設

備
の

増
加
充

実
を

行
政
と

考
え

る

認
知
症

ケ
ア
サ

ポ
ー

タ
ー

を
養
成

す
る
た

め
の

講
師

の
育
成

を
す
る

。

お
ら

が
自
慢

日
光

連
山
の

風
景

鬼
怒

川
清
流

お
ら

が
自

慢

広
報

誌
な

ど
で
写

真
入

り
で
紹

介
し

て
、
他

地
域

へ
の

P
R
を
し

て
い
く

ハ
ー

ド
面

の
整

備

危
険

箇
所

を
再

点
検
し

て
、

優
先

順
位

を
つ
け

て
、

一
つ

づ
つ

解
決
し

て
い
く

☆
子

供
の

事
（
バ

ス
停

）
ま
で

の
巡

回
バ
ス

の
運

行

☆
ハ

ー
ド

面
の

救
急

車
を

呼
ぶ
ま

で
も

な
い
が

通
院

し
た
い

時
の

車
の
確

保

自
治
会
長

を
中

心
と

し
て

道
路
整
備

に
関

す
る

要
望

を
と
り
ま

と
め

市
に

た
ん

が
ん
書
を

提
出

（
テ

ー
マ

）

・
　

み
ん

な
で
作

ろ
う

　
元
気

な
地
域

！

・
　

あ
い

さ
つ
の

輪
を

ひ
ろ
げ

よ
う
！

☆
地
域

の
テ
ー

マ

ゴ
ミ
拾

い
を
定

期
的

に
行

う

地
域
の

テ
ー

マ

「
二
宮

デ
ィ

ー
」
や

「
農

地
・
水

資
源

」
行
事

を
増

や
し
て

い
く

※
ゴ
ミ

拾
い

を
す
る

事
に

よ
り
美

意
識

を
強
化

す
る

☆
地
域

の
テ

ー
マ

あ
ち
こ

ち
に

赤
い
鳥

居
を

立
て
て

か
ら

ゴ
ミ
が

少
な

く
な
っ

た
と

聞
い
た

こ
と

が
あ
る

☆
地
域

の
テ

ー
マ

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
と
し

て
活

動
し
て

い
た
だ

け
る

人
材

の
育
成

交
流

テ
ー
マ

を
作

っ
て
イ

ベ
ン

ト
を
開

催
す

る

子
供
の

事

学
校
や

運
動

場
を
休

日
開

放
し
て

、
遊

び
の
（

昔
の
）
学

習
を

す
る
（

鬼
ご
っ
こ

、
カ

ン
け
り

、
か

く
れ
ん

ぼ
等

）

☆
交
流

の
テ

ー
マ

希
薄
に

な
っ

た
人

間
関
係

を
作
る

た
め

の
交

流
会
の

開
催

☆
高

齢
者
の

事

高
齢

者
が
自

由
に

集
ま

れ
る
場

所
作
り

（
自

治
公

民
館
の

開
放
）

ふ
く
じ

ゅ
会

を
応

援
す
る

会
を
た

ち
あ

げ
る

高
齢
者

の
事

独
居
老

人
が

増
え

て
い
る

班
単
位

に
よ

る
自

治
会
回

覧
等
に

よ
る

訪
問

、
言
葉

掛
け
回

数
を

増
や

す

地
域
で

の
あ
い

言
葉

を
募

集
す
る

→
連
帯

感
を

生
む

た
め

高
齢

者
の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を
つ

く
る

地
域
で

老
人

会
子
供

会
の

交
流

障
害
児

も
含

め
て

高
齢
者

宅
へ

の
声
か

け
運

動 子
供
に

逢
っ

た
時
の

声
掛

け
、
あ

い
さ

つ

歩
い
て

い
る

他
人
に

も

地
域
の
テ

ー
マ

・
自
己
中

心
的

な
人

が
多

い 地
域
の
人

達
の

交
流

を
促

進
し
、
各

種
の

行
事

に
参

加
し
て
も

ら
う

地
域

自
治
会

に
組
織

さ
れ

て
い

な
い
地

域
が
あ

る

↓ 組
織
し

た
ほ
う

が
良

い
の

で
は
な
い

か

自
治
会

の
あ
り

方
を

見
直

す
機
会

を
つ
く

る

高 齢 者

ハ ー ド
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６
　

日
光

地
区

将
来
を
見

据
え
た
高
齢
者

施
設
を
考

え
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
を
地
域
の
力

と
し
て
活

用

地
域

子
ど

も
生

活
環

境
高

齢

し
せ

つ

自
然

空
屋
が
多

い

特
に
日
光

地
域
は
高
齢
化

が
高
い
の

で
、
在
宅
者
の

介
護
支
援

が
高
い
。
高
齢

者
へ
の
サ

ー
ビ
ス
提
供
体

制
が
不
十

分

各
自
治
会

に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
が
ほ

し
い

余
剰
と
な

っ
て
い
る
公
的

施
設
の
利

用
未
就
学
児

・
特
別
支
援
学

校
卒
業
生

の
進
路
や
緊

急
時
の
受
け

入
れ
先
等
の

確
保
等
、
社

会
資
源
が
足

り
な
い

山
菜
が
豊
か
（

わ
ら
び
、

さ
ん
し
ょ
う
、

こ
ご
み

等
）

猿
の
た
め
に
戸

じ
ま
り
を

す
る
よ
う
で
す

プ
ラ
ン
タ
ー
の

野
菜

（
少
々
）
を
猿

に
食
べ
ら

れ
て
し
ま
う
（

自
然
豊

か
）

窓
か
ら

桜
、
紅
葉
が

観
ら

れ
る

い
の
ぶ
た
・
鹿

・
サ
ル
な

ど
畑
、
田
ん
ぼ

の
被
害

窓
か
ら

バ
ー
ド
ウ
ォ

ッ
チ

ン
グ
が

出
来
る

シ
カ
。
イ
ノ
ブ

タ
問
題

森
林
が

多
い
た
め
、

夏
は

非
常
に

涼
し
い

水
が
お

い
し
い

自
然
が

豊
か

ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を

２
つ
組
で
利

用
し
て
い
る

が
、
可

燃
物
の
中
に
ペ

ッ
ト
ボ
ト

ル
が
入
っ
て
い

る
事
が
多
々

あ
る

豊
か
な

自
然
に
囲
ま

れ
て

い
る
が

、
ふ
れ
合
う

機
会

は
案
外

少
な
い

森
林
が
多

く
、
自
然
環

境
は
大
変
よ

い
が
、
猿
や

鹿
の
被
害
が

多
い

携
帯
と

テ
レ
ビ
の
電

波
が

届
か
な

い

高
齢

者
が
多
く
自
治

会
の

世
話

人
を
や
れ
る
人

が
少

な
く

な
っ
て
い
る

高
齢

化
の
た
め
地
域

内
の

活
動

に
支
障
が
あ
る

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
民

生
委

員
等

の
受
入
れ
、
地

域
行

事
に

は
積
極
的
に
参

加
し

て
い

る
が
、
近
隣
と

の
交

流
が

少
な
い

家
々

が
点
在
し
て
い

る
た

め
、

老
人
家
庭
は
孤

立
し

が
ち

で
あ
る
。
交
流

の
機

会
が

な
い

各
町
内
に
公

民
館
が
あ
る

の
で
、
あ
ま

り
利
用
さ
れ

て
い
な
い

高
齢
者
は
日

中
自
由
に
集

え
る
場
所
が
欲

し
い

高
齢
者
の
い
る

家
に
深
く

ふ
み
こ
ま
な
い

（
ガ
ー
ド

が
固
い
よ
う
な

気
が
す

る
）

高
齢
者
の
ひ
き

こ
も
り
を

少
な
く
す
る
対

策

住
民
が
お
互
い
に

理
解
で

き
る
交
流
で
き
る

場
所
、

イ
ベ
ン
ト
が
少
な

く
な
っ

て
い
る

組
の

活
動
（
清
掃
等

）
に

参
加

出
来
な
い
家
庭

が
増

え
て

い
る

登
下

校
の
見
守
り
隊

の
高

齢
化

高
齢
者
世
帯
、
独

居
老
人

が
年
々
増
え
て
い

る

地
域
の
見
守
り
等

が
必
要

高
齢
化
が
進
み
、

地
域
で

の
安
全
体
制
の
見

直
し
が

必
要
で
あ
る

「
い
ざ
」
と
い
う

時
の
具

体
的
な
体
制
づ
く

り

お
年
寄
り
は
困
っ

た
時
、

役
所
（
ど
こ
に
連

絡
し
て

良
い
か
解
ら
な
い

）

お
年
寄
り
の
楽
し

い
事
と

は

地
域
で
の
住
民

サ
ー
ビ
ス

の
確
保
は
進
ん

で
い
る
の

か在
宅
に
お

け
る
福
祉
サ

ー
ビ
ス
は
十

分
に
対
応
し

て
い
る
か

高
齢
者
の

み
の
世
帯
も

多
い
と
思
う

が
、
手
伝
い

・
手
助
け
を

必
要
と
す
る

よ
う
な
時
ど

う
し
て
い
る

の
か

相
談
支
援
業
務
と

専
門
に

相
当
す
る
相
談
支

援
専
門

員
を
配
置
し
て
い

る

ヘ
ル
パ
ー
、
ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ

（
個
人
差
が
あ
り

す
ぎ
）

介
護
サ
ー
ビ
ス
の

人
材
不

足

坂
道
が

多
い

生
活
道

路
が
確
保
で
き

な
い

高
齢
化
世
帯
へ

の
支
援
体

制
の
整
備
が
必

要

地
域
ご
と
に
お
け

る
サ

ポ
ー
ト
体
制
は
十

分
に
あ

る
の
か

ど
ん
な
サ
ポ
ー

ト
を
必
要

と
し
て
い
る
か
が

は
っ
き

り
見
え
て
こ
な
い

サ
ポ
ー
ト
し
て
ほ

し
い
人

が
見
え
て
こ
な
い

高
齢
化
が
進
ん
で

い
る

日
用
品
や

食
料
品
の
店

が
近
く
に
な

い

高
齢
者
の

輸
送
サ
ー
ビ

ス
の
不
足

公
共
施
設
の
バ

リ
ア
フ

リ
ー
化
が
進
ん

で
い
な
い

バ
リ
ア
フ
リ
ー

が
進
ん
で

い
な
い

農
村
部

で
の
高
齢
者
の

移
動
手
段

が
乏
し
い
（
交

通
機
関
）

自
動
車

の
な
い
人
は
バ

ス
停
ま
で

相
当
遠
い
た
め

、
不
便
で

あ
る

体
力
の

な
い
人
は
大
変

で
あ
る

子
ど
も
が
問

題
を
起
こ
す

と
、
い
つ
ま

で
も
レ
ッ
テ

ル
を
は
ら
れ
て

し
ま
い
、

か
わ
い
そ
う
な

気
が
す
る

小
さ
い
子
を

持
つ
世
帯
が

少
な
い
た
め

、
就
園
・
就

学
前
の
子
を

持
つ
方
は
仲

間
作
り
に
苦

労
す
る

子
供
が
遊
べ

る
公
園
が
な

い子
ど
も
が
子

ど
も
だ
け
で

外
遊
び
が
で

き
る
環
境
が

ほ
し
い

お
祭
り
の

為
、
女
性
が

自
治
会
長
に

な
れ
な
い

近
所
で
男

性
（
未
婚
）

の
ひ
き
こ

も
り

近
所
づ
き

合
い
の
な
い

人
が
多
く
な

っ
た
気
が
す

る

家
庭
で
子

ど
も
を
見
る

時
間
が
少
な

い

地
域

の
お
祭
り
な
ど

、
わ

ず
ら

わ
し
い
面
も
あ

る
が
、

少
子
化
の
現
在

、
子

供
達

の
育
ち
に
は
大

切
な

役
割

を
は
た
し
て
い

る
と

思
う

子
供

が
中
学
生
ま
で

は
、

育
成

会
の
活
動
が
あ

る
の

で
、

地
域
と
の
交
流

が
あ

る
が

、
そ
の
後
地
域

と
の

交
流

が
な
く
な
っ
て

し
ま

う

子
ど
も

が
少
な
い
の
で

、
行
事
な

ど
、
こ
れ
か
ら

続
い
て
い

か
な
く
な
る

こ
こ
数

年
、
小
学
生
の

姿
を
組
内

で
見
な
い

少
子
化
の

た
め
子
供
会

事
業
が
で
き

な
い

私
の
組
は

古
い
住
民
が

多
く
、
自
治

会
の
中
で
忘

年
会
を
や
る

た
だ
１
つ
の

組
だ
そ
う
で

す
。

日
光
地
域
に

は
、
行
事
種

目
の
提
供
が

少
な
い

世
代
間
交
流

事
業
を
ど
ん

ど
ん
進
め
た

い

若
い
人
達
の

行
事
参
加
が

少
な
い

学
校
と
家
庭

に
お
け
る
関

係
の
変
化
、

多
く
見
ら
れ

る

学
童
保
育
を

小
地
域
に
設

置
し
て
も
ら

い
た
い

観
光
客

が
多
い
の
で
、

地
域
の
方

以
外
の
大
人
と

の
か
か
わ

り
方
が
難
し
い

地
域
住

民
の
結
束
力
が

強
い集
合
住

宅
が
な
い
の
で

、
ほ
と
ん

ど
の
人
が
顔
見

知
り
な
の

で
、
助
け
合
う

気
持
が
あ

る
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公
助

共
助

自
助

自
然

ゴ
ミ

の
日
・

可
燃

物
・

不
燃

物
・

リ
サ

イ
ク

ル
等

高
齢

の
方

に
（

老
人

会
）

補
助

を
し

て
監

視
し

て
も

ら
う

自
助

自
治

会
公

民
館

を
活

用
し

て
、

今
昔

の
話

し
を

す
る

（
市

の
動

き
、

地
域

の
動

き
を

調
べ

て
説

明
す

る
）

し
せ

つ

行
政

、
施

設
の

公
開

を
し

、
理

解
を

深
め

る

自
然

小
倉

山
を
も

っ
と

知
っ

て
も

ら
う

自
助

高
齢

者
宅
を

訪
問

し
困

り
事

を
聞

い
た

り
、

用
事

を
依

頼
さ

れ
る

よ
う

に
す

る
（

し
て

い
る

）

子
供

祭
り

に
女
性

も
積

極
的

に
参

加
し

や
す

い
様

、
男

性
に

理
解

を
し

て
も

ら
え

る
様

働
き

か
け

る

し
せ

つ

民
活

を
充

分
に

使
う

自
助

自
治

会
内

の
子

ど
も

と
大

人
の

ふ
れ

あ
い

行
事

に
よ

っ
て

お
互

い
に

認
識
を

深
め

る

高
齢

大
々

的
な

イ
ベ

ン
ト

で
は

な
く

茶
話

会
的

な
も

の
を

ま
め

に
開

く

生
活

寺
社

関
係

の
仕

事
と

自
治

会
長

の
仕

事
を

切
り

は
な

す自
助

自
治

会
で

納
涼

祭
等

を
実

行
し

、
豚

汁
、

そ
ば

打
ち

を
行

い
、

子
ど

も
と

大
人

が
一

緒
に

な
っ

て
（

参
加

）
楽

し
む

高
齢

各
町

内
公

民
館

で
年

数
会

の
食

事
会

を
開

く

生
活

何
事

も
基

本
は

自
己

決
定

と
自

己
解

決
で

あ
る

高
齢

各
町

内
で
生

き
が

い
サ

ロ
ン

を
開

く

自
助

老
人

ク
ラ

ブ
の

会
合

（
昼

食
会

）
で

情
報

交
換

を
行

う

自
助

回
覧

板
を

届
け

る
際

に
高

齢
者

（
家

庭
）

に
声

を
か

け
生

活
要

望
を

伺
う

自
然
と
の
共
生
と
福
祉
の
土
壌
づ
く
り

共
助

高
齢

の
安

否
確

認

朝
昼

夕
方

に
一

声
運

動
を

実
行

す
る

生
活

環
境

地
域

で
福

祉
を

考
え

る
福

祉
の

土
壌

を
育

て
る

自
然

自
然

へ
の

関
心

を
進

め
る

教
育

を
す

る

高
齢

郵
便

配
達

の
方

等
に

配
達

地
域

の
方

の
見

守
り

を
お

願
い

す
る

高
齢

地
域

の
安

全
を

さ
さ

え
る

サ
ポ

ー
ト

グ
ル

ー
プ

を
作

る

子
ど

も

地
区

の
行

事
に

関
し

て
地

域
の

幅
を

広
げ

、
子

ど
も

が
参

加
し

や
す

い
も

の
に

す
る

共
助

自
治

会
の

伝
統

文
化

、
弥

生
囃

し
の

伝
承

活
動

を
行

う

し
せ

つ

空
家

を
利

用
し

て
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
化

を
は

か
る

子
ど

も

少
子

化
と
共

働
き

の
た

め
、

子
ど
も

の
生

活
上

の
技

術
を

高
齢

者
が

ア
ド

バ
イ

ス
、

援
助

を
す

る
子
ど

も

お
父

さ
ん

の
休

み
を

子
供

と
の

交
流

に
月

1 回
は

行

う
。

子
ど

も
誰

も
が

参
加

し
や

す
い

よ
う

な
地

域
行

事
を

増
や

す
。

し
せ

つ

地
域

に
空

い
て

い
る

公
的

民
家

を
利

用
し

、
高

齢
者

か
ら

、
子

供
ま

で
が

集
ま

れ
る

施
設

の
確

保

互
助

・
共

助

自
治

会
の

今
昔

の
話

を
交

換
を

行
い

、
子

ど
も

大
人

の
交

流
を

行
う

子
ど

も

若
い

人
達

の
社

会
性

を
持

つ
よ

う
な

施
策

を
考

え
る

高
齢

移
動

販
売

車
に

対
し

て
、

補
助

金
が

あ
る

と
良

い

（
今

日
の

テ
レ

ビ
で

、
山

間
地

の
例

を
放

送
し

て
い

ま
し

た
が

、
人

件
費

や
車

の
費

用
で

赤
字

だ
が

や
め

る
わ

け
に

は
い

か
な

い
。

）

し
せ
つ

日
光
市

福
祉

計
画

の
具

体
的

提
示

、
公

募

し
せ
つ

公
的
施

設
の

情
報

公
開

P
R

自
然

資
源
物

が
最

終
的

に
ど

う
な

る
か

知
ら

せ
る

子
ど
も

学
校

に
お

け
る

総
合

学
習

の
中

に
世

代
間

交
流

事
業

を
行

う
！

高
齢

福
祉
サ

ー
ビ

ス
を

受
け

る
た

め
の

指
針

を
高

齢
世

帯
へ

示
す

し
せ

つ

学
童

保
育

と
高

齢
者

の
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
を

一
緒

の
所

で
行

う
自

然

猿
の
え

さ
場

を
作

っ
て

観
光

客
に

も
見

て
も

ら
う

。

学
校

の
空

き
教

室
を

高
齢

者
や

地
域

の
方

に
開

放
し

、
交

流
の

場
所

と
す

る
自

然

行
政
に

対
し

、
被

害
対

策
の

申
し

出
を

行
う

。

動
物
被

害
、

対
策

子
供

学
校

を
地

域
に

開
く

高
齢

地
域
の

中
で

の
独

居
老

人
の

実
状

把
握

、
組

及
び

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ

高
齢

地
域

外
の

高
齢

者
と

の
交

流
事

業
の

実
施

生
活

環
境

障
害

者
が

地
域

で
生

活
で

き
る

受
け

皿
を

作
る

自
然

携
帯

と
テ

レ
ビ

の
電

波
が

届
か

な
い

地
域

の
解

決

し
せ

つ

行
政

等
の

補
助

を
受

け
て

も
あ

ま
り

制
限

を
し

な
い

子
ど

も

少
子

化
対

策
。

人
口

の
流

出
を

防
ぐ

よ
う

な
対

策
、

企
業

の
誘

致
、

医
療

、
義

務
教

育
費

の
無

料
化

、
児

童
手

当

高
齢

マ
イ

ク
ロ

バ
ス

や
ワ

ゴ
ン

車
等

を
定

期
的

に
巡

回
さ

せ
高

齢
者

の
足

と
す

る

高
齢

研
修

会
等

に
よ

る
ス

キ
ル

ア
ッ

プ

子
ど

も

市
内

学
校

単
位

で
の

学
童

保
育

所
の

設
置

高
齢

介
護

保
険

利
用

者
（

家
族

）
の

方
に
ヘ

ル
パ

ー
・

ケ
ア

マ
ネ

の
点

数
（

チ
ェ

ッ
ク

）
を

年
1 回

位
し

て
は

？
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近
所

づ
き
あ

い
が

減
っ
て

し
ま

っ
た
。

（
隣

家
の
生

活
が

わ
か
ら

な
い
）

生
活

環
境

地
域

高
齢

者

お
年

寄
り

の
集
ま

る
場
所

が
な

い

（
昔

は
縁

側
に
人

が
集

ま
っ

て
い

た
）

介
護

保
険

の
サ
ー

ビ
ス
が

希
望

ど
お
り

に
利

用
で
き

な
い

市
の
中

心
部

と
同
じ

基
準

で
み
ら

れ
る

こ
と
が

困
る

（
合
併

後
）

冬
期

期
間

高
齢

者
世
帯

は
心

配
（
雪

か
き

等
）

外
灯
が

少
な

く
中
高

生
が

駅
か
ら

徒
歩

で
帰
宅

す
る

こ
と
が

心
配

本
当

に
利

用
し

た
い
高

齢
者

が
電
車

を
利

用
し
づ

ら
い

身
近
な

所
に

交
流
の

場
が

少
な
い

一
人

住
ま

い
の

老
人
が

多
く

祭
り
事

が
し

に
く
い

買
物

に
行

く
の
が

不
便

（
運

転
で

き
な
い

と
行

動
範
囲

が
狭

く
な
る

）

近
所
の

付
合

い
が
希

薄
な

地
域
が

あ
る

（
観
光

業
等

で
永
住

で
な

い
人
が

多
い

）

公
共

の
交

通
機
関

が
少

な
い日
昼
の

地
域

社
会
で

の
高

齢
化
現

象
が

問
題

交
通

の
便

が
わ
る

い
の

で
買
物

が
大

変
で
あ

る

冬
期
中

、
高

齢
者
の

一
人

暮
ら
し

が
多

く
、
除

雪
に

苦
労
す

る

障
害

者

駅
・

施
設
の

階
段

が
多

い
。

障
害

者
に
対

す
る

支
援
が

少
な

い
と
思

う
。

バ
リ

ア
フ
リ

ー
が

少
な

い
。

民
間

に
障
害

者
の

施
設
が

移
行

し
た
こ

と
に

よ
り
親

や
家

族
の
負

担
が

増
え
て

し
ま

っ
た

障
害
者

家
庭

に
気
軽

に
相

談
に
の

っ
て

も
ら
え

る
人

や
場
所

が
身

近
に
ほ

し
い

。

目
の
障

が
い

の
あ
る

方
が

他
の
地

域
よ

り
多
い

子
供

子
供
を

安
心
し

て
遊

ば
せ

る
場
所

が
な
い

。
登

下
校
時

の
見

守
り
隊

が
地

区
に
よ

り
人

数
の
バ

ラ
ツ

キ
が
あ

る
。

地
域
の

子
供
達

が
（

下
原

小
学
区

内
）
よ

く
あ

い
さ

つ
を
し

て
く
れ

る
の

は
嬉

し
い
。

大
人
も

見
習

う
べ

き
だ
。

一
人

で
の

下
校
が

禁
止

に
な

り
、
地

域
の

協
力
者

が
い

な
い
と

直
接
自

宅
に

帰
る

こ
と
が

で
き
な

い
。

学
校

の
空
教

室
を

利
用
で

き
な

い
か
。

（
交

流
の

場
）

お
年

寄
り
と

子
供

自
然

日
光

地
区

は
す
ば

ら
し
い

自
然

に
め

ぐ
ま
れ

て
い

る

も
う

一
度

ふ
る
里

の
良
さ

を
見

直
し

た
い

さ
る
が

で
て

き
て
農

作
物

を
荒
さ

れ
て

困
る
。

自
然
の

緑
と

水
を
利

用

水
生
植

物
園

は
新
聞

等
で

ア
ピ
ー

ル
し

て
客
を

増
や

し
て
い

る

自
然
が

た
く

さ
ん
あ

る

温
泉

・
観

光
地
の

宣
伝
が

下
手

温
泉

が
豊

か
で
あ

る

観
光

資
源

が
た
く

さ
ん
あ

る

地
方

か
ら

の
転
入

者
が

多
い

若
い

人
の
共

働
き

に
よ
り

地
域

社
会
へ

の
活

動
が
少

な
い

（
人

は
減
っ

て
い

る
が
）

昔
か

ら
の
行

事
を

な
く
さ

な
い

様
、
少

し
ず

つ
工
夫

し
な

が
ら
な

ん
と

か
続
け

て
い

る

伝
統

芸
能

（
獅
子

舞
）

保
育
園

児
、

小
中
学

生
は

保
存
会

の
指

導
で
行

っ
て

い
る
が

、
成

人
（
若

い
人

）
が
少

な
く

祭
り
な

ど
で

行
っ

て
い

た
も
の

が
現

在
中
断

さ
れ

て
い
る

状
態

。

地
域

お
こ

し
で
そ

ば
街

道
と
組

合
を

作
り
毎

月
各

店
を
当

番
に

味
を
批

評
し

あ
い
勉

強
会

を
し
て

活
性

化
を
願

っ
て

い
る
。

地
域

の
ま
と

ま
り

が
な
く

自
治

会
活
動

が
機

能
し
て

い
な

い
。

休
館

中
の

ホ
テ
ル

や
空

室
が
目

立
ち

ぶ
っ
そ

う

利
用

で
き

る
可
能

性
有

一
人

暮
ら

し
の

高
齢
者

が
多

い

７
　

藤
原

地
区
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自
然
と
い
や
し
と
人
づ
く

り

公
助

共
助

体
験
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等
で

除
雪
活

動
を

行
う

地
域

空
家
が

多
い

が
そ
こ

に
人

が
住
む

対
策

を
す

る

老
人
ク

ラ
ブ

の
集
ま

り
等

に
自
治

会
が

時
々
か

か
わ

り
交
流

を
も

つ
。

買
物
が

不
便

な
地
域

で
は

、
生

協
等

に
加
入

し
て

週
１
で

食
品

や
衣
料

等
を

運
ん
で

も
ら

う
の
も

手
段

の
ひ
と

つ
で

は
な

い
か

雪
か
き

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア

チ
ラ
シ

・
か

ん
ば
ん

・
ポ

ス
タ
ー

で
周

知

一
人
暮

ら
し

の
高
齢

者
が

多
い
な

か
、

安
否
の

確
認

な
ど
は

、
郵

便
の
配

達
員

、
新

聞
の

配
達
員

な
ど

そ
れ
と

な
く

注
意
を

し
て

い
た
だ

く

隣
近
所

へ
の
声

か
け

を
す

る子
供
の

こ
と
で

親
が

も
っ

と
地
域

の
人
を

信
用

し
て

ほ
し
い

自
然

森
林
浴

が
出
来

て
、

温
泉

浴
に
て

健
康
作

り

・
ふ
だ

ん
か
ら

地
域

住
民

が
交
流

で
き
る

地
域

活
動

を
す
る

・
定
期

的
な
地

域
清

掃
（

あ
る

程
度
強

制
的

に
）

自
治
会

行
事
等

に
積

極
的

に
参
加

す
る

タ
ク

シ
ー

を
公

共
の
交

通
機
関

と
し

て
利

用
で
き

る
よ
う

な
シ

ス
テ
ム

を
考

え
て
ほ

し
い

障
害
者

駅
の
ホ

ー
ム
に

行
く

た
め

の
エ
レ

ベ
ー
タ

を
作

る

野
岩
鉄

道
の
日

光
市

区
間

に
高
齢

者
パ
ス

を
作

り
、

電
車
賃

が
今
よ

り
安

く
な

る
よ
う

に
す
れ

ば
、

通
院

、
買

物
に
も

高
齢

者
が

利
用
出

来
る
よ

う
に

な
る

。

三
依
地

区
そ
ば

街
道

観
光
課

な
ど
で

も
P

R
し

て
も
ら

う

野
岩
鉄

道
な
ど

駅
で

の
乗

り
降
り

場
ま
で

階
段

が
多

く
、
足

の
弱
い

人
は

困
難

で
あ
る

。
駅
（

鉄
道

）
会

社
等
に

交
渉
し

て
、

バ
リ

ア
フ
リ

ー
に
し

て
も

ら
う

。

外
灯

に
つ
い

て
は

、
市
役

所
と

地
域
の

自
治

会
が
交

渉
し

て
東
電

に
設

置
し
て

も
ら

え
る
の

で
は

地
域

の
中
で

病
院

行
や
商

店
行

き
の
車

を
出

す

高
齢

者
の
お

茶
飲

み
場
を

つ
く

る
（
公

民
館

、
集
会

所
、

空
室

et
c …

）

藤
原

地
区

は
広

い
地
域

な
の
で

、
介

護
サ

ー
ビ
ス

を
受
け

た
く

て
も

受
け
づ

ら
い
現

状
で

あ
る
。

川
治

以
北
に

介
護

サ
ー

ビ
ス
の

支
店
の

様
な

も
の
が

小
規

模
で
も

三
依

支
所

の
１
室

で
も
改

造
し

て
出

来
れ
ば

良
い
の

で
は

な
い

か

高
齢

者
と

高
齢

者
が
多

く
介
護

が
た

い
へ

ん
だ

も
っ

と
利

用
で

き
る
よ

う
に
し

た
り

病
院
や

お
店
ま

で
の

直
行

バ
ス

公
共
施

設
の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

を
図
る

介
護
の

料
金

安
く
し

た
り

自
助

高
齢
者

冬
季
中

高
齢
者

の
人

の
家
に

自
治

会
の
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

に
て

除
雪
を

し
て

あ
げ
る

高
齢
者

や
子

供
達
が

気
軽

に
集
ま

れ
る

場
所

自
然
が

多
い

地
域
な

の
で

、
地

元
の

人
の
た

め
の

自
然
観

察
会

を
開
い

て
、

地
域
を

よ
り

知
り
、

好
き

に
な
っ

て
も

ら
え
る

よ
う

に
す
る

（
交
流

も
目

的
）

地
域
見

守
り

活
動
（

ひ
と

り
暮
ら

し
高

齢
者
へ

の
声

か
け
）
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足
尾

地
区

心
配
な
人
が

い
る
と

、
ゴ

ミ
出
し
な
ど

協
力
し

合
え

る
地
域
が
多

い

地
域

の
人

間
関

係
助

け
合

い
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ

少
子

化

担
い

手
の

不
足

交
通

課
題

自
然

環
境 自

然
豊
か

な
土
地

で
あ
る

山
菜
（
タ

ラ
ノ
芽

・
ふ
き

の
と
う
）

が
美
味

し
い

自
治
会
活

動
で
隣

組
軒
数

が
３
軒
か

ら
９
軒

寄
り
集

ま
っ
て
話

し
合
う

機
会
が

少
な
く
な

っ
て
い

る

サ
ル
が
多
く

、
家
の

窓
や

玄
関
を
開
け

て
お
け

な
い

趣
味
活
動

に
参
加

し
た
い

が
、
初
め

て
の
場

合
は
入

り
に
く
い

足
尾
大
野
生

動
物
が

多
く

困
っ
て
い
る

。
さ
る

が
道

路
を
ふ
さ
い

で
た
わ

む
れ

て
い
る

夏
の
川
遊

び
は
楽

し
め
る

（
柚
子
内

川
、
庚

申
川
）

鹿
や
猿
等
の

被
害
で

草
花

を
育
て
る
楽

し
み
が

そ
が

れ
る

タ
ク

シ
ー
業

者
が
少
な

く
、

夜
間
営

業
し
て
い

な
い
の

で
、
夜

間
外
出
が

困
る

道
路
の
わ
き

の
ガ
ケ

で
落

石
が
心
配

足
腰

の
弱
い
方

に
と
っ

て
、

通
院
な
ど

の
足
の

確
保
が

難
し
い

市
営

バ
ス
の
運

行

本
数

が
少
な
く

不
便

高
齢
者
ド

ラ
イ
バ
ー

が
多

く
、
中
に

は
運
転
が

心
配

な
人
が
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
の

人
材

が
少
な
い

１
人
で
い
ろ

い
ろ
な

団
体

な
ど
何
役
も

か
け
も

ち
し

て
い
る
人
、

多
い

老
人

会
の
会
員

は
年
々

減
少
す

る
が
、
入

会
す
る

会
員
が

少
な
い

老
人
ク
ラ
ブ

活
動
等

組
織

活
動
が
少
な

く
な
っ

て
い

る （
リ
ー
ダ
ー

不
足
）

各
団

体
等
の
役

員
の
担

い
手
が

少
な
い

音
頭

取
り
に
な

る
人
が

い
な
い

（
跡

取
に
就
き

た
が
ら

な
い
）

高
齢

者
の

生
活

生
活

環
境

文
化

・
歴

史

行
政

・
制

度

地
域
と
の
つ

な
が
り

が
深

い
（
隣
近
所

と
の
つ

き
あ

い
が
深
い
）

近
所
づ
き
あ

い
が
よ

い

転
入
転
出
が

少
な
く

、
地

域
の
人
は
顔

な
じ
み

に
な

っ
て
い
る

お
茶
飲
み
で

個
人
宅

に
集

ま
っ
て
い
る

高
齢
者

が
多

い

人
間
関
係

が
濃
す

ぎ
る

趣
味
活

動
な
ら
活

発
、
積

極
的
に

動
く
が
、

公
的
な

活
動
（

自
治
会
な

ど
）
に

な
る
と

、
動
か
な

い

地
域
（

自
治
会
）

に
よ
っ

て
、
雰

囲
気
が
異

な
る

空
地
・
空
家

が
増
え

て
い

る
。

人
口
減

が
災
い

し
て

い
る
。
な
ん

と
か
人

口
増

を
考

え
る
策

は
な
い

も
の

か子
供
が
生
ま

れ
な
い
の

で
、

さ
び
し

い

子
供
の
遊
ぶ

場
所
が

な
い

（
児

童
館
閉

館
H

21
. ４

～
）

町
内
の
八

百
屋
は
電

話
で

食
材
を
届

け
て
く
れ

る
（

高
齢
者

に
親
切
）

個
人
開
業
医

が
お
り

、
往

診
し
て
く
れ

る
の
で

安
心

足
尾
の

産
業
遺

産
に
（
世

界
遺
産

）
一
町
民

と
し
て

ど
う
か

か
わ
っ
て

い
っ
た

ら
よ
い

か
分
か

ら
な
い

足
尾
北
部

の
緑
化
に

全
市

民
が
ま
と

ま
っ
て
参

加
で

き
な
い
か

個
人
情

報
が
や

か
ま
し
く

な
っ
て

き
て
困

っ
て
い

る
。
な

か
な
か

ふ
み
こ
め

な
い

総
合
支

所
（
市
役

所
）
の

人
数
が

減
っ
て
き

て
心
配

青
少
年
が
少

な
い
の

で
、

地
域
の
事
業

や
活
動

に
活

力
が
見
ら
れ

な
い

小
学
生
・
中

学
生
の

数
が

少
な
い

昔
で
い
え
ば

分
校
の

よ
う

だ お
年
寄
達
の

フ
レ
ア

イ
事

業
で
も
や
っ

た
ら
ど

う
か

特
別
市

営
住
宅

で
共
同
ト

イ
レ
、

共
同
浴

場
を
利

用
し
て
い

る
た
め

、
不
便
で

あ
る

食
料
品

や
薬
局

、
衣
料
品

を
売
っ

て
い
る

お
店
が
少

な
く
不

便

働
く
場
所
・

企
業
が

少
な

い

銅
山
の
城
下

町

特
異
な
歴
史

が
あ
る

高
齢
者
が

多
く
な

り
、
祭

事
が
で
き

な
く
な

っ
て
き

た
（
足
尾

ま
つ
り

、
納
涼

祭
の
参
加

者
減
）

お
祭
り
や

自
治
清

掃
活
動

な
ど
へ
の

参
加
人

数
が

減
っ
て
き

て
い
る

高
齢
者
の

ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー

ツ
（
ペ
タ

ン
グ
）

を
普
及

し
て
ほ
し

い

地
区
内

に
眼
科

等
の
専
門

科
が
な

い
の
で

不
便
で
あ

る

若
者
が

楽
し
め

る
娯
楽
施

設
が

な
い

独
居
や
高
齢

夫
婦
で

な
く

て
も
、
日
中

は
そ
の

よ
う

に
な
っ
て
し

ま
う
世

帯
が

多
い
の
で
は

雪
が
降
る
と

雪
か
き

が
で

き
な
い
世
帯

が
多
い

両
老
高
齢
者

が
多
い

隣
人
と
の
フ

レ
ア
イ

が
少

な
い

緊
急
時
の
連

絡
を
ど

こ
に

し
た
ら
よ
い

か
（
Ｔ

Ｅ
Ｌ

は
つ
い
て
い

る
か
）

一
人
暮
ら
し

の
高
齢

者
が

増
え
、
家
事

等
の
緊

急
時

の
対
応
に
不

安
が
あ

る

ひ
と
り
暮
し

高
齢
者

が
多

く
、
認
知
症

に
な
る

と
心

配

高
齢
者
の

独
居
世

帯
が
多

く
、
そ
の

安
全
・

安
心
の

確
保
が
心

配
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共

空
小
学
校
を

子
供
達

と
利

用
し
て
遊
べ

る
夏
の

活
動

の
場

遊
び
等
計

画
し
て
ほ

し
い

公
助

高
齢
者
の
認

知
症

健
康
相
談

定
期
検
診
等

を
実
施

し
て

ほ
し
い

公
民
館
活
動

や
生
涯

学
習

で
興
味
の
出

る
講
座

を
設

け
る
　
　
共

助

高 認
知

症
を
市
民

が
勉
強

し
、

は
い
徊
な

ど
地
域

ぐ
る
み

で
支
援
す

る

高 生
協

な
ど
利
用

し
地
域

で
共
同

購
入
し
、

買
い
物

の
不
便

を
解
消
す

る

ひ
と
り
暮

ら
し
の

高
齢
者

に
対
し
近

所
の
人

が
声
を

か
け
あ
う

顔
色
を
見

る
事
も

大
切

特
に
高
齢

者
に
つ

い
て
地

域
の
中
に

と
け
こ

め
な
い

問
題
が
あ

る
の
で

地
域
の

声
か
け
運

動
を
広

げ
る

高
齢
者

心
配
な
方

を
発
見

し
、
近

隣
で
見
守

り
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
を
つ
く

る
。

高
齢
者
及

び
独
居

高
齢
者

が
増
え
る

中
で
頼

り
頼
れ

る
住
民
同

士
の
つ

な
が
り

が
必
要

歴
史

足
尾
の
昔

を
活
か

せ
る
高

齢
者
を
募

集
し
、

子
供
た

ち
に
語
り

継
ぐ

高
齢
化

が
進
ん

で
い
る
の

で
買
い

物
も
電

話
で
届
け

て
く
れ

る
業
者

が
増
え
る

と
良
い

近
所
の

人
が
手

伝
っ
て
や

る共
助

高
齢
者

が
多
い

隣
人
と

の
ふ
れ

あ
い
が
少

な
い

老
人
会

の
活
性

化
に
よ
り

対
応
し

て
行
く

交
流
で

き
る
よ

う
な
機
会

を
設
け

る
（
趣

味
の
集
ま

り
等
）

共
助

ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー

ツ
大
会

地
域
の

老
人
会

等
で

ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー

ツ
の
専
門

部
を
お

く
よ
う

に
す
る

自
助

　
高
齢

者
の
生
活

お
ま

つ
り
や

自
治
活
動

自
分

の
で
き

る
範
囲
（

健
康
・

体
力
）

で
積
極
的

参
加
す

る
よ
う

心
が
け
る

・
地

区
の
草

む
し
り

・
祭

り
の
接
待

等

高
齢
者

一
人
暮

近
所
隣

組
の
人

々
で
み
ま

も
る

近
隣

の
助
け

合
い

ご
近

所
へ
の

声
か
け

あ
い

さ
つ
で

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

を
と
る

自
助

シ
ル

バ
ー
人
材

の
P

R
周
知

高
齢

者
の
生

き
が
い
づ

く
り

公
民
館
・
集

会
所
の

有
効

利
用

雪
が
降
る

と
雪
か

き
が
出

来
な
い
世

帯
が
多

い
の

で
、
行
政

の
方
か

ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

を
出
し

て
ほ
し

い

雪
が
降
る
と

雪
か
き

が
で

き
な
い
世
帯

が
多
い

共
助
　
山
間

部

雪
か
き
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
（

登
録
）

高
齢
者
の
孤

立
を
防

ぐ
集

会
所
等
に
集

ま
り
、

自
分

の
出
来
る
趣

味
等
を

一
緒

に
楽
し
め
る

と
い
い

な

あ
み
も
の
を

し
た
り

、
手

工
芸
を
教
え

あ
っ
た

り

高
齢

者
と
子
供

の
ふ
れ
あ

い
の

場
を
作
る

と
い
い
と

思
う

空
地

が
多
い
の

で
、
火
災

な
ど

が
心
配
で

あ
る
他
人

の
土

地
で
あ
っ

て
も
草
刈

な
ど

を
し
て
も

ら
い
た
い

足
尾

の
夏
は
涼

し
く
、
大

変
住

み
良
い
所

で
あ
る

が
、

冬
は
寒
く

て
光
熱

費
が
増

す

市
か

ら
の
助
け

も
必
要
で

あ
る

公
助

老
人
の

い
こ
い
の

場

寄
合
所

を
開
放
し

月
に
一

度
く
ら

い
の
簡
単

な
体
操

等
指
導

し
て
頂
け

た
ら

高
齢
者

に
集
会
所

を
利
用

し
て
も

ら
う

集
会
所

な
ど
を
開

放
し
て

昼
間
自

由
に
し
よ

う
さ
せ

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を

す
る

（
高
齢

者
に
関
す

る
）

環
境
学
習
の

場
と
し

て
松

木
渓
谷
を
取

り
上
げ

る

公
助

高 夏
休

み
等
に
地

区
外
の

学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
を
呼

び
交
流

会
等
を
行

う

地
域

の
リ
ー

ダ
ー
育
成

を
す
る

講
座
を
開

講
す
る

。

生
活

通
院
バ
ス
を

運
行
さ

せ
る

。

（
助

け
合
い
）

（
高
齢

者
の
生

活
）
共

自
分

の
近
所
に

は
、
ど

の
よ
う

な
高
齢

者
や
心
配

な
人
が

い
て
、
ど

ん
な
こ

と
に
困

っ
て
い
る

の
か
、

ど
う
す

れ
ば
よ

い
の
か
近

所
の
皆

で
話
を
し

た
り
情

報
を
共

有
し
た

り
す
る
機

会
を
つ

く
っ
て

み
る

（
こ

の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ

プ
の
町

内
版
）

足
腰
の
弱
い

方
に
と

っ
て

通
院
な
ど

の
足
の
確

保
が

難
し
い

公
助

歩
行
困
難
な

方
へ
の

移
送

サ
ー
ビ
ス
福

祉
サ
ー

ビ
ス

の
周
知

公
助

高
齢

者
安
全

安
心
の
確

保

公
の

機
関
で
そ

の
対
策

・
対
応

や
っ
て
も

ら
う

電
話

、
訪
問

地
域

毎
に
高
齢

者
が
ど

ん
な
こ

と
に
困
っ

て
い
る

か
集
会

所
等
に
集

ま
っ
て

話
合
う

機
会
を
つ

く
る
と

よ
い
と

思
う

　
　

　
　
　

　
　
　
自

人
口

増
を
考
え

る
と
空

地
に
マ

ン
シ
ョ
ン

を
た
て

通
学
、

通
勤
に
町

外
へ
利

用
し
て

多
く
の
人

当
町

に
住
ん
で

も
ら
う

夢
で
す

。

高 給
食
セ

ン
タ
ー

を
活
用

し
、
高

齢
者
の

食
事
サ
ー

ビ
ス
に

つ
な
げ

る

（
高
齢

者
の
生

活
）

共
・
自

「
自
分

が
認
知

症
に
な
っ

た
ら
」

ど
う
な

る
の
か
、

考
え
る

機
会
を

つ
く
っ
て

み
る
。

高 お
茶
飲
み

で
集
ま

る
所
を

支
援
し
、

た
ま
り

場
を
つ

く
る

（
助
け

合
い
）

　
公

高
齢
者

の
た
ま

り
場
と

な
っ
て

い
る
よ

う
な
所
に

公
的
支

援
（
補

助
金
）
な

ど
を
出

し
て
、

よ
り
活
発

に
活
動

し
て
も

ら
う
。

そ
れ
を

広
報
す

る
な
ど
し

て
皆
に

知
っ
て

も
ら
う

高
齢
者
の

技
術
、

知
識
を

子
供
達
に

伝
え
る

機
会
を

作
る

（
学
校
の

授
業
と

し
て
も

良
い
）

共
助

共
助

雪
か
き
が

で
き
な

い
自
治

会
が
中
心

と
な
っ

て
対
応

等
を
図
る

公
助

共
助

・
自

助

足
尾

地
域
の
見
守
り
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

み
ん
な
で
仲
よ
く
助
け
合
う
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障
が
い

者
が
少

な
い
の

で
、
接

し
方
が

分
か
ら

な
い

。

障
が

い
者

く
り

や
ま

ら
し

さ

あ
た

り
ま

え

子
ど

も
地

域
高

れ
い

者

子
ど
も

の
あ
そ

ぶ
場
所

が
ほ

し
い

合
併
し

て
か
ら

地
域

（
栗

山
内
）

の
つ
な

が
り

が
う

す
く
な

っ
た

課
題
等

は
特
に

無
い

30
戸

位
の
小

さ
な
地

域
の

為
、

ま
と
ま

り
が
あ

る

近
所
付

合
い
も

良
い

（
農
作

物
を
わ

け
あ
っ

た
り

す
る

）

ひ
か
え

め

人
口
の

減
少

強
力
な

リ
ー
ダ

ー
が
い

な
い

。

サ
ル
の

被
害
畑

仕
事

が
で

き
な
い

若
い
人

が
少
な

く
な
っ

て
い

る

独
居

高
齢

者
が
多

く
な

っ
て

い
る
。

高
齢

者
の

ひ
と
り

世
帯

の
増

加

老
人

ク
ラ

ブ
の
リ

ー
ダ

ー
に

な
っ
て

く
れ
る

人
が

い
な

い
と
こ

ろ
が
あ

る

高
齢

者
が
楽

し
む
場

所
が

ほ
し

い

高
齢

者
の
日

常
生
活

が
不

便
（

病
院
、

買
物
等

）
高
齢

者
が
多

く
な
り

障
害

の
あ

る
方
と

も
少
し

ず
つ

接
す

る
よ
う

に
な

り
つ

つ
あ
る

の
で
、

障
害
に

つ
い

て
の

認
識
を

し
っ
か

り
持

ち
た

い
と
思

う

声
か

け
合
い

、
助
け

合
っ

て
生

活
し
て

い
る
の

で
安

心
だ

が
病
院

が
遠
い

の
で

困
る

地
域

（
面
積

）
が
栗

山
で

も
広

い
の
に

日
光
市

の
行

事
に

行
け
な

い
住
人

が
多

い
の

で
は
？

障
が
い

者
向

け
の

施
設
が

少
な
い

子
ど
も

た
ち
が

下
校
後

安
全

に
遊

べ
る
場

所
の
確

保

子
ど

も
の

数
が
減

っ
て

こ
ま

り
ま
す

ち
い
さ

な
あ

か
ち

ゃ
ん
を

育
て
て

い
る

お
母

さ
ん
た

ち
の
情

報
交

換
の

場
の
確

保

子
ど

も
た

ち
が
放

課
後

も
安

心
し
て

あ
そ
べ

る
場

所
の

確
保

子
ど
も

が
安
心

し
て
遊

ぶ
公

園
が

な
い

児
童
公

園
等

ほ
し

い
。

子
供
が

少
な

い
為

、
友
だ

ち
が
で

き
な

い
。

地
域

が
は
な

れ
て
い

て
、

移
動

に
時
間

が
か
か

る
。

バ
ス

停
ま
で

も
遠
い

。

子
供

が
少

な
い
の

で
接

し
方

が
う
と

く
な
る

小
さ

い
地
域

な
の
で

近
所

ど
な

り
助
け

合
い
仲

よ
く

生
活

で
き
る

の
は
よ

い
。

地
域

の
行
事

が
大
変

に
な
っ

て
き
て

い
る
（

人
が

減
っ

て
い
る

）

ま
わ
り

の
人
の

目
を

気
に

す
る
。

消
極
的

に
な
っ

て
し

ま
う

。

近
所
付

き
合
い

が
少

な
く

な
っ
て

い
る

少
子
高

齢
化

認
知
症

や
体
の

不
自
由

な
方

た
ち

を
支
え

る
家
族

が
気

持
ち

よ
く
介

護
で
き

る
環

境
づ

く
り
。

道
路

が
せ
ま

く
、
カ

ー
ブ

が
多

い
の
で

、
冬
が

た
い

へ
ん

ど
こ

の
家
に

行
っ
て

も
カ

ギ
が

か
か
っ

て
い
な

い

そ
れ

だ
け
事

件
も
な

く
安

心
な

地
域
で

あ
る

自
然

が
豊

か
（
当

た
り

前
）

日
常

か
ら

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
（

助
け
あ

い
）
が

根
づ

い
て

い
る

病
院

が
遠
い

の
で
、

免
許

の
な

い
方
や

高
れ
い

者
の

方
は

誰
か
の

手
を
か

り
な

け
れ

ば
病
院

に
い
け

な
い
。

空
気

が
お
い

し
い

人
情

豊
か

↑
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
を

し
て

い
る

意
識
は

な
い

（
助

け
合
い

）

近
所

つ
き
あ

い
が
い

い

（
当

た
り
前

）

ア
ッ

ト
ホ
ー

ム
な
近

所
づ

き
あ

い

（
ま

と
ま
り

が
よ

い
）

ど
こ

で
も
温

泉
に
入

れ
る

水
が

き
れ
い

水
が

お
い
し

い

自
然

が
す
ば

ら
し
い

子
ど

も
が

安
心
し

て
遊

べ
る

場
所
（

施
設
）

が
な

い
子

ど
も

が
安
心

し
て
通

学
す

る
道

路
に
歩

道
が
な

い
（

と
く

に
冬
場

）
下

校
後

、
子

ど
も

た
ち
が

安
心
し

て
生

活
で

き
る
場

が
ほ
し

い

  学
童
保

育
が

な
い

た
め

、
働

け
な

い
お

母
さ

ん
が
結

構
い

る

  福
祉

施
設

が
な
い

、
一
人

住
ま

い
の

高
齢
者

が
多
い

の
で

、
夜

間
心
配

９
　

栗
山

地
区
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共

助
公

助

近
所
付
き
合
い
が
少
な

く
な
っ
て
い
て
ま
ず
い
で
す

自感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

な
い 自 近
所
付
き
合
い
を
密
に

す
る 自

子
ど

も
が
安
心
し
て
通
学

で
き

る
歩
道
を
作
っ
て
も

ら
う

公学
童

保
育

公学
校

や
保
育
園
な
ど
を
開

放
し

て
も
ら
い
情
報
交
換

の
場

を
作
る
。

公地
域

に
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

が
い

な
い
事
に
対
し
て
は

行
政

主
導
で
カ
バ
ー
す
べ

き
で

あ
る
と
考
え
る

公病
院

が
遠
い

↓ 高
齢

者
ひ
と
り
世
帯
な
ど

の
か

か
り
つ
け
病
院
の
リ

ス
ト

を
作
る

公

地
域
の
特
徴
と
し
て

院
外

処
方
の
良
い
所
を
行

政
と

し
て
も
ア
ピ
ー
ル
し

て
ほ

し
い

（
特
に
高
れ
い
者
が

多
い

の
で
）

　
　
　
　
　
　
　
　

公

公
園
の
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　

公

第
１
回
に
於
い
て
洗

い
出

し
た
課
題
に
対
す
る

解
決

策
と
言
う
事
で
あ
る
が

公
助
に
お
い
て
、
案
の

様
な

も
の
を
提
供
し
て
頂

か
な

い
と
各
個
人
で
は
良

案
は

浮
か
ん
で
来
な
い
と

思
う
。

公

通
学
路
の
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　

公

地
域

道
路
が
せ
ま
く
カ
ー

ブ
が

多
い
の
で
冬
が
た
い
へ

ん

整
備
し
て
ほ
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　

公

栗
山
ら

し
さ
で

あ
た

り
ま
え

の
地

域
づ
く

り

お
隣
さ
ん
の
新
聞
が
そ

の
ま
ま
に
な
っ
て
い
な
い
か

窓
が
ず
っ
と
し
ま
っ
て
い

な
い
か
な
ど
、
ふ
だ
ん
も

気
に
か
け
る
よ
う
に
す
る

自

や
っ
て
良
い
事
、
悪
い
事

の
区
別
を
し
っ
か
り
教

え
、
叱
る
。

逃
げ
な
い

見
な
い
振
り
を
し
な
い

過
保
護
に
し
な
い

共
　
自

合
併
し
て
か
ら
の
地
域
の

つ
な
が
り
が
う
す
く
な
っ

て
こ
ま
る
の
で
皆
で
考
え

る
。
考
え
て
も
ら
う
。

共
　
自

障
害
（
認
知
等
）
に
つ
い

て
知
る
。
皆
で
勉
強
し
て

い
く
。
（
講
話
な
ど
を
し

て
い
た
だ
く
。
）

自
　
共

合
併
し
て
か
ら
地
域
の
つ

な
が
り
が
う
す
く
な
っ
た

と
言
う
事
は
、
合
併
以
前

の
よ
う
に
栗
山
地
域
の
行

事
等
が
少
な
く
な
っ
た
事

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
地
域
の
希
望
を
行

政
が
、
取
り
上
げ
ら
れ
な

い
事
が
多
い
た
め
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か

公
　
共

高
齢
者

楽
し
む
場
所
が
な

い
と
言

う
事
に
つ
い
て
は

、
市
全

体
の
集
い
の
よ
う
な

と
こ

ろ
に
気
楽
に
出
ら

れ
る
機

会
を
考
え
て
は
ど
う

か
！

共
　
公

学
校
の
校
庭
を
放

課
後
開

放
す
る

共
　
公

高
齢
者

家
の
中
か
ら
出
す

共
通
の

趣
味
を
探
す

共
　
公

高
齢
者
の
見
た
そ

う
な
映

画
を
地
域
、
行
政

で
考
え

る 共
　
公

高
齢
者

高
齢
者
の
ひ
と
り
世
帯
の

増
加

共
　
公

子
ど
も
の
あ
そ
ぶ
場
所
が

ほ
し
い
で
す

共
　
公

自
然
を
活
用
し
た
遊
び
場

の
整
備

公
　
共

近
く
の
川
や
山
へ
安
全
に

行
け
る
様
、
簡
単
な
歩
道

の
整
備

共
　
公

子
供
の
あ
そ
び
場

高
齢
者
の

情
報
交
換
の
場

を
作
る
。

（
定
期
的

に
）

共自
然
の
活

用

共高
齢
者
の

集
ま
る
場
所
と

し
て
、
温

泉
を
利
用
す
る

共独
居
老
人

宅
を
地
域
で
声

か
け
、
見

守
り
、
訪
問
す

る 共学
校
の
行

事
を
強
く
ア

ピ
ー
ル
し

て
地
域
の
人
達

と
の
交
流

を
計
る

共地
域
の
連

携

共

子
ど
も

子
供
が
少
な
い
の
で
接

し
方
が
出
来
な
い

各
地
域
に
い
る
子
ど
も

た
ち
を
知
る
。

自進
ん
で
地
域
の
行
事
等

に
参
加
す
る

自公
園
が
な
い
か
ら
遊
べ

な
い
と
の
事
で
大
人
が
一

緒
に
自
然
を
楽
し
む
方
法

を
考
え
る

自 障
が
い
者

高
齢
者
障
が
い
者
と
等

し
い
所
が
あ
る
の
で
考
え

る

自

自
助

障
害
者

障
害
者
自
身
が
何
を
望
ん

で
い
る
か
を
把
握
す
る
。

自
　
共
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